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　まばゆい日差しが僕らの小さな王国に降ふ

 り注そそ

 いでいた、ある夏の日、僕はいきなり王様になった。

　庶民として生まれ庶民として育ち、町の服屋で接客をしながらのんきに生きてきた僕はただただ驚おどろ

 き困こん
 惑わく

 するばかりで、大きな流れに身を任せることしかできなかった。

　この僕が王様だなんて。

　自覚も自信もずっと持てずにいたし、王様なんて不自由で損なことばかりで、やめたいとさえ思っていたけれど。

　きみに出会って冒険をともにして、なにかが変わって、

　きみに出会って恋をして、国王であることの苦悩を自覚して、

　まっすぐで愛らしいきみたちに出会って、今の僕だからこそ、できることがあると知った。

















　だから今、僕は──。
















　今年初めての白い粉雪が、城の窓の外を可か
 憐れん

 に舞う朝。

　ローデシアの国王ルドヴィークは、ハーブの香りのするやわらかなベッドでまどろみながら、愛らしい声を聞いていた。

「国王様、朝ですよ。そろそろお目覚めになってください」

　控ひか

 えめに優しく呼びかけてくるその声に耳が甘くとろけそうで、まぶたを持ち上げると、ふわふわの髪かみ

 を水色の絹のリボンで綺き
 麗れい

 に結った可か
 愛わい

 らしい女の子が、勿忘草わすれなぐさ

 のような瞳で、おだやかにルドヴィークを見つめていた。

「おはよう、ミーネ」

　口元が思わず笑みこぼれる。

　ミーネもつつましく微笑ほほえ

 んで、

「おはよう、ございます」

　ささやくような小さな声で返し、

「朝食は……わたしがお城の厨ちゆう
 房ぼう

 をお借りして、作ってみたんです。国王様が町のご実家でいただいていたような、素そ
 朴ぼく

 な卵料理やスープを召し上がりたいとおっしゃっていたので……。それなら、わたしでも……作れるかと思って」

　ワゴンで運んできた、ふんわりと炒い

 った卵や、かりかりのベーコン、茹ゆ

 でたじゃがいものサラダやキャベツのスープなどを、丁てい
 寧ねい

 にテーブルに並べてゆく。

　白い湯気が美お
 味い

 しそうな香りを運んできて、ルドヴィークのために頑がん
 張ば

 ったのだというミーネの表情もますます優しく可憐で、

（ああ、夢見たとおりの新婚生活だ。こんなに可愛いお嫁よめ

 さんが僕のところへ来てくれて、朝食も作ってくれて、幸せだ）

　と感動に打ち震えてしまう。

「国王様のお口に……あうと良いのですけれど」

「二人きりのときはルディだろう」

　ルドヴィークがベッドから足をおろし、優しく注意すると、

「あ、ごめんなさい」

　つぶやいて、頰ほお

 を染めて恥じらいながら、

「る……ルディ」

　小さな唇くちびる

 から優しい声がこぼれるのに、また幸福感でいっぱいになり、後ろから両手で抱きしめて、

「ありがとう、ミーネ」

　と、おはようのキスをすると、首筋まで真っ赤になってしまった。

（ああ、本当に可愛い）

　うっとりしながら、もう一度キスしようとしたとき。





「そこまでです、国王様」





　背後で、申し訳なさそうな声が響いた。

　黒髪に眼鏡めがね

 をかけた地味な男性官かん
 僚りよう

 ──クラウスが、いつの間にか居い

 心地ごこち

 悪そうに目を伏せて立っている。

「子作りに繋つな

 がるようなご行為は、王妃様に男子のお世よ
 継つ

 ぎがご誕生されるまで一切禁止です」

　クラウスも、国王とその愛あい
 妾しよう

 の生活を四六時中監視し、きわどいところで邪じや
 魔ま

 に入るなんてことはしたくないのだろう。ルドヴィークたちとなるべく目を合わせないよう視線を泳がせ、口調も歯切れが悪い。

　が、クラウスの上司でもある国王の侍じ
 従じゆう
 長ちよう

 アーデルハイドから、国王様の最初のご子息は北の大帝国から政略結婚で嫁とつ

 いできたカテリナ王妃の子供でなければならない、万が一にも侍女上がりの愛妾とのあいだに先に男の子が生まれてしまったら、国家的大問題だと、厳しく言われているに違いない。

　クラウス個人としては、先日のヒンメル長官の不正告発に関する司法取引の件で、ルドヴィークに恩義を感じてくれているようで、それと上司の命令との狭はざ
 間ま

 で苦悩しているようだった。

　そこはルドヴィークのほうも、申し訳なく思う。

　クラウスは役目に忠実なだけで、悪気はまったくないのだ。

　また、即位するまで自分が亡くなった国王のご落らく
 胤いん

 だなんて夢にも思わず、服屋の若旦那として市井で育った、庶民育ちで、血統的にも半分庶民のルドヴィークに、大陸一高貴な王妃を迎えて、二人のあいだに誕生した子供を次期国王にするのが国策的に正しいということも、理解している。

　が、

「朝のキスくらい大目に見てくれてもいいだろう。僕とミーネは新婚なんだから」

　目覚めの挨あい
 拶さつ

 さえ落ち着いてできないのでは、文句も言いたくなる。

　ミーネが消え入りそうな声で、

「わ、わたしは……き、気にしてませんから」

　と、ルドヴィークの後ろに隠れて、もじもじする。内気な子だから、新婚生活を他人にのぞき見されているだなんて、本当は恥ずかしくてたまらないだろう。

　クラウスは、気の進まない職務ではあるが基準を甘めにするつもりはないようで、そこは有能な官僚の顔つきで答えた。

「ご挨拶のキスまでは許容範囲ですので、私も物陰から見守るにとどめますし、この身は壁かべ

 や木に徹てつ

 します。しかし、二度キスすれば三度キスしたくなるものです。特に国王様のようなお若いかたが、愛いと

 しい女性に三度もキスすれば欲望は高まるばかりで、次の段階になだれ込むことは必至です。私としては、ことに至るぎりぎり直前でお止めするよりも、その前の前の前くらいの段階で制止するのが、国王様のおためかと。あまり何度も寸止めを繰く

 り返かえ

 すと、いざ本番というときにお役に立たなくなることもあると聞きますので」

　ミーネはますます真っ赤になって、ルドヴィークの後ろで身を縮ちぢ

 めてうつむいてしまい、ルドヴィークは、

「……気をつかってくれてありがとう」

　と力なくつぶやいたのだった。





　もちろん、このままでいいわけは、まったくない。

　せっかく気立ての良い可愛いお嫁さんをもらって、新婚の今が一番いちゃいちゃしまくりで楽しい時なのに、キス以上の進展がないだなんて！

　それこそ体に悪い！

　ミーネは『わたしは……ルディと一緒にいられるだけで、嬉うれ

 しいから。待つのは平気、です』と言ってくれているけれど、クラウスに監視されながら、可愛いお嫁さんと新婚らしい行為が一切ないまま、ひとつの布団で眠るルドヴィークのほうが限界だ！

　今日もまた、ミーネの作った素朴な朝食を美味しくいただいたあと、部屋で一人ぼやくのだった。

「やっぱり……王妃に頼むしかないよなぁ」






　　　　　◇　◇　◇







「一生のお願いだ！　僕と子作りして跡取りの男の子を産んでくれ！」

　その日の午後。

　朝がた舞っていた雪もやみ、透明な日差しがガラス越しに降り注ぐ温室で、ルドヴィークは正室であるカテリナ王妃に、ぺこぺこ頭を下げていた。

　珍めずら

 しい樹木や、色あざやかな花々が奔ほん
 放ぽう

 に生い茂る温室は、庭師の他には国王と王妃以外立ち入ることを禁じられている。

　とはいえ、赤い花をつけた蔦つた

 が絡まる異国の木の向こうで頭を下げまくるルドヴィークの姿を、万が一城の誰かに見られたら、『国王様が冷れい
 酷こく

 王妃に、謝罪させられていた！』『必死に謝る国王様を、王妃様はあの永久凍土の眼まな
 差ざ

 しで見下ろしていた』『なんておいたわしい！』とたちまち噂うわさ

 になり、同情を集めただろう。

　実際カテリナ王妃の整いすぎた顔は、これ以上ないほど険けわ

 しく、金色の眉まゆ
 毛げ

 はつり上がり、宝石のような紫色の瞳には激しい怒りが浮かんでいた。さらさらときらめきこぼれる黄金の髪が振り乱れるほど憤ふん
 慨がい

 し、

「ネイ！　エグラネイ！（ダメ！　絶対ダメ！）」

　と、世界一優雅で洗せん
 練れん

 された言語と讃たた

 えられる母国の言葉で、叫んでいた。

　さらにルドヴィークたちの国で使用されているダール語でも、

「わたしには心に決めたかたがいるのを、ルディは知っているでしょう！　わたしはあのかたが迎えに来てくださるのを、清い身のまま待っているんだからっ。子作りなんてできるわけないでしょう！　わたしはコウノトリが赤ちゃんを運んできてくれると信じているような、世間知らずな皇女様じゃないのよ。実家でも、宮殿を隅々まで歩き回って盗ぬす

 み見み

 したり盗み聞きしたりして情報収集に余念がなかったから──こ、子供の作り方くらい、ちゃんと知ってるんだからっ！　儀式に使う皇帝の錫しやく

 で遊んでいたらポキッと折れちゃって、お父様から逃げ回って衣い
 装しよう

 部屋に隠れていたとき、貞てい
 淑しゆく

 と評判の伯はく
 爵しやく

 夫人と、愛妻家で知られた将軍が入ってきて、いきなりそーゆーことをはじめちゃって、出るに出れなくて──ああっ、アユラ　ポア　デリカーゼ！　ノイ　デルデラ　スカイヤ！（あのときは本当に困ってしまって。いいえ、それはどうでもいいのよ！）」

　赤く染まった頰を両手で押さえてじたじたしたあと、カテリナ王妃が、またキッとルドヴィークを睨にら

 む。

「わたしの身も心もあのかたのものだから、お断りするわ」

「あのさ、フロリン……前から思ってたんだけど、それって、きみの片想いじゃないの？」

「っ」

　ルドヴィークの指摘に、カテリナ王妃が声をつまらせる。

　外見は高貴な皇女様だが、中身はお転てん
 婆ば

 でお騒さわ

 がせな王妃には、実家のエンドラに想い人がおり、彼がロマンチックに攫さら

 いにきてくれるのを待っている。そのためルドヴィークと実際の夫婦にはなれないと、前にもはっきり言われた。

　フロリンという偽名も、彼が飼っている青い猫からいただいたのだと。

　彼が猫を可愛がっていて甘い声で名前を呼ぶので、自分も猫になって彼にそんなふうに呼ばれたかったからと。

　フロリンである王妃を一人の女の子として好きになっていたルドヴィークも、それを聞いて一度はあきらめた。

　が、王妃の想い人が迎えに来る気配は、いっこうにない。

　また王妃が日頃から語る〝あのかた〟とのエピソードの端々からも、彼が王妃に対して恋愛的な感情を抱いていないことが推察できる。

　ならば自分も、あきらめる必要はないのではないか？

〝フロリン〟はミーネを妹のように可愛がっているし、ミーネのほうもフロリンを慕した

 っている。三人で仲良くやってゆけるのではないか。

　アーデルハイドの望むとおり、王妃がルドヴィークの本当の妻になって跡継ぎの王子を産んでくれたら、なにもかもうまくゆくのだし……。

「ノイ！（いいえ！）　そんなことないわ！　あのかたは絶対迎えに来てくれるはずよ。だって物語の収集にローデシアにずっと来たがっていたし、ローデシアへの道順も途中の史跡も、名物のお料理も、全部地図に赤字で書き込んでチェックしていたし、もちろんダール語だってぺらぺらで、猫のフロリンにも、いつかお伽とぎ
 話ばなし

 が生まれた森の国へ行ってみたいねぇって話しかけていたわ。ただちょっと……物ぐさなだけで」

「それ、ローデシアには興味があるけれど、きみには興味ないって意味？」

「違います！　とにかくダメったらダメっ！　あなたにはもう……ミーネもいるんだから……」

　つり上がっていた眉毛が急に下がって、視線も微妙にそれて弱気な表情になったのに、ルドヴィークはドキッとした。

　まるでカテリナ王妃が、ルドヴィークがミーネを愛妾に迎えたことを哀かな

 しんでいるように見えて。

（それってもしかして……）

　心しん
 臓ぞう

 が口から飛び出そうなほどドキドキしながら、

「フロリン……」

　と細い肩に手を置きかけたとき。

「フレーア　ネイ　トリエーラ！（浮気は許さないんだからぁ！）」

　王妃がエンドラ語で叫ぶのと同時に、彼女の背中から白い小猿が飛び出してきて、ルドヴィークに向かって、

「キィー！」

　と小さな手を振り下ろした。

　カテリナ王妃がエンドラから連れてきたペットのキーキは、この温室で飼育されている。以前にキーキを投げつけられて
 、顔中を引ひ

 っ掻か

 き傷だらけにしたルドヴィークは反射的にしりぞき、

「うわあぁぁぁ、そろそろ政務に戻らなきゃ」

　と慌あわ

 てて温室をあとにしたのだった。






　　　　　◇　◇　◇







「はーっ、浮気は許さないだなんて。お嫁さんにしたい子番付の開かい
 催さい

 を決めたときは、まとめて三、四人、愛妾を迎えたら？　なんて笑いながら言ってたのに」

　いや、あれはあれでルドヴィーク的にはドン引きだったし、浮気するつもりもないのだけれど……。

　王妃とうわべだけではなく本当の夫婦になったら、ミーネに対して浮気したことになるのかなぁ……と複雑な気持ちで城の廊ろう
 下か

 を歩いていると。

　曲がり角の向こうから、ルドヴィークが今吐いたのと同じくらい大きな溜ため
 息いき

 が聞こえた。

「はぁー……」

「わっ」

　顔と顔がぶつかりそうになり、とっさに腕を伸ばして抱き留めると、向こうがぎょっとした様子で、

「こ、国王様っ！」

　と叫んで、固まってしまった。

　ルドヴィークが支えているのは、綺麗な漆しつ
 黒こく

 の髪を頭の上できりりとひとつに結び、騎士団の制服に身を包んだ若い娘──女騎士のエヴァリーンだ。

　いつも背筋を伸ばして、きびきびと働いている彼女を好ましく思っていたので、ルドヴィークの表情が自然となごんだ。

「やぁ、きみか、エヴァリーン。前を見ないと危ないよ」

　ルドヴィークがにこりとすると、エヴァリーンは、ルドヴィークの腕の中でびくん！　と跳は

 ね、目をむき、口をぱくぱくさせ、顔中を真っ赤に染めたあと、急いで後ずさり、深々と頭を下げた。

「もももも
 申し訳ありませんっ。国王様の騎士に相応ふさわ

 しくない気の抜けた姿をお見せしてしまって」

「そういうときもあるよ。きみは普段は凜り
 々り

 しく頑張っているから、たまには、ぼーっとしたっていいだろう」

「きょ、恐きよう
 縮しゆく

 です。ど、どどどうぞお先に。わたしはここで、国王様のお見送りをさせていただきますっ」

　エヴァリーンが背筋を伸ばして敬礼する。

　大げさだなーと笑いながら、ルドヴィークは執務室へ向かう。

（本当に、彼女はいつも真ま
 面じ
 目め

 で一いつ
 生しよう
 懸けん
 命めい

 だなぁ。きっと根っから頑張り屋なんだろうな。同じ男装の女性でもアーデルハイドとはずいぶん違う。アーデルハイドもあのくらい可愛げがあると楽なんだけど……。廊下でぶつかりそうになっても、アーデルハイドのほうは頰を染めたりしそうにないなぁ。うんと冷静に注意されそうだ。どうしてああ……いつも涼しげーに理路整然と、要求を突きつけてくるかな……）

　また溜息がこぼれた。






　　　　　◇　◇　◇







（こ、国王様に、抱き留められてしまったっ。国王様の腕が、わたしの肩と背中にっ。わたしの胸が国王様のお胸に──）

　遠ざかってゆくルドヴィークの背中を、エヴァリーンは混乱と感激でうち震えながら見送っている。

　爽さわ

 やかなお姿が完全に見えなくなると、とたんに腰砕けになり、へなへなと壁にもたれかかってしまう。

（心臓が──破は
 裂れつ

 しそうだっ。わたしの失態を笑って許してくださって、もったいないほどのお言葉までかけてくださって。ああ、今日のことは一生忘れない！　宿舎に戻ったら国王様がどんなに素晴らしかったかを日記に書かなければ。今すぐ部屋に戻りたい。国王様の尊い腕の感覚が残っているうちに、この感動のたけを書きまくりたい）

　ふれられた腕をむずむずとさせ、はっと我に返り、

「いや、今はそれどころではないのだった」

　と暗い声で、つぶやいた。

　エヴァリーンの苦悩は、先週──城内お嫁さんにしたい子番付レースの結果が発表された日までさかのぼる。

　あの日は、番付トップに輝いた侍じ
 女じよ

 のミーネが国王の愛妾として迎えられ、非常に切ない気持ちを味わった。

　が、エヴァリーンにもたった二票だが票が入っていたことが嬉しくもあり、身が震えるほどありがたくもあり、ささやかな喜びを嚙か

 みしめながら騎士団の宿舎に帰宅すると、実家の父から手紙が届いていた。





『愛する娘エヴァリーンへ





　おまえの婚礼の日取りが決まったので、家族が待つ我が家へ至急戻るように。






父』







　最初は見間違いかと思い、次になんの冗談かと思った。

　エヴァリーンには十七歳の現在まで、婚約者も恋人もいたことがない。男性に言い寄られたことすら、過去一度もないというのに。

　なので父のいたずらを笑い飛ばすつもりで、翌日実家の屋や
 敷しき

 に帰省してみたら、満面の笑顔で両手を広げた武ぶ
 闘とう
 派は

 の父オズワルドに、

「おお、エヴァリーン！　我が娘よ！　結婚式は再来週だぞ。花はな
 婿むこ

 は家柄といい武勇といい、これ以上ない素晴らしい人物だ。おまえは幸せ者だ」

　と体が折れそうなほど抱きしめられて、母親や小さい弟たちからも、

「あなたは本当に、昔から色いろ
 恋こい
 沙ざ
 汰た

 には無縁で、剣や馬のお稽けい
 古こ

 ばかりしていて、騎士団に入ってからはますますお仕事ばかりで、わたしたちが良い旦だん
 那な
 様さま

 を見つけてあげなければ一生独り身だろうと心配していたのですよ。お父様のおっしゃるとおり、お相手はあなたにぴったりのかたですよ」

「おめでとうございます、姉上」

「私も来年から騎士見習いです。これからは姉上の分まで、私とオスカーがこの家を盛り立ててゆきます。どうぞ姉上は遠えん
 慮りよ

 なく嫁いで幸せになってください」

　と祝福され、混乱に陥おちい

 った。

　エヴァリーンにぴったり
 という花婿は、武の名門と知られるハーゲル家の長男グスタフだという。

　年齢はエヴァリーンより十歳上で、熊くま

 のような巨体の、豪ごう
 放ほう

 な性格の男性で、年に一度城下の闘とう
 技ぎ
 場じよう

 で開催されるローデシアで一番権けん
 威い

 のある武闘大会で、十年連続王者の座を守り続けている強つわ
 者もの

 である。

　成り上がりのエヴァリーンの家よりも、家柄的にもあちらのほうが断然格上だが、グスタフ自身が、己の最強伝説を受け継ぐ強い跡取りを望んでおり、エヴァリーンを花嫁に迎えることに積極的だという。

　武で成り上がったエヴァリーンの父親とも、武闘派同士気が合うようで、

「おまえとグスタフ殿の子供なら、歴史に名を残す英雄になるだろう！　結婚式は闘技場を一般開放して、花婿と花嫁がおそろいの鎧よろい

 を着てタッグを組んでの勝ち抜き戦を、グスタフ殿と計画しているのだ」

　とテンションあげまくりで、もはや結婚式なのか、毛色の変わった武闘大会なのかわからないプランを、うきうきと並べ立ててくる。

　父はよほど嬉しかったようで、娘が十年連続王者のグスタフと結婚することを各方面に触れ回っており、エヴァリーンが頭をぐるぐるさせて実家から城へ戻ったとたん、今度は騎士団の上司や同どう
 僚りよう

 や、城で働く侍女たちから、

「いやぁ、おめでとう、エヴァリーン。父上から昨日、ご報告があったよ。十年王者のグスタフ卿きよう

 と結婚だなんて、たいしたものだ。これからは、きみのほうが私の上司夫人だな。旦那様への取りなしをよろしく頼むよ」

「俺たちみんな、エヴァリーンは一生独身で騎士団にいるかと思っていたよ」

「ああ、エヴァリーンがよぼよぼのばあさんになっても騎士団の内ない
 勤きん

 をしていなくて、よかった」

「ご結婚おめでとうございます、エヴァリーン様！　あたしたちの憧あこが

 れの騎士様だったエヴァリーン様が結婚してしまうのは、すっごく淋さび

 しいですけれど、女の幸せはやっぱり結婚ですものね」

　と次々祝いの言葉を述べられ、さらに、

「グスタフ卿とエヴァリーンなら、すごい子供が生まれそうだよな。全身に雷光を帯びて、口に剣をくわえて腹から飛び出してくるような」

「ああ、生後三日目に蛇を引ひ

 き裂さ

 き、一週間目に狼おおかみ

 の心臓を素す
 手で

 でつかみ出した英雄ジークムントみたいな！」

「グスタフ卿に似ても、エヴァリーン様に似ても、武芸の才能に恵まれているでしょうし、最強の子供が誕生することは間違いありません！」

　と、期待にみちみちた視線を向けられて、弱ってしまった。





「はぁー、電光を帯びた子供なんて産めるわけがない……」

　人が通りそうな場所を避さ

 け、庭の隅に座り込み、茂みに隠れてまた深い溜息をつく。問題はそこではないのだが、花婿については考えることを頭が拒否している。

　そのとき、近くで憤慨している声がした。

「なによっ、自分はミーネと毎日いちゃいちゃしてるくせに、わたしに子供を産めだなんて」

　怒りのこもる足取りで、亜あ
 麻ま
 色いろ

 の髪の若い娘が現れた。たいそう美しく華やかな顔だちをしているが、着ているものは町娘が着るような簡素で動きやすい服だ。城に出入りしている商人か職人の助手あたりだろうか。

　お互い、こんな寒空にわざわざ城の庭まで出て愚ぐ
 痴ち

 っている者がいるとは思わなかったに違いなく、バツが悪そうに見つめ合う。

　その数秒後、向こうが、あら？　と意外そうな声を上げた。

「あなた、騎士団の」

　エヴァリーンも彼女に見覚えがあった。あのときは顔に仮面をつけていたが、このしゃべりかたと雰ふん
 囲い
 気き

 は──。

「おまえは、ひょっとして秋祭りのときの」

　城下の町が仮面をつけた若い男女であふれた秋祭りの夜、祭りで荒あら
 稼かせ

 ぎをしていた盗とう
 賊ぞく
 団だん

 の逮たい
 捕ほ

 に一役買った若い男女がいた。

　あのとき祭りの警けい
 護ご

 をしていたエヴァリーンは、盗賊団の隠れ家から逃げてきたという二人を保護し、警護本部まで連れていったのだ。

　あの逮捕劇には、国王陛下の特命騎士が関わっていたという噂が流れ、あの二人こそがその騎士たちだったと、騎士団の内部でもまことしやかにささやかれたが、エヴァリーンの目から見た二人は事件に巻き込まれた善良なカップルで、今も、

（しまった！　騎士であるわたしが庭にしゃがみ込んで情けなく愚痴っているのを、民間人に見られてしまった！）

　と焦あせ

 る。

　慌てて立ち上がり、制服についた土や草をぱたぱたと払い、なにごともなかったかのように、

「決してサボっていたわけではないのだぞ。さーて、休きゆう
 憩けい

 が終わったので仕事に戻るとするか」

　と、この場から急いで立ち去ろうとしたとき、

「待って」

　と引き止められた。

　似ているはずのない誰かに似ているような気がする紫の瞳で、じーっと見つめられて、その力強い目の中に引き込まれそうなエヴァリーンに、亜麻色の髪の彼女は仲間を見つけた者の口調で言った。

「さっき電光を帯びた子供なんて産めないって言っていたでしょう？　ひょっとしてあなたも、望まない子作りを強要されているの？」





　十分後──。

　エヴァリーンはフロリンと名乗る少女と、冬の寒さをものともせず、庭で意気投合して話し込んでいた。

「それで、その彼ってば、両想いの可愛い彼女がいるのに、わたしに自分の子供を産めって言うのよ」

　とフロリンが頰をふくらませて語れば、エヴァリーンも、それはひどいと一緒に憤慨しつつ、

「わたしも親が決めた相手と、来週闘技場で式を挙げろと言われて。相手は、最強の跡継ぎが欲しくて、わたしを嫁に迎えることに決めたそうだ。親も、色恋沙汰に無縁で売れ残り必至のわたしには過ぎた相手だと喜んでいて、伝説に残る勇者となる強い子を産めと……」

　と悩みを打ち明ける。

　今度はフロリンが、エヴァリーンのために怒りの声を上げる。

「まぁ、女をなんだと思っているの！」

「だが、確かにわたしは、お嫁さんにしたい子番付でも最終日にたったの二票しか入らなかったくらい女と認められていなくて……いや、二票でも入れてもらえただけ感謝しているのだが……まだスカートをはいていた幼少の頃も、わたしになにかと喧けん
 嘩か

 を売ってくる幼なじみの女に、ストーブの騎士のようだと言われて」

「『ストーブの騎士』！　わたし、その絵本を持っていたわ！　全身をストーブの鎧でおおった騎士がドラゴンを倒して、お姫様と結婚するのよね！」

　エヴァリーンは苦い顔で、

「ガチャガチャしていて、色気がないということだ。しょっちゅう頭についた煙えん
 突とつ

 から湯気を吐いていると。わたしにその渾あだ
 名な

 をつけた幼なじみには、お返しに、おまえは『豚を飼った伯爵』に出てくる高こう
 慢まん

 ちきな王女みたいだと言ってやったんだが……王女のほうがストーブよりはマシだ……」

　と、つぶやき、しゅんとしてしまった。

「そんなことないわ。『ストーブの騎士』は子供たちにも大人気だし、物語もハッピーエンドじゃない」

　フロリンがエヴァリーンの気持ちを引き立てようと、力を込めて言う。それから明るく、

「エヴァリーンは想うかたはいないの？」

　と尋ねた。

「そ、そそそそそ
 れは」

「いるのね！」

　フロリンが紫の瞳をぱっと輝かせて、俄が
 然ぜん

 前のめりになる。

「どんなかた？」

「そ、それは、たいへんご立りつ
 派ぱ

 なおかたで、若くして重要な地位につかれたのに少しもおごったところがなく、謙けん
 虚きよ

 でいらっしゃって」

「まぁ、それは素晴らしい美点だわ」

　フロリンに想い人を褒ほ

 められて、エヴァリーンの表情が生き生きとし、恋する乙女おとめ

 の瞳になる。

「そうなのだ、素晴らしいかたなのだ！　下の者にも気配りができて誠実で、それでいて気品があって堂々としてらして、城の娘たちにも大人気で」

「お城で働いているかたなのねっ。職場結婚なんて素敵」

「け、けけけ結婚、なんて、恐れ多い！　あちらは高たか
 嶺ね

 の花のさらに高みにおいでのおかたで、わたしの完全な片想いで」

「やだ、勇ましい騎士様が消極的なことを言わないで。そんなかたがいらっしゃるなら、遠慮せずにどんどんアタックすべきよ。わたしなんて朝も昼も夜も、窓から忍び込んだり、戸棚に隠れて待ち伏せしたり、彼とわたしが結ばれるという神しん
 託たく

 を出してもらうよう神殿を脅きよう
 迫はく

 したり、いろいろやったわ」

「それはやりすぎでは。結果はどうだったのだ」

　エヴァリーンがおそるおそる尋ねる。

　フロリンは胸を張って晴れやかに答えた。

「失敗もあったけれど、全力を尽くしたから悔いはないわ。だからエヴァリーンも頑張って！」

　その表情が、あんまりあざやかだったので、

「そうか……。全力を尽くすことが大事なのだな」

　どこまでも前向きな言葉は、エヴァリーンの内気な心をほんの少し揺らした。

　全力を尽くしすぎた結果フロリンの恋はどうなったのかは、詳しく語られないままだったのだが。

「せめて最後に、想いをお伝えするくらいなら……」

「いいえ、目指すはハッピーエンドよ！」

　フロリンにまた断言されて、

「そ、そうだな……やるだけやってみるか」

　と、つぶやいた。

　フロリンが嬉しそうに、明るい声を上げる。

「ええ！　やってみましょう！　わたしも協力するわ！」






　　　　　◇　◇　◇







　同じ頃、公こう
 爵しやく
 令れい
 嬢じよう

 テレーゼは自宅の豪ごう
 勢せい

 な屋敷で、幼なじみのエヴァリーンの結婚式の招待状を見おろし、うろたえていた。

「エヴァリーンが結婚ですって！　聞いてませんわよ！」

　だが招待状には確かに、来週城下の闘技場で、結婚式とその記念試合が開催されると記されている。

「なんですの、この記念試合って？　結婚式で花嫁と花婿がタッグを組んで試合をするだなんて、ふざけてますわ」

　華やかにカールした緋ひ
 色いろ

 の髪を揺らし、毛足の長いやわらかな絨じゆう
 毯たん

 を踏ふ

 みしめて唸うな

 ってしまう。

「っっ、お式の内容はともかく、まさかあの色気のないエヴァリーンに先を越されるだなんて」

　しかもエヴァリーンはテレーゼよりも誕生日が数ヶ月ほど遅く、十八歳になってしまったテレーゼのひとつ下の、十七歳なのだ。

　三大公爵家の筆ひつ
 頭とう

 であるフォルマ家と、成り上がりのエヴァリーンの家とでは貴族でも格が違う。本来エヴァリーンはテレーゼに対して身を低くし、テレーゼを敬うやま

 うべきなのだが、子供の頃から対等の口をきき、弱い者や年下の者を庇かば

 って彼女たちの代表に祭り上げられては、テレーゼに文句を言いにくる、かちんとくる存在だった。

　毎日なにかしら言い合いをしているテレーゼとエヴァリーンの二人を、三大公爵家の一角であるワルター家のグレーテが静かに眺なが

 めていて、ほどよいところで仲ちゆう
 裁さい

 に入るというのが当時の日常だった。

　成長してからは、女の身でありながら騎士見習いになったエヴァリーンと、国王の花嫁候補として礼れい
 儀ぎ
 作さ
 法ほう

 やダンスを学び、上流階級の令嬢たちが集まるサロンの女王として君臨するテレーゼとでは道が完全に分かれてしまったが、城で会うとやっぱり喧嘩をしている。

　その天敵が、十七歳で結婚するだなんて！

　わたくしは十八歳でまだ独身なのに！

　それだけではない。グレーテにも縁談がいくつも持ち込まれていると、先日サロンで耳にしたばかりだ。

　グレーテとは国王の花嫁の座を争ってのライバルだったが、ルドヴィーク国王が北の大帝国から皇帝の娘を妃に迎え、さらに侍女を寵ちよう
 姫き

 としたため、ワルター家はグレーテを国王に嫁がせることをあきらめたらしい。そこで、グレーテが十七歳のうちに急いで別の嫁ぎ先を探しはじめたのだ。

　グレーテが国王の花嫁レースから降りたことに、まだ正妃の座をあきらめていないテレーゼは複雑な気持ちでいる。

　なのに今度は、エヴァリーンまで！

　招待状を見下ろし歯ぎしりするテレーゼに、その日の夕食のテーブルで、さらに追い打ちがかけられた。

　父と、母と、三歳年下の妹のクリスチーネの三人がテレーゼのほうを見て、妙にそわそわしているので、てっきりエヴァリーンに先を越されたことを気にしていると思われているのではないかと、不ふ
 愉ゆ
 快かい

 になり、

「結婚のことなら、とおに存じておりますし、なんとも思っておりませんわ。よろしかったのではなくて」

　と、つんとして言ってみたら、三人とも急に晴れやかな表情になり、重かった口も軽くなり、

「そうか、気づいていたのか。先日シュルツ家の長男と見合いをしてな、クリスチーネのことをそれは気に入ってくれて、今日、正式に婚約が整ったのだ。結婚式は来年の六月を予定している」

　え……？　シュルツ家の長男？

　グスタフ卿ではなく？　それに、妹のことを気に入った？　式は来年の六月？　エヴァリーンの式は来週で──。

　母親も嬉しそうに、

「十五歳で娘を嫁がせるのは心配だったのですけれど、六月ならクリスチーネも十六歳ですからね。二十歳の花婿さんともお似に
 合あ

 いですわ」

　結婚するのは、クリスチーネですの！

　いつの間にお見合いなんて！　そんな話、わたくしにはまったくなかったのに。なのに、わたくしよりお顔も性格も地味で、平々凡々を絵に描いたような妹が、結婚？

「わ、わたしも、フランツ様にお目にかかるまでは不安だったんです。でも、お会いしてお話ししてみたら、とても気さくでお優しいかたで。フランツ様は、お見合い相手はテレーゼお姉様だと思われていて、断ろうとしていたのですって。テレーゼお姉様のように華やかすぎる人は苦手だからって。でも、わたしとなら、気持ちの休まるおだやかな家庭を築けそうだと言ってくださって」

「そ、そう……ですの」

　シュルツ家の長男といえば、若いのに枯れているというか正直地味だが、誠実な人柄と家柄の良さで、サロンの令嬢たちから、嫁ぐのならああいうかたが良いと言われている青年だ。

　あんな薄いお顔のかた、わたくしのほうこそお断りですわっ！　家柄だって、良いとはいっても公爵家には劣おと

 りますし！

「よかったですわね。おめでとう、クリスチーネ」

「ありがとう。テレーゼお姉様に祝福していただけるのが一番嬉しいです」

「私もほっとしたよ。テレーゼにどう伝えようか悩んでいたんだ」

「ええ、わたくしも」

　それはどういう意味ですかしら？　と険しい言葉が口から出そうになるのを、ぐっとこらえて、味のしなくなった子羊のシチューと一緒に飲み込んだのだった。

　頭の中は、自分よりも劣る妹が十六歳で嫁ぐのに、何故長女であり、国王の花嫁候補になるほどの美び
 貌ぼう

 と教養を備えた自分には、そうした話は一切来ないのかという疑念でぐるぐるしていた。

「そういえば、わたくし、お見合いってしたことがありませんわ」

　と言ってみたら、両親はしみじみと、

「テレーゼは生まれたときから国王様のお妃候補だったからなぁ。最悪でもカルヴィン陛下の三人の王子様がたのどなたかに嫁がせる心づもりでいたのだが、まさか三人とも流行はやり

 病やまい

 で、ああもあっさりお亡くなりになるとは」

「ええ、誰にも予想できませんでしたわ。カルヴィン陛下のご落胤のルドヴィーク陛下も、エンドラの皇女様とご結婚されてしまいましたし。母親としても、テレーゼには不ふ
 憫びん

 なことだと心を痛めていたのですよ」

　不憫……？　わたくしが？

「王妃になるはずだったおまえが、いまさらローデシアの貴族には嫁げないだろう。私も父親として、おまえに期待をかけすぎて、こんなふうに育ててしまって申し訳なく思っているのだよ。おまえの面めん
 倒どう

 は一生うちで見るから、おまえもこの先は、のんびり趣味を楽しめばいい」

「そうですよ、テレーゼ、結婚だけが幸せではないわ」

「わたしも！　フランツ様とのあいだに子供が生まれたら、テレーゼお姉様の老後のお世せ
 話わ

 をするように必ず遺ゆい
 言ごん

 します」

　わたくしは、よぼよぼの老女になるまで独身確定だとでも？

　ここで怒ったら、やはり妹に先を越されたことがショックで荒れていると思われる。なので、ひたすら耐えるしかない。

　さらに夕食後、廊下を歩いていたら、使用人たちが噂する声が聞こえてきた。

「王妃候補だったテレーゼ様が売れ残るとはなー。なまじ名家に生まれて、目標を高く持ちすぎるのも考えものだよ」

「おや、けど、ワルター家のグレーテ姫は引く手あまただそうじゃないか」

「それはうちのお嬢じよう
 様さま

 は、あのご性格ですもの。グレーテ姫は物静かな淑しゆく
 女じよ

 と評判でしょう。それにグレーテ姫は十七歳だし。十八歳と十七歳の差は大きいわ」

「そうだなー、十七歳までは適齢期だが、十八歳になるといっきに売れ残り感が強まるからなぁ」

　ここでも、怒ど
 鳴な

 り込こ

 みそうになったのを、廊下の壁に爪を立てて耐えた。

　そして翌日、城のサロンでも、

「皆様、ご存じでして？　テレーゼ様の妹君のご結婚が決まったのですって」

「まぁ！　それじゃあテレーゼ様は、妹君に先を越されてしまいましたの？　お気の毒に」

「いいえ、テレーゼ様は婚期を逃のが

 されても正妃になる夢をあきらめずに、常に誇ほこ

 り高たか

 く振る舞ってらっしゃいますもの。そこがテレーゼ様らしくて見飽きないのですわ」

「そうですわ、反面教師としてもお手本になる素晴らしいかたです」

「良縁に恵まれるには、テレーゼ様と逆のことをすれば間違いありませんから」

　ドアの前で肩をぷるぷるさせていたら、

「まぁ、テレーゼ様！」

「いつからそこに？」

　令嬢たちがテレーゼに気づいて青ざめた。

「き、気分が悪くなったので、今日は失礼しますわっ」

　と緋色の髪と豪華なドレスをひるがえし、立ち去ったのだった。





（屈くつ
 辱じよく

 ですわ！）

　貴婦人のたしなみも忘れ、真っ赤な顔で廊下をひた走りながら、テレーゼは心の中で叫んだ。

　カテリナ皇女が嫁いでくるまで、この国で一番高貴な女性だった自分が、売れ残りの痛々しい女扱いされ、同情されていただなんて。

（わたくしを哀れんでいる不敬なかたたちを見返すためには、初しよ
 志し
 貫かん
 徹てつ

 して王妃になるしかありませんわ。これまでわたくしは控えめすぎました。これからは国王様に対して大胆に行動いたしますわ！　国王様のお心をつかんで、カテリナ皇女には北のご実家に帰っていただいて、またわたくしが名実ともに、この国で一番高貴な女性になるのですわ！）
















「エヴァリーンは凜り
 々り

 しくて、きりっとしていて、女の子にも人気でしょう？　だから逆にか弱さや女性らしさをアピールしたら、相手も、ああ、この人にはこんな一面もあったのか！　って、ぐっとくると思うの！」

　フォルマ公こう
 爵しやく
 令れい
 嬢じよう

 が決意を固めた翌日。

　気き
 位ぐらい

 の高い幼なじみが崖がけ

 っぷちで開き直ったことを知るよしもないエヴァリーンは、フロリンの指導のもと、城内の一室で作戦を立てていた。今日は騎士の仕事は非番なので、時間もたっぷりある。

「なるほど」

　フロリンの言葉に真剣な表情でうなずくも、

「じゃあ、わたしが彼の役をやるから、練習してみましょう」

　と提案されて、

「し、しかし、わたしは、か弱さも女らしさも皆無で、子供の頃、教会で芝しば
 居い

 をするにもいつも男役で、女役にキャストされたことがないんだっ！　わたしが彼の役をやるからフロリンがわたしの役をやってくれ。男役なら完かん
 璧ぺき

 だ！」

　と、とたんにテンパりはじめる。

「しっかりして、エヴァリーン。女の子らしさをアピールするのに男役を極めてどうするの」

「そ、それもそうだな。ではゆくぞ」

　大きくうなずき、部屋の端から肩に力を入れまくって歩き出す。

　向こうから近づいてきたフロリンとぶつかり、よろけるフロリンの腰を片手で軽々と抱き留めて支え、顔をのぞきこみながら、

「ちゃんと前を見なければ危ないぞ、女の子なのに怪け
 我が

 でもしたら大変だ。気をつけなければな」

　と凜々しく微笑ほほえ

 む。

　フロリンがぱっと頰ほお

 を染めたあと、エヴァリーンからしりぞいて叫んだ。

「素敵だしドキッとしたけどっ、それじゃあいつものエヴァリーンと変わらないわ！　アピールすべきは騎士様的なカッコ良さじゃなくて、お姫様的か弱さよ。それと、わたしは今は女の子じゃなくて、エヴァリーンの想い人だから！」

「すまない」

「もう一度行くわよ」

「ああ」

　再び部屋の端と端にわかれ、そこから中央に向かって歩み出し、ぶつかる。

「ここで『あ』と小さく叫んで、か弱くよろけるのよ！」

　言われたとおりに、

「あ」

　と声を上げ、床にくずおれる。

「いいわ！　すごく弱々しい感じよ──やや、これはすまない。大丈夫かい、可か
 愛わい

 い騎士さん」

「あのかたは、わたしを可愛いなどとは──」

「それは今はいいから、立ち上がろうとして、またふらついて彼の胸に倒れ込んで」

「なに！　そんな不敬な！」

「恋に不敬とか身分とか関係ないわ、遠えん
 慮りよ

 しないで！」

「きゅ、きゅ、きゅきゅ急に目め
 眩まい

 が」

　エヴァリーンが、首を絞められた鳥のような声を出しながら、わざとらしくフロリンにもたれかかる。

「おお、どうされたのですか」

「剣の稽けい
 古こ

 で、兜かぶと

 の上から槍やり

 で頭を強打された後こう
 遺い
 症しよう

 が──」

「却下！　もっと可愛い理由にしてっ！　あなたのお顔を見たら胸が苦しくなってしまって、とか。このとき上うわ
 目め
 遣づか

 いよ！　相手が、え！　と驚おどろ

 いたら、今度は顔をしとやかにそむけて頰を赤らめて、消え入りそうな声で『す……すみません、わたしったら、つい』と恥じ入るのよ」

「か弱い女性は自分の意志で、自在に顔の色を変えられるのか！　わたしにはそんな芸当はっ」

「大丈夫、今、あなたのお顔は、トナカイさんのお鼻よりも真っ赤だから」

　そんなふうに練習を重ね、いよいよ本番に臨のぞ

 むことになったのだが──。





「うわぁ、いらっしゃった！　やはり今日はよそう。まずは実際に女らしくなってからで──部屋に戻って刺し
 繡しゆう

 の基礎と女性パートのダンスの特訓をしてくる！」

　廊ろう
 下か

 の柱の陰で、またもエヴァリーンが尻込みするのを、フロリンに、

「落ち着いて！　刺繡もダンスも今は不要よ！　必要なのはただひとつ、度胸よ！」

　と勢いよく背中を押され、

（うわあああああ
 っ）

　と声にならない悲鳴を上げながら、前方の渡り廊下を歩いてゆく想い人の反対側に、駆け足で回り込んだ。そこからまたよろめきながらルドヴィークのほうへ向かう。

　いざ、ぶつかろうとしたら、

「あれ、エヴァリーン、おはよう」

　先にルドヴィークのほうからエヴァリーンに気づいて、明るく挨あい
 拶さつ

 をしてくれた。しかも『エヴァリーン』と名前まで呼んでくれて、エヴァリーンは胸がしめつけられ、たちまち呼吸困難に陥おちい

 った。演技ではなく本気で足がふらつき、体がふらふらと揺れる。

「えっ、ずいぶん具合が悪そうだよ！」

「じ、実は──子供の頃は虚弱体質で、たまに当時の名残なごり

 の目眩と息切れと動どう
 悸き

 が一度に押し寄せて」

　なにを言っているのかエヴァリーン自身にもわからない。これで女らしさをアピールできているのだろうか。上目遣いする余裕なんてまったくないし、国王様にもたれかかるなんて、やはり恐れ多くて無理で。

「ええっ、そんなか弱い体で騎士の仕事をするのは大変だろう。私からきみの上司に配はい
 置ち
 換が

 えを提案してみようか」

　か弱いと国王様が言ってくださった！　が、配置換えは困る。

「いや！　そ、それは必要ありません！　子供の頃から一度も風か
 邪ぜ

 をひいたことがないのがわたしの自じ
 慢まん

 で」

「今、虚弱だったって」

「そそそそそそ
 れは」





「そこよ！　そこで目眩がして、よろけてもたれかかるのよ」

　フロリンは廊下の曲がり角から顔を半分出して、エヴァリーンを見守っている。

「この位置からだと相手の顔が、よく見えないわ。けど、これ以上近づいたら、のぞき見がバレちゃうし。ああ、今よ！　エヴァリーン！　自然にふらっとゆくのよ！」





（無理だ。練習と本番では心しん
 臓ぞう

 の跳ね上がりかたがまったく違うぞ、フロリン先生！）

　このままではドキドキしすぎて、本当に病気になりそうだ。

「エヴァリーン、やっぱりとても顔色が悪いよ。赤くなったり青くなったり大変なことになってる。汗もすごいし」

（もしかして、あ、汗くさい！）

　そう思った瞬間、ルドヴィークから飛びすさり、頭を下げた。











「申し訳ありませんっ！　国王様に不快な匂いをかがせてしまって」

「え？　匂い？」

　エヴァリーンは頭を低く下げたまま、

「しししし
 失礼いたします」

　と逃げ出した。





「フロリン、やっぱりわたしには」

「くじけちゃダメ。チャンスは一度きりじゃないわ！　今日は非番なんでしょう？　がんがんゆきましょう。そうだわ、次は最初から苦しそうにうずくまっているのがいいわ。彼のほうから声をかけてもらうの」

　再びフロリンに背中を押され、三十分後に今度は城の庭をルドヴィークが通りかかるのを待って、再チャレンジしてみたが、

「やぁ、庭の手入れかい？　ご苦労様」

　寒さ対策のマントで体をすっぽりおおっていたのがいけなかったのか、エヴァリーンと気づかれることもなく、ルドヴィークは通り過ぎていってしまった。

「なんで待っているあいだ、背中を丸めて草むしりなんかしてるの！　だから庭師と間違えられるのよ」

「すまない！　緊きん
 張ちよう

 をまぎらわそうとして、つい」





　さらにチャレンジを続けるが、

「あれ、エヴァリーン？　今日はよく会うね」

「こここここ
 っ、こっ、国王様のお顔を拝見したら、む、む、胸が苦しくなって──失礼いたします！」

　と、挙動不審な言動をしたあげく、離れて見守るフロリンのもとに真っ赤な顔で逃げ帰るといったことを繰く

 り返かえ

 すばかりだった。





「わたしには……やはり女らしい演技など無理なのだろうか……」

　床でがっくりと肩を落とし、両手をついてうなだれ、弱音を吐くエヴァリーンにフロリンが、

「今、問題なのは女らしさじゃない……と思うわ。そうね、もう少しだけリラックスしてみるといいかも」

　と歯切れの悪い声でつぶやく。それからまた明るく、

「たとえば共通の趣味の話をしたらどうかしら。会話が盛り上がれば、エヴァリーンもリラックスできるでしょう」

「おお！　それはいい考えだ」

　エヴァリーンも、ぱっと顔を上げる。

「わたしと彼の共通の趣味といったら──剣！　は、わたしの趣味だし、馬！　も、わたしの趣味で、あちらはダンスがお好きだそうだが、わたしは女性パートは不慣れだし、あちらは女性を美しく彩るドレスなどにも高い関心がおありのようだが、わたしが最後に公の場でドレスを着たのはいつだったか──」

　だんだんとエヴァリーンの顔から輝きが失う

 せ、またがくりと顔を伏せてしまった。

「なんということだ、わたしと彼のあいだに共通の趣味は──ない
 ！」

「落ち込まないで！　ふ、二人の出会いは、どんなだったの！」

　床にのめりこみそうな様子のエヴァリーンを引き上げようとしてか、フロリンが新たに話を振ってくる。

（出会い……？　わたしと国王様の？）

　落ち込んでいたにもかかわらず、エヴァリーンの顔が上がり、胸にも明るい光が射し込んだ。

　ルドヴィークがこの国の王になった日、町の大通りでパレードの警けい
 備び

 にあたっていたエヴァリーンは、新しい国王に熱狂する見物人たちに押されて、通りのど真ん中に転げ出てしまった。

「……あれは、国王様が即位された日の、パレードでの出来事だった」

「まぁ、ルディの即位式の？」

「ルディ？」

「いえ、ルドヴィーク陛下の。それで？」

「わたしが警備の最中に転んで、通りの真ん中で尻しり
 餅もち

 をついてしまったのを、手を差し出されて、怪我はないかと優しく尋ねてくださって、そのあとわたしの手をとって立たせてくださったのだ」

　ぽーっとするエヴァリーンに、フロリンも紫の瞳をうっとりときらめかせた。

「とってもロマンチックね！　それからずっと彼を想っていたのね」

「ああ。この城で毎日お姿を拝見して、あのかたは、もったいなくも、わたしの名前を覚えてくださって、『おはよう、エヴァリーン』とご挨拶してくださる。わたしにだけではなく、城の皆にも話しかけて労をねぎらってくださる。日々の暮らしでも、お仕事でも、そういった小さなことをおろそかにせず大切にされるかたなのだ。そういうかただとわかって、ますますお慕した

 いするようになって……」

「素敵だわ……」

「あのかたのために働けるだけで幸せなことだと思っていた。城内でお姿を拝見できるだけで満足だと……だが」

　床に座り込み、しゅんとする。

「結婚したら、ただ見ていることさえ、できなくなるのだな……」

　いずれは騎士団を辞や

 め、騎士として国を守る代わりに妻として家を守ることを、夫になるグスタフは望んでおり、エヴァリーンの家族も賛同している。

　国王様にお仕えするお役目は弟たちに任せて、エヴァリーン自身の幸せを得てほしいと。

（けれど、わたしの幸せは……）

　金色の髪かみ

 と森の緑の瞳をした尊いかたの爽さわ

 やかな笑顔が頭に浮かび、いっそう胸がひりひりした。

　フロリンがエヴァリーンの両肩を、力強くつかむ。

「感動したわ、エヴァリーン！　あなたの彼を想う気持ちは本物よ。この恋は絶対に実らせなきゃ。わたし、頑がん
 張ば

 って新しい作戦を考えるわ」

「あ、ありがとう……」

　フロリンの〝作戦〟が、今度はどんなものになるのか少々不安になりながら、エヴァリーンはうなずくのだった。






　　　　　◇　◇　◇







　その頃エヴァリーンの幼なじみのテレーゼは、城の裏庭をこそこそ徘はい
 徊かい

 していた。

「最も情熱的な求愛の手段は、夜よ
 這ば

 いですわ。古い物語にも、愛する王子の寝所へ忍び入って、眠る王子に夜な夜な切なく愛をささやく王女の話がありますもの。わたくしも先人の教えに倣なら

 いますわ」

　両親やサロンの令嬢たちが聞いたらのけぞるようなことを、強い決意を持ってつぶやく。

「それに、わたくしのように高貴でつつましい淑しゆく
 女じよ

 が自ら忍んでゆけば、どんな殿方でも感動して、妻に迎えようとするのに決まっています」

　つつましい淑女はそもそも夜這いなどしないという考えは、今のテレーゼにはない。

　物語のように、テレーゼの愛の言葉を聞いた国王様が目を覚まし、手をとり『きみこそが私の真実の妻だ。どうか結婚してこの国の王妃になってほしい』と求婚してくれる未来だけを確信している。

　庭から建物をじっと見上げて、深夜に誰にも見とがめられずに忍び込めそうな場所を、真剣に物色する。

　国王様の寝室に辿たど

 り着つ

 くまでは、目立たないようにしなければ。

　が、裾すそ

 がめいっぱい広がった緋ひ
 色いろ

 のドレスには、フリルやリボンがこれでもかというほど縫ぬ

 い付つ

 けられており、目立つ赤い髪も、くるくるカールさせた上に、羽根飾りや宝石で飾り立てられ、この時点ですでに目立ちまくっている。

　本人は控ひか

 えめに行動しているつもりで、

「あら、あの隙間なんて、人が来たときに身をひそめるのによさそうですわ」

　と、壁かべ

 と壁のあいだにできた格好の隠れ場所を見つけて嬉うれ

 しげにつぶやき、

「ちょっと試してみましょう」

　と壁にぺたりと背を押しつけ、横歩きでずりずりと進んでゆく。

　本日も快晴とはいえ、日の当たらない壁は氷のように冷たく、また足下もじめじめしていて、なによりも思った以上に狭く、髪飾りや服の裾があちこちこすれ、引っかかり、ツンと高い鼻も壁にあたりそうで、テレーゼはたちまちうんざりした。

「なんで、こんなに狭っ苦しいんですのっ！　通り抜けられない隙間に意味があるんですのっ？　だいたい、こんな薄暗くて、じめじめした場所は、高貴なわたくしには合いませんわ！」

　と声を大にして主張し、いまいましい隙間から出ようとしたが──。

「え、あら？」

　ふくらんだスカートが壁にぴったり挟まって、動かない。

「もう、なんなんですの」

　片手でスカートを引っ張るが、布ががさがさと持ち上がり、横に縫い付けられた大きなリボンがつかえて、余計に動きにくくなる。

　しかたなく体を傾かたむ

 けて、体重を乗せて引いてみるが、今度は背中に結んだ大きなリボンがつかえて、ますます身動きがとれなくなってしまった。

　はじめは「こんな隙間を作った設計士は、即刻牢ろう
 屋や

 に入れるべきですわ」「ええ、このいまいましい隙間を出たら、総務に抗こう
 議ぎ

 しませんと」「この隙間は、安全のためふさぐべきですわ」と文句を言いまくっていたが、たいへんな苦労をして体がようやく半分だけ壁の外へ出たところで、それより先へどれだけ頑張っても進めなくなり、さすがに焦あせ

 りで心臓がドキドキしてきた。

「このままこの隙間から出られなかったら、王妃にもなれませんわ」

　大声で助けを呼んで壁を壊してもらって──いいえ、フォルマ家の令嬢が壁に挟まって動けないなんて、大恥です。

　未来の王妃にそんな醜しゆう
 聞ぶん

 は、あってはならない。

　隙間からは一刻も早く抜け出したい、けれど高貴な自分の間抜けな姿を見せたくない。が、このままこうしていたら誰かが来て見られてしまうかも。その前に助けを──でもそうすれば、やっぱりこの姿をさらすことになる。

「どうすればいいんですの」

　テレーゼが、うんうん唸うな

 りながら葛かつ
 藤とう

 していたとき。

　乾いた草を踏ふ

 む足音がした。





（人が来ますわ！）





　見張りの兵士？　それとも侍じ
 女じよ

 ？

　もし、貴族の子弟やサロンの令嬢たちだったら！

　体から血の気が引くのを感じながら息をこらしていると、裏庭に若い男が現れた。

　金髪で、細身で、服装からして貴族ではないようだ。が、兵士でもない。

　町人が着るような上着とズボンという姿で、城に出入りしている職人だろうか？　あたりをはばかるように、きょろきょろと左右を見渡しているのが不審だ。

　その金髪の若い男が、壁から半分はみ出ているテレーゼを見て、ぎょっとした様子で足を止めた。

「うわっ！」

　こんなに高貴で美しいわたくしを見て、なんてすっとんきょうな声を出すのかしら、ここはうっとり見み
 惚ほ

 れてしまうのが、鎖くさり

 で繋つな

 がれた囚とら

 われの姫君を救う勇者の定番でしょう、とテレーゼはいまいましく思った。

　もっとも、こんないかにも庶民な出で立ちの男が、勇者であるはずがないが。

「きみ、一体何故、そんなとんでもないところに挟まってるんだ！」

　男が目を白黒させ尋ねてくる。

　なんて無遠慮な質問をするの？　これだから庶民は。

「わたくしが、このいまいましい隙間に捕らわれた理由をあなたに語ってもしかたありません。それより、早くわたくしをここから出してくれませんこと」

「あ、ああ」

　男が近づいてきたので、テレーゼは目をそらした。本当は庶民に助けられるのなんて嫌だけど、しょうがない。

「うわー、すごいしっかり挟まってるなー。隙間が全然ないよ」

「感心していただかなくて結構です。早く引っ張ってください」

「じゃあ、いくよ」

　男がテレーゼの外に出ているほうの腕を両手でつかんで、引っ張る。

　が、

「痛いっ、痛いですわ！　わたくしの華きや
 奢しや

 な腕がもげてしまいますわ！　庶民の頑がん
 丈じよう

 な腕とは違うのですよ！」

「そんなこと言われても、引っ張らなきゃ出られないよ」

「もっと美術品を扱うように優しく丁てい
 寧ねい

 に引っ張ってくださいな」

「うーん、難しいな」

「早くしてください。人に見られたらどうするんですか」

「でも強く引っ張ったらダメなんだろう？　それに、ここまでしっかり挟まっていると、ただ引っ張ってるだけじゃ抜けないよ」

「なら、どうすればいいんですか！」

　男は、壁に挟まっているテレーゼの体に上から下までじっくりと視線を這は

 わせ、なにやら思案しているようだった。

「腰はリボンが思いきりつかえているなぁ。下半身はスカートでふさがっているし、頭は髪飾りをはずせばなんとかなるかな。胸は……こっちはまだ余裕があるみたいだから、大丈夫そうだ」

「それって、わたくしの胸が薄いとおっしゃりたいの！　貴婦人に大きな胸は不要ですわ！」

　ふくらみの少ない胸を、テレーゼは貴婦人らしいたしなみのある胸だと自負している。

　色気のない幼なじみの女騎士の胸が激しく突き出ていたり、先日お嫁よめ

 さんにしたい子番付で一位に輝き、国王の寵ちよう
 姫き

 の座を射止めたミーネの胸が、小柄で痩や

 せている割に豊かだったことなど、これっぽっちも気にしていない。

（ええ、気にしていませんとも！）

　が、他人から〝薄い〟と評されれば、腹が立つのだ。

　しかも失言を吐いた男は明るい声で、

「うん、きみは胸が薄くて良かったよ」

　などとさらに失礼なことを言い、

「ゴメン、ちょっと恥ずかしいかもしれないけど、我が
 慢まん

 して」

　テレーゼの腰のあたりを、さわりと撫な

 でた。

「きゃ！」

（こ、ここここ
 の男、わたくしが動けないのをいいことに、不ふ
 埒らち

 な行為をするつもりですの？）

　テレーゼが毅き
 然ぜん

 とした態度ではねつけようとしたそのとき、信じられないことがおこった。

　男の指がふれた腰から下のスカートの布が、ばさりと落ちたのだ。

　壁に挟まっているので、完全に地面に落ちたわけではない。

　が、壁からはみ出た部分は膝ひざ

 の下まで布がずり下がっていて、レースの下着や白い太ももがむき出しになっている。

　もちろん、そんな場所、父親にだってさらしたことはない。

　羞しゆう
 恥ち

 と驚きと憤いきどお

 りに、テレーゼの顔は真っ赤に染まり、薔ば
 薇ら
 色いろ

 の唇くちびる

 から絶叫がほとばしった。

「いやああああああ
 ！」

　裏庭にとどろきかけた声は、途中で口を手でふさがれ、止められた。

「騒さわ

 いだら人が来ちゃうよ」

「むぐぐっ」

「そしたら、もっと大勢の人に見られちゃうよ」

「っっ」

　テレーゼが声をつまらせる。

　そのあいだも男の指は、テレーゼの服の上をするすると移動し、そのたびテレーゼの身を包む布地が減ってゆく。

　どうやら、ここぞという部分の合わせ目の糸を切り、一瞬で抜き取っているらしく、何故そんなことが、こうも簡単にできるのかわからず、悪い魔法を見ているような気がした。

　腰のリボンがしゅるしゅると音を立ててほどけ、結った髪も男の手であっという間にほどかれ、髪飾りも手際よくとりのぞかれてゆく。

「や、やっぱり、動けないわたくしに不埒な行いをしようというのですねっ、このケダモノ！」

「誤解だ」

「なにが誤解ですか。現にこうやって、わたくしの服を脱がせて恥ずかしい姿にして楽しんでいるじゃありませんか」

「楽しんでないって。服を着たままじゃ壁から抜けられないから。僕だって若いお嬢じよう

 さんの服を野外でばらばらにするなんて、申し訳ないと思っているよ。ほら、これでそこから出られる」

「え？」

　男がテレーゼの手を、優しく引いた。

　これまで動かなかった体が、するりと壁の外へ出る。

（動きましたわ！　出られましたわ！）

　が、同時に、かろうじて壁で押さえられていた服も、ばさばさと草の上に落ち、下半身が薄いシュミーズとその下の小さな下着だけを残して、すっかりむき出しになってしまった。

「いやぁぁ」

　再び絶叫しかけたテレーゼの口を、男がまたふさぐ。

　テレーゼは相手を涙目でキッと睨にら

 みつけながら、首を振って男の手を振りやり、

「早く服をもとに戻しなさい。あなたがばらばらにしたのだから、縫い合わせられるでしょう」

「縫えるけど、針もないし、今すぐには無理だよ」

「無理ですって！　わたくしをこんなはしたない姿にさせておいて。この無礼者っ。わたくしは、この国の王妃になる身なのですよ！」

　男が差し出したドレスの布を奪うば

 い取と

 って体を隠しながら、そう主張してやると、

「えっ！　そうなの！」

　ものすごく驚いた顔をされた。

　真昼の明るい森の色に似た緑の瞳が、丸く見開かれている。

　金色の髪も冬の日差しを浴びてきらきら光っていて、目鼻立ちも涼しげで、あら、庶民にしてはちょっと綺き
 麗れい

 なお顔かもと、ちらりと思いながら、

「ええ、本来はフォルマ公爵家の長女であるこのわたくしこそが、国王様の花嫁候補の筆ひつ
 頭とう

 で、国王様のお妃になるはずだったのですわ。ですから近いうちに国王様がカテリナ皇女と離縁して、わたくしを新しい王妃に迎えることも決まっているのです」

「そ、そう……かな」

「なんですか、その思いきり疑わしそうなお顔は」

「いやだって、そんな話、聞いてないし」

「当然です。庶民のあなたに、国王様がお妃選びについてご相談されるわけがありませんでしょう！　って──あら……」

　テレーゼに反論されて、困っているような笑みを浮かべている相手の顔を、テレーゼはまじまじと見直した。

（どなたかに似ているような……）

　庶民の割に整った品のある顔立ちだとは、先ほども思ったのだけれど……金の髪、緑の瞳……それに、この声もどこかで……。

　テレーゼの頭の中に、頭上に王冠をいだいたルドヴィーク陛下の姿が浮かんだ。

　戴たい
 冠かん
 式しき

 の前、新しい国王様は金髪の美青年だと令嬢たちが噂うわさ

 していて、亡くなった兄王子たちがあれだったから話半分に聞いておきましょうと期待しないでいたら、本当に爽やかで品格のあるお姿で、このかたに嫁とつ

 げるなんてと、ぼーっとしてしまった。

　服装はまったく違う。でも、このお顔は
 ──。

（いいえ！　秋祭りの夜のように、国王様を騙かた

 った詐さ
 欺ぎ
 師し

 かもっ！　そうですわ、今度は騙だま

 されませんわっ。金髪の若い男性には要注意ですわ！）

　秋祭りのときは、仮面をつけていたとはいえ盗とう
 賊ぞく

 ふぜいを国王様と信じ込んで、ダンスを踊っている最中、愛の言葉をささやかれ、うっとりと夢ゆめ

 心地ごこち

 になり、公爵家に代々伝わる大事なルビーの指輪を抜き取られても気づかなかった。

　あんな屈くつ
 辱じよく

 は二度とごめんだ。

「あ、あなたは国王様のニセモノですのね！　そっくりなお顔をしていても、国王様の正妃になるわたくしの目は誤ご
 魔ま
 化か

 せませんわよ！　ええ、あなたが国王様のはずがありませんわ」

　だいたい彼がルドヴィーク国王自身だったら、テレーゼはさんざん庶民扱いして文句を言いまくったあげく、本人に向かって、自分はこの国の王妃になる女だと告げたことになる。

　それは遠からぬ未来に真実になることだけど、さすがにテレーゼでも恥ずかしすぎるし、つつしみのない女だと思われてしまったら──。

「あ、あなたは国王様ではないので、そんな心配は無用なのですけれど、そうですわよね？　あなたは国王様を騙って、わたくしを騙そうとしているのですわよね」

　ぐるぐると混乱しながら念を押すと、ルドヴィーク陛下のそっくりさんが、ふいに口元をゆるめて、くすりとした。

　その爽やかで愛あい
 嬌きよう

 のある微笑みが、馬車の窓から民衆に笑いかけるルドヴィーク国王にそっくりで、テレーゼの混乱に拍車をかける。

「うん、ニセモノでいいよ」

　と、そっくりさんは明るい声で言った。

「僕は国王のニセモノだから、きみもそんなにうろたえなくてもいいよ」

　それは、テレーゼにこれ以上恥をかかせないための思いやりであるように感じた。

　森の緑の瞳がやわらかな気品をたたえて、テレーゼを見つめている。

　ああ、それでは、このかたは本物の……。

「わたくし……うろたえてなんか」

　急に内気になり、もじもじするテレーゼの手を、ルドヴィークがまた丁寧に優しくとった。

「ドレスをばらばらにしてしまって本当に悪かったね。お詫わ

 びに新しい服をプレゼントさせて」

「し、しかた……ありませんわね」

　そっくりさんではない、本物のルドヴィーク陛下に微笑まれ、手をとられ、胸の高鳴りを感じながら、テレーゼは歩き出した。

　ふれあっている手のひらが、熱い。

　ルドヴィークの隣となり

 で恥ずかしげにうつむいた。





　そして──。





「これは……なんですの」

　国王の私室のベッドやテーブルや棚の上に広げられた何着もの服を見て、テレーゼはおののいた。

　下着の上からシーツを羽は
 織お

 り、肌が見えないよう前をしっかり合わせているのだが、指が震える。

「僕がデザインして、実家の店でお針子さんたちに縫ってもらった服だよ」

　ルドヴィークが嬉しそうに、また別の服を広げる。

（そういえば、国王様は即位される前は、一介の庶民として城下の服屋で働いてらしたのですわ）

　それでドレスの糸をほどくのも巧たく

 みだったのかと納なつ
 得とく

 したが、ルドヴィークがデザインしたという衣服の数々には、まったく納得できなかった。

　どの服も明るい色合いで、リボンやフリルなどの装そう
 飾しよく

 も愛らしい。

　ただ、それは町の娘たちが着るような服であって、テレーゼが普段着ている豪華なドレスとは違う。

　このわたくしに、庶民の服を着ろと？

　さらにテレーゼを躊ちゆう
 躇ちよ

 させているのは、服の裾が、どれも短すぎることだった。

　たとえ町娘であっても、くるぶしくらいまではスカートの布で隠すのが一般的だ。なのにルドヴィークのデザインした服は、どう見ても膝から、ふくらはぎの半ばほどまでしかない。中には膝下すれすれか、膝より短いのでは？　足がほとんど丸見えなのでは？　と震え上がるようなものまである。

　丈たけ

 の短いドレスといえば、ミーネが寵姫としてお披ひ
 露ろ
 目め

 された日に着ていたものが、記憶に新しい。

　短いスカートの上から、くるぶしまで届くレースのスカートをふんわりと重ねたデザインは斬ざん
 新しん

 で、それでいてミーネが着ると清せい
 楚そ

 にも見えた。





　──あのドレス、妖精の国のご衣い
 装しよう

 のようで素敵でしたわね。





　テレーゼの仲間の令嬢たちはうっとりと語ったが、彼女たちもそのすぐあとで、





　──あそこまで足をさらす勇気は、わたくしにはありませんけれど。





　と付け加えた。





　──そうですわね。貴婦人のドレスとしては、ちょっとはしたないですわよね。侍女の彼女だからこそ、あの姿で公の場に出てこられたのでしょうね。





　とも。

（あのドレスも、ひょっとして国王様がデザインしたご衣装でしたの？　もしや国王様は足フェチ？）

　さらにテレーゼにも庶民の服を着るよう勧めてくるということは、そういう倒とう
 錯さく
 的てき

 なプレイがお好みとか？

　流行はやり

 病やまい

 で次々亡くなったルドヴィークの腹違いの兄たちは、長兄のクローヴィスは馬フェチで、次兄のマティアスは異常なまでの潔けつ
 癖ぺき
 症しよう

 で、三男のミルトリアスは女性よりも男性が好きだった。

　彼らと血の繋がりがあるルドヴィークにも、特殊な趣味があってもおかしくない。

（はっ！　ひょっとして、わたくしは試されているのかもですわっ。国王様の寵姫になったあの侍女のように、足をさらしたお洋服を着られるのか、庶民プレイができるのかどうか）

　それをクリアしなければ、ルドヴィークの正妃にはなれないのかも。

（馬になれとか男になれとか望まれるよりはマシですけれども。今、このお部屋には、わたくしと国王様の二人しかいないのだし……ああ、でも）

　激しく葛藤するテレーゼに、ルドヴィークのほうはすっかりリラックスして、うきうきと、

「これなんか、きみに似に
 合あ

 うんじゃないかな。待てよ、こっちもいいなー」

　と丈の短い服を次々広げて見せる。

　ものすごく楽しそうだ。

「女の子を可愛くする服を考えるのが僕の趣味なんだ。けど服を作っても着てくれる女の子がいなくて。実家の妹は僕の服を好きだと言ってくれて、僕の服を着て城へも遊びに来てくれていたんだけどね。僕が愛あい
 妾しよう

 を迎えたんで怒っちゃって、当分こちらへは来てくれそうになくて、がっかりしてたんだ」

　などと気さくに語っている。

（妹さんにも、こんなはしたない服を!?
 ）

　テレーゼはまた引いた。けれど、テレーゼに丈の短い庶民の服を勧めてくるルドヴィークは、この上なく爽やかで、きらきらしているのである。

「どれでも好きなものを着てくれて、かまわないんだよ。きみみたいに華やかな美人で、腰がきゅっとしててスタイルも抜群な人が着たら、この服ももっと輝いて見えるんだろうな」

　てらいのない褒ほ

 め言こと
 葉ば

 にテレーゼはドキン！　とし、頰が熱くなってしまった。

（そうですわ。わたくし、腰の細さには自信があるのですわ。よくそこに注目してくださいましたわ）

「ルビーみたいな緋色の髪も、この布を最高に引き立ててくれるだろうし」

（ええ、髪のお手入れにも気をつかっておりますのよ）

「緑の瞳もこんなに深い色合いで、本当に綺麗だ。白い布とも金の刺繡とも合うね」

（ええ。どんな色でもぴったりでしてよ）

　ルドヴィークの言葉が甘いお酒のようにテレーゼをうっとりと酔わせてゆく。顔も体もどんどん熱くなって、足下がふわふわしてきた。

「あ、これなんてどうだい？　このデザインは、きみくらいの豪華な美人じゃないと着こなせないよ」

　ルドヴィークが笑顔で広げて見せたのは、斜め横で布を合わせる大胆なデザインの服で、その合わせ目がずいぶん開いていて、歩くたびに足のだいぶ上のほうまで露ろ
 出しゆつ

 するように思われたが、

「そ、そうですわね。わたくしなら、女王のドレスのように着こなせましてよ」

　と答えていたのだった。






　　　　　◇　◇　◇







「パルフェ　エヴァリーン　リーゼ　キャスティーン！（絶対、エヴァリーンの恋をハッピーエンドにしなきゃ！）」

　亜あ
 麻ま
 色いろ

 のかつらと町娘の服で、〝フロリン〟に変装したカテリナ王妃は、一いち
 途ず

 で不器用な女騎士の恋の成じよう
 就じゆ

 のための作戦を練りながら、軽やかに廊下を歩いていた。

（落とし穴を掘って、エヴァリーンの想い人がそこへ落ちて困っているところへ偶然通りかかって助けるのは、いい案だと思ったのだけれど）

　きっと彼はあなたに運命を感じてしまうわ！　と力説するカテリナ王妃に、エヴァリーンは、とんでもない、絶対ダメだ！　と青ざめて首を横に振った。

　ちなみにこの方法は、十二歳のカテリナ王妃が自分の想い人に試したものだ。あのときは穴に落ちたのがカテリナ王妃の〝あのかた〟だけではなく、父の皇帝と大臣も一緒で、宮殿の庭にこんなに大きな穴を掘るなんて！　とひどく怒られた。

　想い人が、『まぁまぁ、子供のしたことですから
 』と庇かば

 ってくれたのが嬉しくもあり、わたしはもう子供じゃないのに、と不満でもあった。

（穴を掘るときに他の人を間違って落としさえしなければ、平気なのに。エヴァリーンは真ま
 面じ
 目め

 だから。でもまぁ、それがエヴァリーンのいいところよね。エヴァリーンの恋が叶かな

 ったら本当に素敵だわ。結局相手のお顔はよくわからなかったけれど……、エヴァリーンがあんな神聖な眼まな
 差ざ

 しで語るかたなのだから、素晴らしい男性に違いないし、助けられて一ひと
 目め
 惚ぼ

 れしちゃうくらいだから、きっとハンサムだわ！　わたしもいっそうエヴァリーンをサポートしなきゃ）

　そんなことを考えて、うなずきながら自分の部屋に戻ろうとしていると、向こうからミーネがやってくるのが見えた。

　小柄で可愛らしい彼女にぴったりの清楚で可か
 憐れん

 なドレスを着ていて、不ふ
 思し
 議ぎ

 な形のパイを載の

 せた金のお盆を、両手でしずしずと運んでいる。

「ミーネ、久しぶりね！」

　声をかけると、それまでパイを落とさないように緊張して硬い表情をしていたミーネが、嬉しそうにぱーっと顔をほころばせた。

「フロリン……」

　お嫁さんにしたい子番付レースの開かい
 催さい
 中ちゆう

 、フロリンの格好をしたカテリナ王妃は、ルドヴィークと共同で、煤すす

 まみれのミーネを本来の可愛い女の子に磨みが

 き上あ

 げる手助けをしたのだ。

　ミーネがルドヴィークの寵姫になったあと、説明のつかないもやもやした気持ちに悩まされてミーネに会うことを避さ

 けていたが、ミーネがフロリンに会えて嬉しそうにしているのを見ると、やっぱり可愛いと思うし、内気なミーネがルドヴィークの寵姫として、うまくやってゆければいいと思う。

「元気だった？　いじめられたりしてない？　もし嫌みを言われたり嫌がらせをされたら、すぐわたしに言って。仕返ししてあげるから」

「大丈夫、です。国王様がお口くち
 添ぞ

 えしてくださっているみたいで、みなさん、親切にしてくださいます」

「良かった」

「それに、国王様も……とてもお優しくて」

　ミーネが幸せそうに、はにかむ。

「……そう」

　カテリナ王妃は胸がズキッとした。

（やだ、どうして胸が痛いの。ミーネがルディとうまくいっているのは、いいことのはずなのに）

　また説明しがたいもやもやした感情が広がっていって、そうした心の乱れをミーネに気づかれたくなくて、カテリナ王妃は明るく話を変えた。

「ところでそのパイ、すごい形をしているわね。というよりも……パイなの？　それ？　置物とかじゃなくて？」

　ミーネが手に持っているのは、真っ白なメレンゲクリームをたっぷりと盛りつけたパイのような代しろ
 物もの

 だった。

　メレンゲの表面を火であぶって先端が茶色に染まっているのが、美お
 味い

 しそうと言えないこともないが、形が斬新である。パイの表面から、にょろにょろした太い蔓つる

 のようなものが、いくつも生えているのだった。

「これは、うなぎのクリームパイだそうです」

「うなぎと……クリーム？」

　なにもその二つを合わせなくても、と思わず眉まゆ
 根ね

 を寄せる。とすると、あのにょろにょろ生えているものは、うなぎなのかしら？

「ミーネが作ったの？」

「いいえ。料理長の新しいレシピなんです。前に王妃様からお食事について厳しくご意見されたのと、奥さんに可愛らしい女の子が産まれたのとで、張り切っているんです。絶対に王妃様を唸らせるようなレシピを完成させてみせるって」

「そ、そう……。ちょっと方向を間違っている感じだけど。もっと素そ
 朴ぼく

 なお料理のほうが王妃様はお好きかも……まぁ、ここまで外見にインパクトがあると、味は気になるわね。甘くないクリームとウナギの蒸む

 し焼や

 きなら合うかも……」

　毎日奇抜な料理をテーブルに並べられたらどうしましょうと、少し不安になりながらカテリナ王妃がつぶやくと、

「よかったら、ご一緒にいかがですか？」

　ミーネが笑顔で言った。

「え、でも。ルディのところへ行くんでしょう？　わたし、お邪じや
 魔ま
 虫むし

 じゃないかしら。ほら、ミーネとルディは新婚さんだし」

　ミーネが、ぽっと赤くなる。

「そんなことありません。ルディ……とは、夜もお話、できますから」

「……そう」

　カテリナ王妃も、以前は夜になるたび窓からルドヴィークの部屋を訪ねて、おしゃべりに興じていた。城内で見聞きしたことや、ルドヴィークの恋人選びについてなど話題はつきず、楽しい時間を過ごした。

（今はルディは、夜はミーネと一緒だし……前みたいに気軽に窓から会いに行くわけにいかないから……）

　カテリナ王妃がまたひっそりと胸を疼うず

 かせていると、ミーネが子犬のように見上げてきた。

「寵姫になってから、フロリンとなかなか会えないので……淋しい、です。お話ししたいことがたくさんあるんです。ダメ……ですか？」

　そんな目で見つめられて、そんなふうに言われたら、断れない。

　それに、ミーネがルドヴィークの寵姫になってからもフロリンを慕ってくれるのは嬉しい。ミーネは今も、フロリンのことをルドヴィークの正室のカテリナ王妃だと気づいておらず、国王の下で働く特命騎士だと思っているのだろうけれど。

（それで、いいんだわ。わたしはルディの気の置けない友人で、二人の恋をとりもった仲人で）

　カテリナ王妃はミーネに、明るく笑いかけた。

「わかったわ。行きましょう。わたしも料理長の渾こん
 身しん

 のレシピが気になるし、ミーネともたくさんおしゃべりしたいし」

　ミーネの顔が輝く。

「はい。ありがとうございます」

　頰をほんのり染めて口元をほころばせるのを見て、カテリナ王妃の心にたまるもやも晴れてゆくようだ。

（ルディは本当にいいお嫁さんをもらったわね）

　なのに、いくら国王の務めとはいえ、こんなに可愛い奥さんがいるのに、形だけの妻に子供を産んでほしいなんて、やっぱり承知できない。

（なんとかしなきゃ。アーデルハイドの弱みを握るとか……）

　国王の侍じ
 従じゆう
 長ちよう

 として実質政務を回している、年齢不詳の男装の麗人の涼しげな顔を思い浮かべ、思案を巡らせつつ、

「パイはわたしが持つわね、ずっと持っていて手が疲れたでしょう」

「いいえ、平気です」

「遠慮しないで、わたしとミーネの仲じゃない」

「あ、ありがとうございます」

　ミーネからパイを受け取り、一緒にルドヴィークの部屋へゆき、

「国王様、お茶にいたしませんか」

　ミーネがやわらかな声で呼びかけ、ドアを開けたとたん、





「うわぁ！　ちょっと待った！」

「きゃあ、な、なんですの！」





　ルドヴィークの焦り声と、同じくらい慌あわ

 てている女性の声が聞こえた。

　テーブルや棚やベッドに、女性ものの服が何着も広げられ、その真ん中でお忍び用の町人の格好をしたルドヴィークが、若い女性に後ろから抱きついていた。

　緋色の髪と緑の瞳があざやかな細腰の美女は、三大公爵家の一角フォルマ家の令嬢テレーゼだ。

　しかもテレーゼが着ているのは、町娘が着るようなデザインの裾の短い服で、背中のボタンが全開になっており、レースのシュミーズばかりか白い肌まで見えている！

　スカートの合わせ目と裾からのぞく細い足もなまめかしく、緋色の髪も情事のあとのように、しどけなくほどかれ、フロリンの姿をしたカテリナ王妃は、頭にカァァァァァ
 ッと血がのぼった。

　ルドヴィークが、

「ふ、フロリン」

　と怯おび

 えたようにつぶやく。

　その顔めがけて料理長渾身のうなぎのクリームパイを、投げつけたのだった。

「浮気者ぉぉぉぉぉぉ
 ！」
















　ローデシアの国王陛下のご尊顔が、うなぎとクリームまみれになった翌日。

　それを実行したカテリナ王妃は、亜あ
 麻ま
 色いろ

 のかつらをかぶったフロリンの姿で、城の庭でエヴァリーンに怒りをぶちまけていた。

「妻と愛人の前で、別の女性といかがわしいことをしていたのよっ！　最低よっ！」

　頭からにょろりとしたウナギをぶらさげ、顔をクリームでべたべたにしたルドヴィークは、誤解だ！　と叫んでいた。





『彼女が一人じゃ服を着れないっていうから。僕は手伝っていただけだ』

『何故、その前に服を脱いだの！　そこからしておかしいじゃない』

『それは事故で、彼女が壁かべ

 の隙間に挟まって動けなくなっちゃったから、僕が彼女のドレスをほどいて助けたんだ』

『どうしたら、女の子が壁の隙間に挟まるのよ！　言い訳するなら、ウケ狙いじゃなくて、もっと本当っぽい理由を考えなさいよ！　ちっともおもしろくないし、笑えないから！』

『本当なんだからしかたないだろう！　きみなら、そのくらい何度も経験してるんじゃないのか？　おかげで僕も女の子が多少ヘンなことをしても動じなくなったよ』

『まぁ、開き直る気！　わたしなら、抜けられる隙間かどうか事前にチェックしてから駆け抜けるから、挟まったりしないわ！　百歩譲ゆず

 って壁に挟まった彼女を救出した話が真実だったとしても、着替えを手伝うことはないでしょう！　侍じ
 女じよ

 を呼べばいいじゃない！』

『そ、それは……服屋にいた頃、下着の上から寸法をとったり、服を縫ぬ

 いつけていくのに慣れていたから……つい、感覚が麻ま
 痺ひ

 して……』

『そんなに何人もの女の子の下着姿を見たの！　いやらしい！』

『そういう仕事だったんだ！　それに昔のことだし』

『下着の女性の着替えを手伝ったのは、ついさっきよね』

『ぐっ』

　やましいところがあるのか声をつまらせるルドヴィークに、目を丸くして二人のやりとりを見ていたミーネが、おずおずと、

『わ、わたしは、国王様を信じてますから』

　と小さな声で伝えた。

『ありがとう、ミーネ。そうなんだ！　本当になにもなかったんだ』

　クリームまみれのルドヴィークがようやく明るい眼まな
 差ざ

 しになり、全身を真っ赤に染めて縮ちぢ

 こまっていたフォルマ家の令れい
 嬢じよう

 も、精一杯の威い
 厳げん

 をかき集め、

『そのとおりですわ！　身動きできずにいるわたくしのドレスを、国王様がばらばらにほどかれて、あられもない姿になったわたくしを私室にお連れになって、足がむき出しのお洋服を着せようとしただけですわ！　背中のボタンをとめるとき、国王様の指がわたくしの肌にふれたのは、他意があってのことではありませんわ！』

　と主張する。

　わざとではと疑うほどきわどい言葉の連発に、ルドヴィークがまた焦あせ

 り出だ

 し、

『ミーネ、大丈夫だからっ。僕は潔けつ
 白ぱく

 だから！』

　と訴え、ミーネが口を開こうとするのを、カテリナ王妃が前にずいっと進み出て、とどめ、

『ノイ（いいえ）！　ミーネは丸め込めても、わたしはそうはいかないから！』

　と睨にら

 む。

　ルドヴィークが勘かん
 弁べん

 してくれというように、うなぎが垂れ下がる頭に手をやった。

『フロリン、きみ、愛あい
 妾しよう

 は三人でも四人でもいいって言ったのに、矛む
 盾じゆん

 してるじゃないか』

『そ、それは……！　てゆーか、あなた、三人も四人も持つ気満々なの？』

　結局、非常に刺とげ
 々とげ

 しい雰ふん
 囲い
 気き

 のまま、カテリナ王妃がルドヴィークの部屋をあとにしたのだった。

　そのあとの夕食のテーブルも、それはそれは冷ややかなもので、氷のような無表情で黙々と料理を口に運ぶ王妃に、料理長は『次こそ、あの冷血王妃様を笑顔にするレシピを完成させるぞ！』と厨ちゆう
 房ぼう

 で気を吐いたとか。





　カテリナ王妃は、まだ怒りがおさまっていない。

「疑われる行為をすること自体が不貞だわ。それに愛人を増やそうとしているみたいで誠意がなさすぎよ」











　エヴァリーンは困こん
 惑わく
 気ぎ
 味み

 にカテリナ王妃の話を聞いていたが、王妃が息切れして休きゆう
 憩けい

 に入ると、訊き

 いてもよいものか迷うように尋ねた。

「よくわからないがその……フロリンの想い人は他人の夫なのか？　愛人までいるのか？」

「ち、違うわ！　好きじゃないし！」

　ルディとはお互いの恋を助けようと誓ちか

 い合あ

 った仲間同士で、恋愛感情なんて……。

「そうなのか？　好きだから、彼が浮気して怒っているように聞こえるが」

　その指摘に、顔が気持ちを裏切って熱くなる。

（わたしには故郷に想うかたがいるのに──）

「誤解よ！　彼のことが好きだなんて、そんなこと絶対にありませんから！　わたしの想い人はもっと大人で、知的で物静かで、ご本と猫が恋人で、浮気なんて絶対にしない人なんだから！」

（ルディのことなんて、わたしはなんとも……）





　──フロリン、僕はきみをもっと知りたいし、きみとずっと一緒にいたい。僕の恋人になってくれないか？





　ふいに、秋祭りの夜、お忍びで町へ出たルドヴィークからキスされ、告白されたことを思い出し、心しん
 臓ぞう

 が早鐘のように鳴りはじめた。





　──ルイ　エルマ　アマローゼ（僕の愛を受け取ってください）。





　あのときルドヴィークはカテリナ王妃の国の言葉で、少し照れくさそうに、そんなふうにささやいた。男性に愛の告白をされるのなんて生まれてはじめての経験だったので、あんまり胸がドキドキして顔が熱くなって、混乱して、母国語でバカバカバカ、と叫んで逃げ出してしまったのだった。

　あのときと同じように、どんどん鼓こ
 動どう

 が速まり、カテリナ王妃はぷるぷると首を横に振った。

（あれは、わたしに、ああした状況に対する免めん
 疫えき

 がなかっただけよ。ルディ以外の人に告白されても、きっと同じようにドキドキしたわ）

　それにルドヴィークにはもう、ミーネがいるのだから。

「とにかく、わたしは彼のことなんてなんとも思ってないわ！　彼というのはもちろん、あのかたのことじゃなくて、爽さわ

 やかな顔をした浮気者のほうよ」

　あらためて念を押す。

　エヴァリーンはまだ納なつ
 得とく

 がいかないようである。

「ならば何故、そこまで腹を立てる必要が？」

「わたしは、二人の恋をまとめた仲人みたいなものだから、二人のその後も気になるのよ」

「仲人？　彼と本妻の？」

「いいえ、彼と愛人のよ」

　きっぱり答えると、また目を丸くして、

「まぁ……国王様にも正室と愛妾がおられるしなぁ……」

　と、つぶやいた。

「それに浮気相手の女性というのが、裕福な名家のお嬢じよう
 様さま

 で、本人も華やかな美人で性格も強気で自信家なの。なにかというと高貴な生まれであることをアピールして、自分は特別扱いされるのがあたりまえだと思っているような」

「ああ、わたしの身近にもそういう女がいるな。周りの人間は自分に従って当然だと公言して、羽根の扇おうぎ

 をぱたぱた振って高笑いをしているような」

「そう、まさにそのタイプよ！　一人じゃまともに服も着られないらしいわ。いつも侍女に手伝わせているからって」

「そういう女性が意外と多いのだな」

「わたしが応おう
 援えん

 している愛人の子は、家族を早くに亡くして、おうちも名門でも裕福でもないし、性格もとても控ひか

 えめなの」

「国王様が愛妾に迎えられたミーネ様のようにか？」

「ええ、その通りよ！　あんな実家も本人も派は
 手で

 な女性が愛人に加わったら、その子が肩身の狭い思いをするし、きっと召使い代わりにこきつかわれて意い
 地じ
 悪わる

 されちゃうわ。そういうことしそうな悪役顔ですもの」

　カテリナ王妃自身も整いすぎた顔立ちのせいで、幼少時代から冷れい
 酷こく

 だの高こう
 慢まん

 だのと言われてきた。

　今も城内では、エンドラ語しか口にしない気き
 位ぐらい

 の高い冷たい女性だと思われている。カテリナ王妃自身が望んでそういう風に振る舞ったので、それは別に良いのだが。フォルマ家の令嬢は外見と同様に、中身も強烈そうだ。

「確かに……あとから加わる愛人が、わたしの高慢ちきな幼なじみのような女なら、もとからいた愛人は居い

 心地ごこち

 が悪いかもしれんな……」

「でしょう！」

　やっぱりテレーゼが愛妾に加わるのは、ミーネのためにもよくないわ！

「わたしがなんとかしなくちゃ！　あ──エヴァリーンの恋も、ちゃんと応援するから安心してね。その、つい腹が立って脱線しちゃって、ごめんなさい。せっかくエヴァリーンがお仕事の合間に時間を作ってくれたのに」

　興こう
 奮ふん

 して、さんざんしゃべり散らしたことが恥ずかしくなり、もじもじと謝ると、エヴァリーンは凜り
 々り

 しくも、あたたかな眼差しで、

「いや、わたしのことはいいんだ。フロリンも想い人の行動に一いつ
 喜き
 一いち
 憂ゆう

 しているのだと知れて、良かった」

「だ、だから、わたしの
 想い人じゃないから！」

　そこは誤解しないでほしい。

　が、エヴァリーンは大人びた笑顔で、うんうんとうなずき、

「フロリンにはいろいろ教えてもらったから、そちらの問題が片付くまで、わたしはわたしで一人で頑がん
 張ば

 ってみようと思う。昨日さんざん醜しゆう
 態たい

 をさらして逆に肝きも

 が据す

 わった。もう失敗はし尽くしたと思えば怖いものはない。今度はうまくやれそうな気がする」

「そう……？　本当に平気？」

　おずおずと尋ねるフロリンに、エヴァリーンは自分に気合いを入れ直すように頰ほお

 を緊きん
 張ちよう

 させ、そのあと少し笑って、どこまでも真ま
 面じ
 目め

 に言った。

「ああ、大丈夫だ。それに失敗しても、あきらめずにまたチャレンジするさ」






　　　　　◇　◇　◇







　その頃テレーゼは、ルドヴィークがいつも執務室に向かうときに通る廊ろう
 下か

 を、何度も往復していた。

（国王様からお借りしたお洋服を、いつお返しすれば良いのかうかがわないと。庶民のお洋服なんて、わたくしには必要ないものですもの）

　昨日は本当に、とんでもないことばかり起こる一日だった。

　国王の部屋に夜よ
 這ば

 いするための下調べをしていたら、壁のあいだに挟まって身動きがとれなくなってしまって、そこへたまたま通りかかった町人の格好をした若い男性が、ルドヴィーク陛下本人だったなんて。

　しかも彼の前で下着姿になり、足がむき出しの服を、きみにぴったりだと勧められて、着替えを手伝ってもらっているところに、ルドヴィークの愛妾と、町娘の出で立ちをした亜麻色の髪かみ

 の娘がいきなり現れ、亜麻色の髪の娘が、ルドヴィークににょろにょろしたパイを投げつけ、

『浮気者！』

　と叫んだ。

（あの娘は、なんだったのかしら？）

　国王であるルドヴィークをパイまみれにし、怒ど
 鳴な

 りつけるだなんて。しかもルドヴィークも彼女の無礼を咎とが

 めることをせず、そのあと普通に口くち
 喧げん
 嘩か

 をしていた。

（フロリン……と、国王様は呼んでおりましたわね）

　聞いたことのない名前だ。貴族の娘ではないのだろうか？

（格好は町娘だったけれど、とても美しい顔をしていましたわ。まさか！　彼女も国王様の愛人？）

　その可能性はある。

　なにしろルドヴィークはテレーゼにも町娘の服を着せようとするほど、庶民好きなのだ。自分の愛人であるフロリンにも、町娘の格好をさせているのかもしれない。

　なら、あの子もじきに国王様の新しい愛妾に加わるのかしら？

　そう考えたとたん、胸がひどく痛んだ。

（こ、国王様が何人愛妾をもたれても関係ありませんわ。わたくしは正妃になるのですから……）

　それでも、ルドヴィークが愛妾のミーネに、テレーゼとはなにもなかったとしきりに釈明する姿を思い出して、また胸がしくしくした。

（国王様にとっては〝なんともないこと〟でしたの？　わたくしの下着姿をごらんになったことも、わたくしにご自分の好みのお洋服を選んでくださったことも……）

　テレーゼにとっては大事件だったのに。

　ルドヴィークが町の若者のような格好をしていたせいだろう。テレーゼの頭に浮かぶルドヴィークも、これまでの冠かんむり

 をかぶり毛皮の縁取りのあるマントに包まれた高貴な姿から、気さくな町の若者の姿に変わった。

　その姿で、テレーゼに向かって爽やかに笑いかけてくる。

　想像の中のルドヴィークに、またドキドキしながら、

（そういえば、庶民に変へん
 装そう

 して王女に近づく若い伯はく
 爵しやく

 のお伽とぎ
 話ばなし

 がありましたわね……）と思い出す。

　伯爵は、美しい声で鳴く小鳥や、珍めずら

 しい薔ば
 薇ら

 の花を王女に贈って求婚するが、気位の高い王女は贈り物を貧乏くさいと馬鹿にして、求婚を断ってしまう。

　そこで伯爵は豚飼いに変装して王女に近づき、歌声が流れる箱で王女の気を引き、その箱と引き換えに王女の口づけを求める。

　浅はかな王女は、おもちゃの箱欲しさに豚飼いに口づけし、それを父王に見とがめられて、豚飼いと一緒に城を追い出される。

　こんなことなら、あの若く美しい伯爵様の妻になれば良かったと嘆なげ

 く王女に、豚飼いは正体を明かす。

　が、彼は王女を花はな
 嫁よめ

 に迎えることなく、愚おろ

 かな王女を軽けい
 蔑べつ

 し、立ち去るのだ。

（エヴァリーンはわたくしを、『豚を飼った伯爵』の高慢ちきな王女のようだと言っておりましたわ）

　それはテレーゼが先にエヴァリーンを、ストーブの騎士と呼んだからなのだが。よりによって求婚者に見捨てられる愚かな王女にたとえるなんてと頭にきて言い返し、喧嘩になったのだった。もう一人の幼なじみのグレーテが、そんな二人を静かに眺なが

 めていたのも、いつもどおりのことで。

　けれど、あのときエヴァリーンとのあいだに生じたわだかまりは、成人した今でも消えておらず、時々思い出しては苦い気持ちになる。

（あの王女は……あのあとどうなったのでしょう）

　テレーゼが暗い顔になったとき。

　華やかな一団が現れた。

　贅ぜい

 をこらしたドレスに身を包んだ令嬢たちが、長いスカートの裾すそ

 をしとやかに揺らし、小鳥のさえずりのような声で話しながら、やってくる。

「テレーゼ様、こちらにいらしたのですね」

「サロンにお姿が見えなかったので、みんなでお探ししていたのですよ」

　先日、テレーゼ様は婚期を逃されても、正妃になる夢をあきらめずに誇ほこ

 り高たか

 く振る舞っているところが見飽きないとか、反面教師としてお手本になるとか言い合っていたのをテレーゼに聞かれた失しつ
 態たい

 を取り戻そうとしているのだろう。

　テレーゼを取り巻き、

「明日のサロンで、オルゴールの品評会をいたしませんか？　先日、テレーゼ様が取り寄せたベルトラムのオルゴールを、ぜひご披ひ
 露ろう

 いただきたいのですの」

「わたくしも、名工ベルトラムのオルゴールが奏かな

 でる天上の調べを、ぜひ堪たん
 能のう

 させていただきたいですわ」

「お願いします。一年にたった一台のオルゴールしか作らなかったといわれる伝説のオルゴール職人のお品をお持ちのかたなんて、テレーゼ様だけですもの」

　と口々に言う。

　テレーゼの趣味がオルゴールの収集であることや、巨額の資金を投じて手に入れたベルトラムのオルゴールを見せびらかしたくてしかたないことを知っていて、テレーゼが喜ぶ企画を立てたらしい。

　それもまた屈くつ
 辱じよく

 だったが、気晴らしには丁ちよう
 度ど

 いいかもしれないと思い、

「そうですわね……」

　テレーゼが口を開いたとき。





「あ、国王様」





　仲間の一人がつぶやき、他の令嬢たちも次々とドレスの裾をつまみ、腰をかがめた。

　テレーゼもドキリとし、壁際にしりぞき、ルドヴィークのために道を開ける。





「やぁ、こんにちは」





　ルドヴィークが近づいてきて、爽やかな笑顔で挨あい
 拶さつ

 をすると、どの令嬢も嬉うれ

 しそうに晴れがましそうに頰を輝かせた。

　テレーゼは、金の刺し
 繡しゆう

 をした絹や品のよい毛皮の縁取りのある服に身を包んだルドヴィークがたいそう立派に見えて、心臓が破は
 裂れつ

 しそうになっていた。

（国王様のお顔は何度も拝見しておりますのに。こんなに緊張するなんて。どうしましょう、足が震えますわ）

　ルドヴィークはそのまま立ち止まり、朗ほが

 らかに話しかけてきた。

「ずいぶん楽しそうだったね。なにを話していたんだい？」

　令嬢たちがまた嬉しそうに、

「わたくしたち、オルゴールの品評会を計画しているんです」

「とっておきのオルゴールを持ち寄って、鑑かん
 賞しよう

 しあうのですわ」

　と、説明する。

「それは楽しそうだね」

　ルドヴィークが微笑ほほえ

 むと、令嬢たちの顔にも笑みが広がった。

　こんなとき、まっさきに自分が前に出て話をするテレーゼは、緊張を隠すのに必死だった。足の震えも止まらない。

（何故こんなに臆おく
 病びよう

 になっているんですの。国王様にお洋服のことをお尋ねしなければ、ああ、でも、みんながいたのでは、お話しできませんわ）

　もどかしさでいっぱいになりながらルドヴィークをじっと見つめると、ルドヴィークもまたテレーゼのほうを見た。

「！」

　ルドヴィークの明るい森の緑の瞳と、テレーゼの深いエメラルドの瞳が出会うなり、テレーゼは顔に火がついたように熱くなった。

　ルドヴィークが口元を、ふっとゆるめて、まるで、





　──内ない
 緒しよ

 だよ。





　と、ささやくように目め
 配くば

 せしてきて、さらに全身が熱くなり、慌あわ

 てて視線をそらして羽根の扇でぱたぱたとあおいだ。

　それから羽根の端から顔をちょっとだけ出して、そぉーっとのぞいてみると、テレーゼのことをおかしそうに見ていたルドヴィークと、また目が合ってしまった。

　ルドヴィークの表情が甘さを増し、瞳が優しく細められる。

　真っ赤に染まった顔を扇で完全におおい、身を縮めてうつむいてしまったテレーゼに、他の令嬢たちが心配そうに声をかけてきたが、耳に入らなかった。






　　　　　◇　◇　◇







（なに、あれ！　二人で見つめ合っちゃったりして！）

　エヴァリーンに、自分の想い人のほうを優先してほしいと言われて（想い人ではないのだが）、フロリンの格好で様子をうかがいに来たカテリナ王妃は、張りついた窓から、その向こうの廊下をのぞき見て、頰をふくらませていた。

（ルディってば、あんなに甘い目をして。あんないかにもな表情を向けられたら、女の子はきゅんとしちゃうってわかっててやってるわけ？　それにテレーゼも、ルディと目が合った瞬間、真っ赤な顔で横を向いちゃったり、扇越しにそっと見つめちゃったりして、なんだか可か
 愛わい

 いし。ルディも、ああ、可愛いなーって顔で、にやけてるし）

　やっぱりテレーゼは危険だ！

　二人ともお互いに好意を持ちはじめているように見える。いや、テレーゼのほうは、すでにルドヴィークに恋しているのではないか？

　そしてルドヴィークは恋をしている女の子に弱い。一いつ
 生しよう
 懸けん
 命めい

 な女の子や一いち
 途ず

 な女の子を見ると、放っておけなくなってしまうのだ。

（ダメよ。今はもじもじして、しおらしくしていても、テレーゼは愛妾になったら大いばりして絶対ミーネをいじめるわ。愛妾を増やすなんてダメ！　ミーネの前で、あんな甘い目で他の女の人を見たりしたらダメ！）

　ミーネのために怒る気持ちの中に、別のもやもやした感情が混じっていることを認めたくなくて、怒りを加速させてゆく。

（そうよ、ミーネはおとなしいからテレーゼに反撃できないし、昨日だって、ルディが下着姿のテレーゼと二人きりで、誤解されるような行為をしていたのに、少しもルディを責めずに、クリームまみれになったルディの顔を、あたたかいタオルでかいがいしくぬぐっていたんだから。ミーネには、恋敵を恋人に近づけないよう策をこらすなんて無理だもの）

　他の令嬢たちに、どうしたのですか？　お顔が赤いですけれどお風か
 邪ぜ

 ですか？　と心配されて、扇で顔を隠して小さくなっているテレーゼを、カテリナ王妃は敵を見据える目で、鋭く射た。

（ルディがテレーゼを愛妾に迎えると言い出す前に、わたしがミーネの代わりに、テレーゼを追い払うわ！）






　　　　　◇　◇　◇







「明日の品評会、楽しみですわね」

「ええ、わたくしたちみんなで、テレーゼ様を盛り立ててさしあげましょう」

　ドレスの裾をひらひら揺らし、可か
 憐れん

 な令嬢たちが楽しげに固まって歩いてゆくのを見送って、エヴァリーンは目を細めた。

（お花畑のようだな……）

　自分も、女だてらに騎士になろうなどと思わなかったら、ドレスを着て髪をリボンで飾って、あの中にいたのだろうか。

　幼なじみのテレーゼは、エヴァリーンが男の子のような格好をして、髪も剣の稽けい
 古こ

 の邪じや
 魔ま

 にならないよう適当に後ろで結わえているのに、よくあきれていた。





　──まぁ、またそんな格好で！　あなたがわたくしの言うことをきくなら、出入りのデザイナーを特別に紹介してさしあげてよ。





　必要ない、とエヴァリーンがきっぱり断ると、ますます眉まゆ

 をつり上げて、





　──少しは女らしくしないと、お嫁さんになれなくてよ。わたくしなんて国王様のお妃になるべく日々努力を続けているというのに。





　と、ぷりぷり怒っていた。

（テレーゼはさしずめ花園の薔薇か……）

　国王のお妃にはなれなかったが、今もサロンの中心で、あでやかに咲き誇っている。

（わたしはテレーゼのように貴婦人の修行はしてこなかったし、サロンの令嬢たちのような可憐さも、か弱さもないが……今だけでも頑張ろう）

　次は緊張しないように。

　自分のこの気持ちを、国王様に伝えられるように。

　国王様のご寵ちよう
 愛あい

 を望むだなんて大それた考えで、とても成功するとは思えないけれど、フロリンに言ったように、婚礼の日までは失敗しても何度でもチャレンジしよう。

「叶かな

 うなら、ずっとあのかたを見ていたいから……」






　　　　　◇　◇　◇







　翌日の午後。ルドヴィークは執務室で、書類の山に埋もれていた。

（あー、今日は久しぶりに、森のヤンの一家を訪ねるつもりだったのに）

　外出しようとしていたところをアーデルハイドに見つかって、そのまま執務室に連行され、判子押しにいそしんでいる。

　大量の書類はすべてアーデルハイドが細かく指示し作成させたもので、そこからさらに入念にチェックし、国王が決済をくだすべきものだけを回してくる。

　アーデルハイドに余よ
 暇か

 はあるのだろうか。

　かたわらで書類を振り分けている男装の麗人の、整った横顔をちらりと見て、

「きみも、たまには休きゆう
 暇か

 をとったらどうだい、アーデルハイド」

　と言ってみると、書類に目を落としたまま涼しげな声で、

「休暇先に書類の山を持ち込むことになるので、こちらで拝見するほうが余計な労力を使わずにすみます」

　と返ってきた。

（僕より仕事をこなしているきみが休暇をとらないと、僕も休めないんだよ）

　ルドヴィークが溜ため
 息いき

 をついていると、若い女の子たちが笑いさざめく声が部屋の外から聞こえた。

　令嬢たちがサロンに集まりはじめているのだろう。

「今日は、女の子たちは、オルゴールの品評会をするそうだよ。お気に入りのオルゴールを持ち寄って、お菓か
 子し

 をつまみながら感想を言い合うんだって。いいなー、楽しそうだ」

　ルドヴィークが自分も仲間に加わりたいと、うらやましがると、アーデルハイドが少しばかり辛しん
 辣らつ

 な口調で言った。

「ああ、あれはテレーゼ姫のご機き
 嫌げん
 取と

 りでしょう」

「ご機嫌取り？」

「妹の結婚が決まって、姉の売れ残りが確定したので」

　さらりと、アーデルハイドが口にする。視線は書類に落とされたままだ。

　ルドヴィークのほうは判子を押す手を止め、アーデルハイドを見つめた。

「妹って、テレーゼの？」

「ええ。十五歳のクリスチーネ姫です。なにかと派手な姉に比べて、ご容姿もご性格も地味で平凡で目立つことのないかたですが、一緒にいて安らげるのは妹姫のほうでしょうね。縁談もあっという間にまとまったそうですよ。なんでもお相手のシュルツ家のご長男は、縁談相手が姉のほうなら断る気でいたとか。十五歳の万事に控えめな妹姫と、十八歳の名門の血筋を鼻にかけた尊大で贅ぜい
 沢たく
 好ず

 きな姉姫となら、どなたでも前者を選びますでしょうね」

　そこまで言わなくても……。

　アーデルハイドが涼しい顔で辛辣な発言をするのはいつものことなのだが、テレーゼ姫が気の毒になってくる。

　十八歳という年齢は、若い娘たちの結婚適齢期として微妙といえば微妙だし、貴族や王族になると十四、五歳で嫁とつ

 ぐ者もいる。そうした中では、やはり十八歳で婚約もしていないテレーゼは売れ残りなのだろうけれど。

（派手で尊大っていうけれど、真っ赤になってうろたえて、それでも必死で取と

 り繕つくろ

 おうと頑張ったりしているところとか……可愛いと思うんだけどな……）

　ばらばらにほどけたドレスを涙目でかかえて一生懸命に虚きよ
 勢せい

 を張っている姿や、廊下で会ったとき扇の向こうから、ちょっとだけ顔をのぞかせて赤くなっていた様子を思い返して、胸が少ししめつけられて、

「テレーゼが、僕の花嫁候補だったというのは本当？」

　と尋ねると、アーデルハイドが、おや、というようにルドヴィークのほうへ視線を向けた。

　灰色の瞳でルドヴィークの心の動きを観察するように見つめ、冷静な口調で答えた。

「ルドヴィーク陛下の、というより〝国王〟の花嫁候補だったのですよ」

「国王の……？」

「フォルマ家は三大公こう
 爵しやく
 家け

 の一角ですから。娘が生まれれば、いずれは国王の花嫁にと親は考えるでしょう。カルヴィン陛下には三人も王子様がおられましたし、その中のどなたかにという目もく
 論ろ
 見み

 だったのでしょうね。なのでテレーゼ姫ご本人にも、そういう教育をされたのでしょう。おまえは、この国の王妃になる身なのだから、他の男を容易に近づけてはいけない、容よう
 貌ぼう

 を磨みが

 き、教養を身につけ、常に威厳を持って振る舞えと」

　公爵家に生まれたときから、テレーゼの人生は定められていたのだと。

　ルドヴィークはアーデルハイドが迎えに来るまで、自分が国王の息子だなんてまったく知らず、義父の服屋で、のんきに接客をしていたのだが。

「実際、三男のミルトリアス様とは婚約寸前までゆきましたしね。ミルトリアス様が女性よりも男性のほうがお好きで、『女の妃を持つなんて、じんましんがでる。跡継ぎが必要なら、私が気に入る男性を養子に迎える』と主張されるかたでなければ、ミルトリアス様の即位と同時にご結婚されて、王妃になった一ヶ月後にミルトリアス様が亡くなられて、十八歳の未亡人になられていたはずですよ」

　男性好きのミルトリアス前国王が、アーデルハイドを美青年と思い込んで言い寄り、女性とわかって手のひらを返した話は聞いていたので、

「ならテレーゼは、ミルトリアス国王と結婚しなくて良かったね」

　と言ったら、

「どうでしょう。一度は嫁いで、〝元王妃〟の称号を得るほうが、十八歳の売れ残りの姫と言われるよりも、ご本人的には自尊心が満たされたかもしれませんよ」

　と、また辛辣な言葉を返してきた。

「どのみち王妃になれなかった時点で、彼女の人生も終わっているのですよ。この先はご生家の公爵家で、行かず後家のご意見番として、うっとうしがられながら余生を過ごされるか、男やもめの高齢の貴族の後妻にでもなるかでしょうね」






　　　　　◇　◇　◇







「さぁ、次はテレーゼ様のオルゴールを、ご披露してくださいませ」

「ベルトラムの作品をじかに拝見できるだなんて、わたくし先ほどからずっとドキドキしておりますのよ」

　窓から冬の澄んだ光がきらきらと射し込むサロンで、若い令嬢たちがそれぞれ自じ
 慢まん

 のオルゴールを持ち寄り、品評会を開いている。

　白いクロスをかけたテーブルの上には、これまでに披露されたオルゴールが、いくつも並んでおり、そのどれもが表面に花や鳥や天使の彫刻をほどこしたり、宝石を埋め込んだりと意い
 匠しよう

 を凝こ

 らした高価な品々である。

　だが今日の主役は、テレーゼが所持する世界に十数台しかないと言われている、今は亡き世界的な名工ベルトラムのオルゴールであることを、テレーゼもその取り巻きの令嬢たちも知っている。

（売れ残りのわたくしに気をつかって、開いてくださった会ですものね……）

　そんなむなしさがテレーゼの胸に広がる。

　箱を開け、オルゴールを取り出すと、周りは一斉に溜息をもらした。

　まばゆい輝きを放つそれは、表面にダイヤやルビーやエメラルドやサファイヤの花々がちりばめられ、黄金で縁取られている。

　その黄金にも細かい蔦つた

 が彫り込まれ、窓から降り注ぐ光をはじいていた。

「まぁ、さすがベルトラムですわ」

「ええ、素晴らしいです」

「この彫金の繊せん
 細さい

 さといったら。それにこの優美なライン」

「こんなにおしげもなく宝石を使って。輝きに目がくらみそうです」

「フォルマ公爵家でなければ、これほどのお品は取り寄せられませんわね」

「本当に、テレーゼ様に感謝ですわ」

　オルゴールへの賞賛や、テレーゼを褒ほ

 め称たた

 える声が、次々と上がる。

　普段のテレーゼなら、それをぞんぶんに享きよう
 受じゆ

 して、鼻高々でベルトラムのオルゴールについての蘊うん
 蓄ちく

 を語りまくり、自慢しまくっただろうし、それが楽しくてしかたがなかっただろう。

　けれど今日は、心の真ん中にぽっかりと穴が空いているような気分だ。

　昨日、廊下でルドヴィークに会い、目と目が合ってルドヴィークが微笑みかけてくれたときの、体中が甘くきらめくもので満たされるような感覚と比べると、ただただむなしい。

（ベルトラムのオルゴールが手に入ったときは、あんなに嬉しかったのに……）

　今は、宝石がちりばめられた蓋ふた

 を見ても、金の縁取りを見ても、心がさめていて、ときめかない。

　オルゴールの収集はテレーゼの趣味で、入手が困難なオルゴールほど所持したいという意欲がわき、どれだけ高価でもかまわなかった。むしろ金額が高価であるほど手にしたときの満足感も高く、これまでどれだけの額を注つ

 ぎ込こ

 んだか、わからない。

　それでいて、手に入れて、ひととおり見せびらかしたオルゴールに対しては関心が薄れ、また新しいオルゴールが欲しくなる。

　テレーゼの部屋には、一年に一度も蓋を開けることなく並べられたオルゴールが山のようにあった。

　なにかと喧嘩ばかりのエヴァリーンは、オルゴール集めに熱中するテレーゼをしかめっつらで見ており、





　──また、オルゴールを買うのか？　この前、外国から金ピカなやつを取り寄せたばかりだろう。これは特別な品なのだとか自慢話を延々と聞かされたが、あれがお気に入りだったのではなかったのか？





　と、自分には理解できない、という口調で言った。

　テレーゼのほうも、美容にも美術品の鑑賞にもまったく無縁で、朝も昼も夜も剣の稽古に明け暮れているエヴァリーンの生活を理解できなかったので、そこはおあいこなのだが。





　──だからあなたはダメなのですわ。





　とあきれ返してやった。

（あのときは、綺き
 麗れい

 なものや楽しいものに無縁のエヴァリーンを、かわいそうに思ったのだわ……）

　けれど、本当にエヴァリーンは気の毒だったのだろうか。

　国のため、国王様のために、エヴァリーンは自分の意志で働いている。それがエヴァリーンの生きがいなのだと、ためらうことなく言い切って。

　家の財力で贅沢な遊びを楽しむだけの日々を送っているテレーゼのほうこそ、実際はからっぽなのではないか。





　──わたしがストーブの騎士なら、おまえは『豚を飼った伯爵』に出てくる高慢ちきな王女だ。





　子供の頃、エヴァリーンに言われたことを、また思い出してしまう。

　ストーブの騎士は国を救い、お姫様と結婚するけれど、『豚を飼った伯爵』の王女は城を追放され、伯爵にも見捨てられる……。

　町人の衣服を着たルドヴィークは、お忍びで城下へ出かけたりすることもあるのだろうか。半分は庶民の血を引く彼は、テレーゼたちのこうしたお遊びを、どう思っているのだろう。

　昨日は、楽しそうだね、と微笑まれていたけれど、心の中では無益な集まりだと思われているかもしれない。

　貴族の姫君なんて、気位ばかり高くて愚かだと。

　求婚を断った王女にしっぺ返しをくらわした、あの豚飼い伯爵のように。

（わたくしのことも、虚きよ
 飾しよく

 に溺おぼ

 れる馬鹿な女だと思われているのかも……）

　王国を代表する名家の長女として生まれたことを、これまでテレーゼは誇りに思っていた。

　なのに何故、今になって、それを引け目に感じているのだろう。

　ルドヴィークが庶民の出身だから？

　ルドヴィークが愛妾に迎えたのが、侍女だったから？

　豚飼い伯爵のように庶民の服に身を包む彼もまた、高貴な身分よりも内面の美しさや聡明さを、伴はん
 侶りよ

 に望んでいるのではないか。

（だとしたら、わたくしは……）

　サロンには笑い声と光があふれ、宝石をちりばめた高価なオルゴールから流れる麗うるわ

 しい音楽で満ちている。

「やっぱり今日の一番は、テレーゼ様のオルゴールですわね」

「ええ、これ以上のオルゴールが存在するとは思えませんわ」

　取り巻きの令嬢たちの言葉を、懸命に作り笑いを浮かべて聞いていたとき。





「シエル　ディーノ（失礼いたしますわ）」





　氷がカツンとぶつかって澄んだ響きを立てるような、冷たく美しい言葉が、サロンの中に流れた。

　左右に開いたドアの前に、光沢のある白いドレスに身を包んだ、紫の瞳と黄金の髪の絶世の美女が立っている。

　北の大帝国でしか捕ほ
 獲かく

 できない銀狐の毛皮を、手首にも襟えり
 元もと

 にも惜しげもなく巻き、雪の結晶の形をした高価なダイヤのブローチを胸にはめている。黄金の髪がそのダイヤにも負けないきらめきを放ち、体つきは細くしなやかで、それでいて妖精の国を統す

 べる女王のような威厳を全身から発散させている。

　エンドラ帝国の神聖皇帝の娘にして、大陸一高貴な血筋の女性。田舎いなか

 の小国に嫁ぎ、半分庶民の国王のお妃になったその人が、テレーゼと取り巻きの令嬢たちの前に、ひんやりとした眼差しで立っている。





（カテリナ王妃！）





　圧倒的な威厳にうたれて、身動きもできずに声をなくすテレーゼたちに、北から来た王妃は、この世でもっとも美しく洗せん
 練れん

 された言語と帝国民たちが誇るエンドラ語で告げた。

「トリスティア　デルマ　フィア　アルマ　オルゴーリア（わたくしのオルゴールも、ごらんになっていただけまして？）」






　　　　　◇　◇　◇







「フォルマ公爵家は三大公爵家の筆ひつ
 頭とう

 じゃないか。なのに王妃になれなかったからって残りの人生が終了したみたいに」

　アーデルハイドの言葉に、ルドヴィークは顔をしかめて反論した。

　あの華やかな令嬢の行く末が、行かず後家か年の離れた貴族の後妻しかないなんてあんまりだ。

　けれどアーデルハイドは灰色の瞳で、じっとルドヴィークを見つめて、





「名家の息女だからこそ、ですよ」





　と答えた。

　今日のアーデルハイドは普段よりもおしゃべりだし、わずかだか個人の感情がちらちらと見え隠れしているように感じられる。

　アーデルハイドは、テレーゼを嫌っているのか？

　いや、もっと複雑な事情があるのかもしれないが、今はよくわからない。アーデルハイドは淡々と話し続けている。

「公爵家の家柄を考こう
 慮りよ

 すれば、行き遅れの姫とはいえ、滅めつ
 多た

 な家には嫁げません。高貴な身に生まれた者ほど不自由が多いものです。それは国王様ご自身もよくご存じのはずですが」

　それはそのとおりで、ルドヴィークも国王になるなり、自分の意志とは無関係に北の大帝国から花嫁を迎えさせられた。

　半分庶民のルドヴィークには、大きな後ろ盾と、高貴な血筋の世継ぎを産んでくれる妻が必要だという理由で。

「ましてやテレーゼ姫は、あのご性格ですから。ワルター公爵家のグレーテ姫のように従順に柔軟に立場を変えてゆくわけにはゆかないでしょう」

　アーデルハイドの言葉を、否定したかった。

　ルドヴィークと結婚できなかったからといって、テレーゼにそんな道しか残っていないだなんてことは、ないはずだ。この先、相思相愛で結ばれる相手に出会えるかもしれないし、公爵家の財力に守られ優雅な独身生活を送るのも、庶民から見たらうらやましいことだと。

　なのに、アーデルハイドの言葉を否定もしきれず、もやもやする。

　しかめっ面で口をつぐんでしまったルドヴィークに、アーデルハイドが事務的な口調で言った。

「どのみち、相手がエンドラの皇女では、かなうはずがありませんでしたけれど」






　　　　　◇　◇　◇







（国王様は、このドアの向こうで、忙しくお仕事をされているのだろうか）

　執務室の前でエヴァリーンは、ルドヴィークが出てくるのを待っていた。

　そろそろ勤務に戻らなければならない時間で、

（騎士の職務を放り出すわけにはいかないし……しかたがない。またあとでうかがおう……）

　と、あきらめて去りかけたとき。

　毛皮の縁取りのあるドレスに身を包んだ高貴な女性が、エヴァリーンのかたわらをするりと通り過ぎていった。

（カテリナ王妃？）

　国王様に会いにきたのだろうかと驚おどろ

 いていると、王妃は執務室の前を過ぎ、その奥のサロンが開かい
 催さい

 されている部屋へ入っていってしまった。

（王妃が……サロンに？）






　　　　　◇　◇　◇







（何故カテリナ王妃が、いきなり現れるんですの！）

　テレーゼも、その取り巻きの令嬢たちも、高貴な客人の参加に緊張していた。

　城のサロンは、ある程度身分のある女性であれば参加は自由だ。その中で家柄の差によって自然とグループが形成され、さらにサロンの女王も決まってくる。

　ここ数年、それはずっとテレーゼだった。

　本来ならカテリナ王妃が嫁いできたとき、サロンの女王の座も彼女に明け渡さなければならないはずだったが、大国の皇女である王妃は、森におおわれた田舎の小国であるローデシアをバカにしており、社交界にも一切顔を出さず、普段は部屋に閉じこもっているか、温室で母国から連れてきたペットの猿の相手をしている。

　なので、テレーゼのサロンの女王の座は守られていたし、この先もカテリナ王妃がサロンを訪れることはないと思っていた。

　そんなにローデシアが気に入らないなら、さっさとお国へ帰ればよろしいのですわ、とも。

　夫である国王に対して、冷ややかな態度を隠そうとしないカテリナ王妃を、家臣や侍女たちが嫌っているように、テレーゼも令嬢たちも王妃に反感を持っている。

　だからこれまで誰も『王妃様をサロンにお誘いしましょう』と言い出す者はいなかった。もしかしたらテレーゼにも遠えん
 慮りよ

 していたのかもしれない。

　なのに、今さら王妃のほうから乗り込んでくるなんて！











　カテリナ王妃は、入り口のところにひんやりした表情で立っている。

　王妃があんまり美しくて、上から下まで高貴な様子なのに、みんな驚いたり怖お

 じ気け

 づいたりして、声を出せずにいた。

　それに下手にエンドラ語で話しかけて、単語を間違えたり発音を笑われたりしたらという不安もあるのだろう。

　歓迎されていない空気をものともせず、北の大帝国の皇女は冷たく美しい眼差しをテレーゼたちに向けている。

　緊張に耐えられなくなった一人が、ようやく、

「る、ルワーゼ　イルーノ（こ、光栄ですわ）。エルム　デル　サラーチェ（どうぞこちらへ）」

　と、ぎこちないエンドラ語でカテリナ王妃を席に案内する。真っ赤な顔でたどたどしく語る彼女を笑える者は、テレーゼたちの中にはいない。

　みんな胃がしめつけられる思いに違いない。

　カテリナ王妃の唇くちびる

 から、流れるような言葉がこぼれた。





「ノア　デゼーブ（結構よ）」





　テレーゼも他の令嬢たちも、教養のひとつとしてエンドラ語を学びはしたが、ローデシアの城内で流りゆう
 暢ちよう

 にエンドラ語を話せるのは侍じ
 従じゆう
 長ちよう

 のアーデルハイドくらいなので、正しいエンドラ語を教える人材がおらず、簡単な単語や会話しかわからない。

　それでも、用意された席を王妃が拒否したことはわかった。





「レセル　ミラ　デルマ　フィア　アルマ　オルゴーリア（それよりも、わたくしのオルゴールをごらんになって）」





　氷の彫像のような顔つきのまま、光沢のあるドレスの裾をさらりさらりと揺らし、金色の靴くつ

 をはいた小さな足で優雅にテーブルのほうへ進み出て、手にしていた小さな天鵞絨ビロード

 の箱のリボンを、細い指先ではらりとほどく。

　金色のリボンが白いテーブルの上にこぼれ落ちると、王妃の瞳と同じ、品のある紫の箱の蓋を持ち上げた。

　その中から現れたのは、若草色の染料で塗ぬ

 られた木のオルゴールだった。

　北の大帝国の皇女のオルゴールは、どれほど贅をこらした逸いつ
 品ぴん

 かと息をひそめて見入っていたテレーゼたちは、地味な木のオルゴールを見て拍子抜けした。





　普通の質素なオルゴールですわね。





　宝石も彫刻の飾りもなくて、まるで町の雑貨屋で売られているような。





　あんな地味なオルゴールしかご用意できないなんて、エンドラ帝国はそれほど裕福ではないのかも。





　テレーゼ様のベルトラムのオルゴールのほうが、はるかに勝っていますわ。





　令嬢たちの顔に、戸と
 惑まど

 いや安あん
 堵ど

 が浮かぶ。

　テレーゼも、

（ひょっとしたらカテリナ王妃は、品評会が高価なオルゴールを見せびらかす集まりだということが、おわかりでないのかしら）

　と考える。

　それで、単に個人的な思い入れのあるお気に入りのオルゴールを持ってきたのかもしれない。

　そんなオルゴールは、この場では失笑を買うだけなのに。

（だとしたら、カテリナ王妃はわたくし以上の世間知らずですわ）

　神聖皇帝の皇女だからと必要以上に身構えすぎていただけで、実際はテレーゼの敵ではなかったのかもしれない。





　が──。





　カテリナ王妃が白魚のような手でオルゴールの蓋を開けたとたん、部屋の空気がまた変わった。

　若草色のオルゴールから、精せい
 巧こう

 に造られた一羽のナイチンゲールが現れたのだ。

　まるで緑の森に可愛らしい小鳥がふいに舞い降りたかのような精せい
 緻ち

 さで、今にも翼を広げて羽ばたきそうだ。

　そのナイチンゲールが、歌い出した。

　耳に心地よい可憐な旋せん
 律りつ

 が、愛らしいくちばしから流れてゆく。

　チチチ……とさえずり、歌い、またさえずり……時折おじぎするように頭を下げる。

　その仕草がなんともいえず愛らしく、奏でられる調べも晴れやかで美しく、爽やかな森の朝を連想させる。

　カテリナ王妃が、ナイチンゲールの歌声にも負けない美しい声で告げる。





「フィア　アレクサンドル　ディーズ　レア（アレクサンドルの最新作ですわ）」





　アレクサンドル、という名称に、テレーゼたちにまた驚きが走る。

　それは神のオルゴール師とうたわれる当代きっての名工だ。

　神殿に工房を持つ彼は、すべての作業を一人で行い、自分が気に入った客にしかオルゴールを作らないと言われている。

　彼が制作したオルゴールは、一見木製で簡素に見えるが、蓋を開ければ中の小鳥に命が吹き込まれ、天上の音楽を奏でるのだと。

「あの、神のオルゴールの最新作？」

「どうりで胸が揺さぶられたはずですわ」

「オルゴールでこんなに感動したのは、はじめてです」

　令嬢たちが興こう
 奮ふん

 して言い合う。





「ルルーカ　メルシ　ファビア　ローゼ（見た目の華か
 美び

 さのみを、たたえてはならない）、ファルーチェ　シリア　ドロルテ（精神の美しさこそが、内面から人をも物をも輝かせる）──ケルティー　アレクサンドラ　ヴィーア（アレクサンドルの言葉ですわ）」





　テレーゼは青ざめた。

　切れ切れにではあるが、カテリナ王妃の言葉を理解したためだ。

　見た目の華美さのみを、たたえてはならない。

　それはテレーゼのオルゴールに対するあてつけではないか。

　令嬢たちは、無む
 邪じや
 気き

 にうなずいている。

「そのとおりですわ！」

「きらびやかなだけの高価なオルゴールよりも、このナイチンゲールの歌声のほうが、何十倍も素晴らしいです」

「ええ、宝石や黄金も色あせて見えますわね」

　ひとしきり盛り上がったあとで、彼女たちは失言に気づいたらしい。

　ひどくばつが悪そうにテレーゼのほうを見た。

　その申し訳なさと同情に満ちた眼差しは、テレーゼの胸を余計に突き刺した。

（どうして、そんなお顔をなさるんですの？　みなさん、困っている目で、わたくしのほうをごらんになりますの？　わたくしのことを、みじめな女だと思っておりますの？）

　外見だけを華美に飾り立てて、中身はまったくない、売れ残りだと。

　やめて！　見ないでくださいませ！

　テレーゼは震える足でテーブルに歩み寄り、カテリナ王妃のオルゴールの隣となり

 に並んで置かれていた、ごてごてと宝石をちりばめた自分のオルゴールを、つかみ上げた。

「ま、まったくですわ。ベルトラムのオルゴールをアレクサンドルのオルゴールと並べるのは下品ですわね。そもそも系統が違いますもの」

　カテリナ王妃の言葉も仲間たちの失言も、まったく気にしていないという態度をとりながら、顔はがちがちにこわばり、唇もうまくつり上げることができず、オルゴールを持つ手は足と同様に震えていた。

「こちらのオルゴールは、お目汚しでしょうから下げますわね」

　フォルマ公爵家の令嬢が、こんな卑屈な言葉を。

　無理矢理笑って。

　喘あえ

 ぐように口にして。

　屈辱で息が止まりそうだ！

　でも笑わなければ。なんとも思っていない振りをしなければ。

　オルゴールを箱にしまおうとした瞬間、手がすべって落としてしまった。

　テーブルの角に当たったオルゴールの蓋がはじけ飛び、テーブルの上にガシャン！　と落ちる。本体は床に叩たた

 きつけられ、割れた破片が飛び散った。

「きゃあ！　ベルトラムのオルゴールが！」

　令嬢たちから悲鳴が上がる。

　テレーゼは床に落ちた破片を、茫ぼう
 然ぜん

 と眺めていた。

　こんなにあっけなく、こんなに突然、壊こわ

 れてしまうなんて。

　あんまり愕がく
 然ぜん

 として、そのまま動けずにいると、カテリナ王妃のドレスの裾が、すっと揺れた。

　テーブルのほうへしなやかな手を差し伸べ、醜みにく

 い亀き
 裂れつ

 の入ったオルゴールの蓋を取り上げ裏側に目を落とす。

　眉一つ動かさず、どこまでも冷ややかで高貴な表情で。ひんやりした紫の瞳が壊れたオルゴールの蓋を、じっと見つめている。

　カテリナ王妃の謎なぞ

 めいた行動に、騒然としていた部屋の中が静まりかえる。

　そうした中で、王妃が口を開いた。

　それまでエンドラ語でしか話さなかったのが、テレーゼたちが使っているダール語で。しかも完かん
 璧ぺき

 な。





「こちらは贋がん
 作さく

 ですわね」





　一瞬、なにを言われたのか、わからなかった。

　贋作？

　今のもエンドラ語？　いいえ……ダール語ですわ。





「ベルトラムの作品は、蓋の裏にダイヤの印が刻まれます。わたくしはエンドラの宮殿でベルトラムのオルゴールを日常的に見ておりましたが、そちらにはダイヤの印がありました。こちらのオルゴールにも印自体はありますが、ダイヤの半分しか刻まれておりません。ベルトラムの弟子が作った贋作であるという証あかし

 です」





　サロンの中は痛いほど静かで、窓から明るい光が降り注いでいるのに、空気が冷え冷えとしている。





「贋作でも、ベルトラムの弟子の作品でしたら相応の価値はありますわ。贋作とご存知の上で手に入れたお品であるならば。それでも〝本物〟にはかないませんけれど」





　王妃が話しているのはダール語なのに、テレーゼの耳には遠い異国の言葉に聞こえる。いっそ本当にそうだったら、どれだけ良かったか。

　それなら、言葉の意味を知ることもなかったのに。

　最後までひんやりした美び
 貌ぼう

 を崩すことなく語り終えたあと、カテリナ王妃はアレクサンドルのオルゴールが入った天鵞絨の箱を品よく抱え、





「ミア　エクステ（失礼いたしますわ）」





　この上なく優雅で美しいエンドラ語で告げると、しなやかな背中を向けて部屋を出て行った。

　テレーゼの誇りを、粉々に打ち砕いて──。

「わ、わたくし、少し頭痛がして」

　テレーゼはどうにか声を絞り出した。

　仲間の令嬢たちに哀れみの言葉をかけられるのも、同情の目で見られるのも、我が
 慢まん

 できない。

　舌を嚙か

 みきったほうがマシだ！

　なので、なにか言われる前にその場から逃げ出した。走りながら涙があふれてくるのは、わずかに残る矜きよう
 持じ

 を懸命にかき集めても、止めようがなかった。






　　　　　◇　◇　◇







　カテリナ王妃がサロンに乗り込んできて、フォルマ家のテレーゼ姫の自慢のオルゴールが贋作であることを指摘して大恥をかかせたという話は、サロンがテレーゼ姫の退場で中断した直後から、つむじ風のような速さで城内に広まった。

「皇女サマは、帝国から持ち込んだ超レアなオルゴールを披露して、テレーゼ姫に、そりゃあキツイ嫌みを言ったらしいぞ」

「しかもテレーゼ姫のオルゴールが偽物だって、ダール語で指摘したらしい」

「ええーっ、王妃はエンドラ語しかしゃべれないんじゃないの？」

「そこが皇女サマのいやらしいところさ。その気になればダール語も完璧に話せるのに、普段はお上品なエンドラ語でしか会話しないのさー。田舎の小国で使われている野や
 蛮ばん

 な言葉なんて口にしたくもないってことだろ」

「なのにテレーゼ姫のオルゴールが偽物だって、周りにもわかるように、わざとダール語で話したのね。えげつなーい」

「テレーゼ姫は、カテリナ王妃が退出するなり、泣きながら部屋を飛び出していったそうだぜ」

「あの、いつも扇をばさばさ振って高笑いしている強気なテレーゼ姫が！　それはよっぽどよ！　王妃様、怖ぁぁぁぁぁ
 い！」

「やっぱりサロンの中心で目立ってるテレーゼ姫が、王妃も目め
 障ざわ

 りだったのかもしれないわね。自分こそがこの国の女王だって見せつけたかったのかも」

「そうね、国王様が寵姫を迎えて、王妃様の存在がかすんでいたから怒ってたんだわ」

「だとしたらテレーゼ姫は、とんだとばっちりだな。ただでさえ国王様の花嫁にもなれずに売れ残って微妙な立場なのに、皇女サマにまでいたぶられて、気の毒になぁ」

　城のいたるところで、カテリナ王妃の悪役っぷりと、テレーゼの完全敗北について語られているのを、ルドヴィークも廊下で耳にし、仰ぎよう
 天てん

 した。

（なにをしているんだ、王妃！）

　大慌てで、カテリナ王妃を探しに出かける。

　そろそろ夕暮れ時で、庭園は茜あかね
 色いろ

 に染まりはじめている。この時間帯、王妃はフロリンの姿で城内を歩き回っているだろうか。それとも温室でキーキの相手をしているだろうか。

（まず庭へ行ってみよう！）






　　　　　◇　◇　◇







「なんだと？　テレーゼが？」

　その頃エヴァリーンも、サロンでの一件を聞いて驚きの声を上げていた。

「今の話は本当なのか？　グレーテ」

　騎士団の訓練を終えたばかりのエヴァリーンに、テレーゼの災さい
 難なん

 を伝えにきたのは、もう一人の幼なじみで、ワルター公爵令嬢のグレーテだった。

　淡い金色の髪と若草色の瞳が淑しと

 やかな印象を与える物静かな彼女が、わざわざ噂うわさ
 話ばなし

 をしにくることはない。なのでテレーゼの身に起きたことはすべて事実なのだろう。

「ええ。わたしはその場にはいなかったけれども、他の子たちもテレーゼのことを心配していたわ。あんなに動どう
 揺よう

 して震えているテレーゼを見たのは、はじめてだって」

　グレーテが品よく眉根を寄せる。

「そうか……」

　カテリナ王妃が冷たい空気をまとってサロンへ入ってゆく姿が、エヴァリーンの脳のう
 裏り

 に浮かぶ。

　仕事に戻らねばならなかったので、気がかりながらも、あのあとすぐにあの場を離れたのだが、部屋の中でそんなことがあったとは。

「しかし何故、カテリナ王妃がテレーゼを。お嫁さんにしたい子番付でもテレーゼは七位で、他に上位の女の子がいたはずだ」

「そうね……テレーゼが普段から目立っていたからかもしれないけれど……王妃様の考えは、わたしにもよくわからないわ。ただ、テレーゼが王妃様の不興をかって、みんなの前で辱はずかし

 めを受けたのは事実よ。テレーゼにとっては、国で一番高貴な女性であることはなにより大切なことで、それにふさわしい振る舞いをしようと、いつもやりすぎなほど頑張っていたから、それ以上に高貴な王妃様から、みんなの前でやりこめられたのは辛つら

 かったでしょうね」

　確かにテレーゼは目立っていたし、高慢で出しゃばりだった。

　自分こそがこの国の王妃にふさわしいと、おおっぴらに声を上げる様子は、王妃から見たら腹立たしいものに違いなく、エヴァリーンもあきれていた。

　けど、しかたがない。

　テレーゼは、そういうふうに育てられたのだから。

　この国の王妃になるのだと。国で一番高貴な女性であらねばならないと。

（テレーゼは昔から単純で、グレーテほど客観的ではないし賢くもないんだ）

　本当に──はたから見ていて、ついやかましく忠告したくなることばかりで。

「っっ、テレーゼを探してくる」






　　　　　◇　◇　◇







（どうしよう……わたし、やりすぎちゃったかも）

　話題のもう一人の中心であるカテリナ王妃は、フロリンの姿でテレーゼを探して城内をうろついていた。

　耳に入ってくるのは、エンドラの皇女がどれほど冷酷でえげつないかということと、テレーゼ姫は売れ残りの上に王妃様にもいたぶられて、立ち直れないのではないかということばかりで。

　自分の悪評についてはいまさら気にしてもしかたがないけれど、テレーゼについては直接責められているようで胸がズキズキしたし、後悔していた。

（あそこまでするつもりじゃなかったのに）

　テレーゼがベルトラムのオルゴールを披露すると聞いて、それ以上のオルゴールを見せびらかし、皮肉を言った。

　それでじゅうぶんなはずだった。

　ルドヴィーク国王には性根のねじ曲がった怖い正室がいて、愛妾になろうものならいじめられるとわかれば、テレーゼも引き下がるだろうと。

　それが図太く見えたテレーゼが、こちらの想定以上に動揺し、自分でオルゴールを落として壊してしまい、それが贋作だとわかり、ついダメ押しをしてしまった。

（ダール語で、あんなひどい指摘をするなんて、みんなの言うとおり、わたしは思いやりのかけらもない極悪女王だわ）

　サロンを出たあと、こっそり物陰に隠れて様子をうかがっていたら、テレーゼが泣きながら部屋を飛び出していった。

　それを見て罪悪感で張は

 り裂さ

 けそうになり、温室へ行ってキーキに「わたし、意地悪がすぎたかしら」とつぶやいているあいだも、部屋に戻ってからも、テレーゼの泣き顔が頭にこびりついて離れなかった。

　それでたまらなくなって、亜麻色のかつらをかぶり、町娘の服に着替えて、テレーゼを探しに出かけたのだ。

　温室からずっとついてきた白い小猿のキーキが、カテリナ王妃の肩から身を乗り出して心配そうに、小さな顔をカテリナ王妃の頰にすりよせてくる。

　きっと情けない顔つきをしているのだろう。

　消え入りそうな声でつぶやいた。

「スレール（ごめんなさい）」






　　　　　◇　◇　◇







　カテリナ王妃を探して庭へ出たルドヴィークが見つけたのは、茂みの後ろに隠れて、鼻をすんすん鳴らしているテレーゼだった。

　日が落ちかけた庭は、冷気が肌に染みこむほど寒く、吐く息も白く濁にご

 っているのに、頭からすっぽりかぶったマントにくるまって、くすん、くすん、と小さくしゃくり上げている。

　エメラルドの瞳からぽろぽろ涙がこぼれていて、ときどき片手でごしごしぬぐうが、それでも涙があとからこぼれ出す。

（ずっとここで、一人で泣いていたんだろうか……）

　あの誇り高そうなお姫様が。

　ルドヴィークは胸がズキッとした。





　──テレーゼ姫は、カテリナ王妃が退出するなり、泣きながら部屋を飛び出していったそうだぜ。





　──ただでさえ国王様の花嫁にもなれずに売れ残って微妙な立場なのに、皇女サマにまでいたぶられて、気の毒になぁ。





　カテリナ王妃が、みんなの前でテレーゼに恥をかかせたのは、ルドヴィークとの仲を疑って牽けん
 制せい

 をかけたのに違いない。

（僕のせいだ。僕が王妃にちゃんと説明しなかったから）

　カテリナ王妃がルドヴィークが浮気したと怒っていたので、ルドヴィークのほうもついムキになってしまった。

　どうせ王妃は、僕の妻になる気も、子供を産む気もないのだから、誤解されたままでもかまわないと。

（そのせいでテレーゼがひどいめにあって……こんなふうに一人で泣いていて……）

　胸がひりひりして、テレーゼに対して申し訳なくて、泣いているテレーゼが可か
 哀わい
 相そう

 で──夕日が落ちてゆく中、ルドヴィークはそっと歩み寄った。





「こんなところにいたら風邪を引いてしまうよ、テレーゼ」





　胸をズキズキさせながら声をかけると、テレーゼがマントの下で、びくっと肩を揺らして、涙でいっぱいの瞳でルドヴィークを見上げた。

　声をかけてきたのがルドヴィークだと気づくなり、また小さく身じろぎし、泣いている顔を見られたくないというように両手でマントを深く引きおろし、もっと縮こまってしまった。

　かろうじて見える唇を震わせて、精一杯強がって言う。

「ゆ、夕焼けを見ていたんです。寒さには強いから平気です。邪魔をしないでいただけますか」

　口調はつっけんどんだが、語尾も唇と同様に隠しようもなく震えている。

　それだけではなく、マントでおおわれた肩のあたりも、ふるふると小刻みに……。

「ほ、本当に……お気き
 遣づか

 いいただくほどのことでは、ありませんから」

　きっと王妃のことを言っているのだろう。

　ルドヴィークの胸が、またズキッとする。

　たいしたことでないはずがない。

　現に、テレーゼは茂みの後ろに隠れるようにして、一人で泣いていたではないか。

　なにかテレーゼを慰なぐさ

 める言葉をかけたかった。けれど、もどかしさだけが積み重なってゆくだけで、実際にルドヴィークの口から出てきたのは、謝罪の言葉だった。

「すまない」

「なぜ謝るんですか」

「それはえーと……」

　きみが王妃に意地悪をされたのは、王妃がきみと僕の仲を誤解しているからだなんて言えない。

　ルドヴィークは歯切れの悪い声で答えた。

「王妃がしたことだし、僕にも責任が」

「ありません」

「でも」

　丸まったマントの下から、またしゃくり上げる声と、洟はな

 をすする音がした。

　テレーゼがかきよせたらしく、マントに包まれた体がさらに小さくなって、その体が弱々しく震えていて、

「わたくしが、贋作のオルゴールを、そうとは知らずに手に入れて、いい気になっていたのは事実です」

「それは……」

「その宝石で飾り立てられたオルゴールよりも、カテリナ王妃が披露した木製のオルゴールのほうが、皆を感動させたことも」

「そんなの比べるものじゃないよ。自分がいいと思ったものが、本当にいいものなんじゃないか」

「ええ、そうですわね……カテリナ王妃にも言われました。見た目の華美さのみを、たたえてはならない。精神の美しさこそが、内面から人をも物をも輝かせると……外見のきらびやかさや、高価さにのみに価値を見いだしていたわたくしには、とても痛い言葉でした」

　それでもいいじゃないか。外見が優れたものにだって、内面が美しいものに劣おと

 らないくらい価値がある。

　だって僕は、綺麗なレースやフリルで女の子を飾り立てるのが大好きだから。

　可愛いことも、美しいことも、高貴なことも、恥じることじゃない。

　今、ルドヴィークがそう言っても、きっとテレーゼの心には届かないだろう。

　それほどテレーゼは傷ついて、自信を喪そう
 失しつ

 している。

「で、ですから……国王様に、一切責任はありません」

　ひっく、とか弱げに喉のど

 を鳴らす。

「単にわたくしが、『豚を飼った伯爵』に登場する愚かな王女であることが、証明されただけです」

　哀かな

 しそうに、そうつぶやいた。

（『豚を飼った伯爵』って……お伽話？　どんな話だったっけ？）

　何故、そのお伽話をテレーゼがいきなり持ち出したのか、ルドヴィークにはよくわからなかった。

　が、テレーゼの涙まじりの声を聞いているだけで、もう胸がいっぱいになって、たまらなくなった。

　見ているだけなんて、とても無理だ！

「テレーゼ、建物の中へ入ろう」

　マントの布ごと腕をつかんで立たせようとすると、テレーゼは怯おび

 えたように、びくっとし、

「放っておいてください」

　と、ルドヴィークの腕を振り払おうと、もがいた。

　マントがテレーゼの頭からずり落ち、泣き顔をルドヴィークの前にさらす。

　誇らかな高笑いが似に
 合あ

 う華やかな顔はぐちゃぐちゃで、緋ひ
 色いろ

 の髪も乱れてカールが半分とれている。

「み、見ないでください、あっちへ行ってください」

　ルドヴィークにつかまれている腕を振り回し、残る片手で顔を隠そうとする。テレーゼの腕はマント越しにもわかるほど冷え切っている。

「はなしてください！　豚を飼った伯爵だって、王女のバカさかげんにあきれて見捨てたんですから」

「僕は服屋の店員だったけど、豚を飼ったことはないよ！」

　テレーゼがあんまりかたくななので、多少強ごう
 引いん

 にでも、あたたかい場所に連れて行ったほうが良いと、ルドヴィークはテレーゼの腕を強めに引いた。

「きゃっ」

　テレーゼが小さく悲鳴を上げる。

　足がよろけたらしく、体ごとルドヴィークのほうへ倒れ込んでくる。

　これはルドヴィークも想定外だった。

　しまった、強く引っぱりすぎた！

　焦って支えようとするが、こちらへ倒れてくるテレーゼの勢いが強すぎて、手前で支えることができず、テレーゼの体をまるまる受け止めたまま、芝生しばふ

 に仰あお
 向む

 けに倒れ込んでしまう。

　テレーゼがまた悲鳴を放つ。

　テレーゼに怪け
 我が

 をさせてはいけないと、ルドヴィークはテレーゼの背中に腕を回して、自分の体の上に落下させるように、抱き込んだ。

　テレーゼの緋色の巻き髪がルドヴィークの頰や喉にかかり、冷え切った体がルドヴィークの上に重なるように落ちてくる。

　細い腰や、薄い背中を夢中で抱きしめる。

　次の瞬間、ルドヴィークの唇にやわらかなものがふれ、視界いっぱいに、目を丸くして驚きの表情を浮かべているテレーゼが映った。

（え……もしかして……）

　ルドヴィークの唇を押しつぶすようにして、ぴったりと重ねられている、このやわらかなものは……。





（テレーゼとキスしてる？）





　テレーゼは目をむいたまま、かたまっている。

（うわああああああああ
 ）

　これはマズい！

　絶対マズい！

　ルドヴィークにとっては何度目かのキスでも、国王の花嫁候補だったテレーゼには、おそらく初めてのキスで──。

　ルドヴィークが身を起こそうとしたとき、さらに想定外の出来事が起こった。





「て、テレーゼ！　国王様っ！」





　日が落ち、薄暗くなった庭に、騎士エヴァリーンが現れたのだ。

　エヴァリーンの眼差しは草の上で唇を押しつけあい、抱き合ったままのルドヴィークとテレーゼに向けられている。

　それだけではない。





「ルディっ！　あなた、なにしてるの！」





　フロリンの姿をしたカテリナ王妃が、肩に猿のキーキを乗せ、握りしめた両手のこぶしを口もとにあてていた。

　テレーゼの体を起こすのと同時に、ルドヴィークも跳ね起きる。

　二人並んで草の上に座り込んだまま、

「こ、これは事故で──」

　と、口をぱくぱくさせた。

　そう、事故だ！　事故なんだ！

　エヴァリーンがひどくショックを受けている顔で、

「て、てててテレーゼが国王様と？　そんな、まさか──それじゃあ、わたしはどうしたら」

　と、うろたえる。

　国王の情事の現場に居合わせたことがよほど衝しよう
 撃げき

 だったのか、半泣きだ。

　そのとたん、ルドヴィークの隣で硬直していたテレーゼが、はっとした顔でエヴァリーンを見上げた。

「エヴァリーン、あなた……」

　カテリナ王妃は肩を震わせている。

　これはテレーゼの着替えを手伝っていたときと同じパターンだ。

　いや、あのときよりももっと悪い。

　あれは王妃の早とちりだったが、今回は事故とはいえ、実際にキスしている。

　王妃の怒りが伝わっているのか、肩に乗っているキーキの表情もまた険けわ

 しくなり、白い毛におおわれた小さな体を前のめりに倒し、ふー、ふー、と唸うな

 っている。

　ルドヴィークが身の危険を感じて、

「とにかく中で話そう。テレーゼも、エヴァリーンも、フロリンも」

　と誘ゆう
 導どう

 しようとしたとき、カテリナ王妃の唇から低い声が漏も

 れた。

「やっぱり……浮気してたんじゃないの」

　ルドヴィークの背中と首筋が、さっと粟あわ
 立だ

 つ。

　カテリナ王妃が、キーキをつかむ。

　キーキが尻尾しつぽ

 をピンと立て、歯をむき出しにする。

「うああああああ
 、フロリン、それはよくない！」

　ルドヴィークが止めようとしたときには、カテリナ王妃はうなぎのクリームパイの代わりにキーキを、ルドヴィークの顔めがけて投げつけてきた。

　テレーゼを巻き添えにしてはいけないと、突き放す。

　キーキがルドヴィークの顔に飛びつき、爪で思いきり引ひ

 っ掻か

 き回まわ

 す。ルドヴィークの絶叫がとどろく。

　その騒ぎは衛えい
 兵へい

 が駆けつけ、五人がかりでキーキを引き離し、捕ほ
 獲かく

 するまで続いたのだった。

　そのあいだにカテリナ王妃はどこかへ行ってしまい、エヴァリーンは衛兵たちと一緒にキーキを捕獲すべく奮ふん
 闘とう

 し、テレーゼは──。





「そう……。そうだったのですわね……エヴァリーン。あなたも……国王様のことを……」





　マントの端をぎゅっと握りしめ、憂うれ

 いのにじむ瞳で、幼なじみの騎士を見つめていた。
















「痛っ！」

「ご、ごめんなさい……ルディ」

「いや、大丈夫、ちょっとぴりっとしただけだから」

　顔中を引ひ

 っ掻か

 き傷きず

 だらけにしたルドヴィークは、国王の私室でミーネに手当をされている。

　薬をしみこませた綿をピンセットでつまんで、それで傷口をそっと撫な

 でていたミーネが心配そうに眉まゆ

 を下げるのに、

「本当に平気だから」

　と、もう一度笑ってみせる。

　ミーネはまだちょっと心配そうに、

「このくらいなら……よい、ですか？」

　と傷口の上で、さらに優しく慎しん
 重ちよう

 に綿を動かす。

「うん、気持ちいいよ」

「よかった。また痛かったら、言ってくださいね」

　ミーネがようやく、やわらかな笑顔を見せる。

　反対の手でルドヴィークの顔にふれて、内気な指先を、生々しい傷痕におずおずと這は

 わせて、

「早く、治りますように」

　と、つぶやくのに、ルドヴィークは胸がジーンとしてしまった。

　カテリナ王妃にキーキを投げつけられ、白い悪魔に暴ぼう
 虐ぎやく

 のかぎりを尽くされ、さらに駆けつけた衛えい
 兵へい

 たちからも、また国王様が王妃様の猿に引っ掻かれた、よほど王妃様にもそのペットにも嫌われているのだろう、お気の毒に、という目で見られたあとだけに、ミーネの純粋な優しさが心に染みる。

　同時に、申し訳なさもわいた。





（僕は、テレーゼにキスしてしまったんだ）





　やむをえない事故とはいえ、テレーゼの唇くちびる

 にルドヴィークの唇が重なった事実は変わらない。

　王妃の怒りはもっともだし、これまでルドヴィークを慕した

 ってくれていた騎士のエヴァリーンも、唇をぎゅっと引き結んで泣き出しそうな下がり眉になっていた。そんななんとも言えない哀かな

 しげな表情を浮かべて、ルドヴィークと目が合うなり露ろ
 骨こつ

 に顔を横に向けてしまった。

　きっとルドヴィークのことを、妻も愛人もいるのに、別の令れい
 嬢じよう

 と庭で情事にふけるような節せつ
 操そう

 のない男と失望したのだろう。

　真ま
 面じ
 目め

 な彼女は、もうルドヴィークにこれまでのような信頼を寄せてくれないかもしれないと思うと、心が痛い。

（テレーゼも……）

　苦しそうな暗い顔で、ルドヴィークと視線を合わせるのを避さ

 けていた。エヴァリーンが声をかけようとすると、それすらも避けるように、





　──屋や
 敷しき

 に戻りますから、馬車の手配をしてくださいな。それと服を直したいので侍じ
 女じよ

 も。





　と、衛兵にぎこちない口調で告げ、ルドヴィークにもエヴァリーンにも挨あい
 拶さつ

 をせず、立ち去った。

　これ以上、この場所には一秒たりともいたくはないというように、落ちたマントを頭からかけ直して、せかせかと。

　その背中が小さく頼りなく見えて胸がしめつけられたことや、唇が重なったとき、テレーゼが大きく目を見開いてルドヴィークを見下ろしていたことを思い出して、また胸がきゅーっとした。

　ミーネに優しく手当をしてもらっているのに、他の女性のことを気にしているだなんて。

「ゴメン……ミーネ。僕は、他の女の子とキスをしちゃったんだ」

　ひりひりした気持ちのまま、謝る。

　いくつもの障害や葛かつ
 藤とう

 を乗り越えて、ルドヴィークのお嫁よめ

 さんになってくれた内気な女の子は、ちょっぴり驚おどろ

 いている顔でルドヴィークを見つめている。

「僕のこと怒ってもいいよ、事故でもキスしたのは間違いないから」

　懺ざん
 悔げ

 するルドヴィークを、ミーネはつつましく唇を閉じたまま思案するように見ていたが、やがて微笑ほほえ

 んだ。

「いいえ、あなたは、わたしが独占できるかたではありませんから」

「えーと……それって僕が浮気しても平気ってこと？　それはそれであの、ショックなんだけど」

　カテリナ王妃のように、うなぎのクリームパイや猿を投げつけてほしいとは言わないけれど、もう少し焦あせ

 ったり、哀しんだりしてくれてもいいのでは。

　男の勝手な言い分だとわかっているが、こうもおだやかに口にされると、実は愛されていないのではと、がっくりしてしまう。

　ルドヴィークが肩を落とすのを見て、ミーネが慌あわ

 てて言う。

「あ、違うんです。そういう意味ではなくて……その……わたしは、あなたを心からお慕いしていて、わたし自身はあなただけのもの……です」

　勿忘草わすれなぐさ

 の色をしたあどけない瞳が一いち
 途ず

 にルドヴィークの瞳を見つめて、小さな声で、一言一言に思いを込めるように語る。

「けれど、あなたは……おばあさんから聞いた楽園ハレム

 のご主人様みたいに、広くて大きなかただから」

「ハレムの？」

　森で会った青い髪かみ

 の少女の予言が浮かんだ。





　──おまえは、望めば楽園の主あるじ

 にもなれるだろう。





　見たことのない透ける素材の布を華きや
 奢しや

 な体にまとった、猫の目のような金色の瞳をした少女は、ルドヴィークに向かってそう断言した。





　──他人がうらやむすべてを、おまえは手に入れる。地位も、富も、愛情も、平穏もだ。そのために必要な一番目から六番目までは、おまえのものだ。





　あの少女が何者なのか。

　自分は、あの少女に現実に会っているのか。それとも、あれは森が見せた白昼夢なのか、いまだに判断できずにいる。





　──だが、七番目だけは、おまえのものにならない。





〝七番目〟が、なにを示すのかも……。

　ハレムとは、ミーネの祖母たちの故郷の言葉で〝楽園〟を意味するのだと、前にミーネが話してくれた。

　ミーネの祖父母は砂漠が広がる異国の地から、ルドヴィークたちが暮らす大陸に流れ着いた人たちであることや、ミーネの祖母がハレムにいたこと。

　そこはこの世でもっとも美しく贅ぜい
 沢たく

 な場所で、そこに暮らす女の人たちは、みんな天女のように綺き
 麗れい

 で、甘いいい香りがしたのだと。

　ハレムには、たった一人のご主人様がいて、彼女たちが彼に仕えていたこと。





　──おばあさんのご主人様は、とてもご立りつ
 派ぱ

 でお優しいかただったって。





　──良いご主人様がいるハレムは、本当に楽園のようで……おばあさんは、ずっとそこにいたかったのだけれど、ご主人様に、異国の王様への一番美しく価値のある贈り物になってほしいと伝えられて、たくさんの宝物と一緒に長い長い旅をして、そこへ向かったの。





　ミーネの祖母と、その護ご
 衛えい

 の一人であった祖父の乗った船は、旅の途中で海かい
 賊ぞく

 に遭あ

 い、そこから逃れた祖父母は、また長い旅のあと、ローデシアの小さな村で暮らしはじめたのだ。

　祖母から子守歌がわりに聞いたハレムの話を、ミーネは安らかな瞳でルドヴィークに語る。

　そこがどんなに素晴らしい場所だったか。

　ご主人様に愛され守られた女性たちが、どれほど幸せだったか。





「……あなたがハレムのご主人様なら、きっとそのハレムは楽園のように、おだやかで幸福です」















　ミーネの眼まな
 差ざ

 しに、ルドヴィークへの信頼と愛情が浮かぶ。

　先ほどミーネ自身が口にしたように、ルドヴィークこそがただ一人の特別なひとだというように。

　胸の奥がくすぐったくなって、

「買いかぶりだよ」

　と、つぶやくと、ミーネはつつましく首を横に振った。

「いいえ。それに、もし、他のかたを好きになられても、わたしへの気持ちも変わらないということも、信じられるから……」

　あどけない頰ほお

 が、ぽーっと染まる。

　恥ずかしそうにルドヴィークを見上げて、ミーネは内ない
 緒しよ

 のことを語るように、ささやいた。

「だから、二人きりのときに……ルディとよばせてもらえるだけで、満足なの」

　そうして、もっと赤くなって、うつむく。

　ルドヴィークはすっかり感動してしまって、恥ずかしがるミーネもこれ以上ないほど可か
 愛わい

 くて、

「ずっと好きだよ、ミーネ」

　細い肩を抱き寄せて、甘い声で伝えると、ミーネは赤い顔のままおずおずとルドヴィークを見て微笑んだ。

「……知ってる……わ、ルディ」

　そのまま二人の顔が近づいて、ミーネの清せい
 楚そ

 な唇に、ルドヴィークの唇がふれそうになった瞬間。





「そこまでです、国王様」





　いつの間にかドアの前に立っていたクラウスが、眼鏡めがね

 をかけた生真面目そうな顔で告げた。

「……クラウス、ひとつめのキスは見逃してくれるんじゃなかったのか」

　ミーネは真っ赤な顔で、ルドヴィークの後ろに隠れてしまっている。

　クラウスが、私も辛つら

 いのですというように、

「ご挨拶のキス
 でしたら許容範囲ですと申し上げていたかと……。私が拝見していたところ、ただいまのキスは、次の段階に一直線になだれこむようなキスに思われましたので、安全のため制止させていただきました」

「てか、きみ、いつから部屋にいたんだい。ドアに鍵かぎ

 をかけておいたはずだけど」

「国王様のお部屋の鍵も、ご寝室の鍵も、またミーネ様のお部屋の鍵も、すべて合い鍵を所持しておりますので、いついかなるときでも、お二人が子作りに突入しないようお止めする準備は万端です」

「わ、わたしのお部屋の鍵も……」

　ルドヴィークの背中に隠れていたミーネが、怯おび

 えたようにつぶやく。

「ご安心ください。決して私的に利用することはいたしませんので」

「まぁ、きみは十二歳のパウラ姫にしか興味はないんだろうけど」

「ミーネ様がパウラ様の外見とご性格とご年齢でも、この命にかけて、職務以外ののぞきはいたしません」

「てゆーか、なんか、きりっとしちゃってカッコよく語っているけれど、職務ののぞきもやめてくれぇ！　せっかくいい雰ふん
 囲い
 気き

 だったのに」

　口を大きく開けて叫んだ拍子に、口の周りと頰の引っ掻き傷が引っ張られて、ルドヴィークはまた、あたたっ、と声を上げ、ミーネに心配されたのだった。






　　　　　◇　◇　◇







　一方、カテリナ王妃は、私室のベッドの上で膝を抱えていた。

（テレーゼとは浮気じゃないってルディはあんなに主張していたのに、庭でキスしているだなんて……。わたしがテレーゼに意い
 地じ
 悪わる

 をして泣かせてしまったから……かえってルディとテレーゼを近づけてしまったんだわ）

　ルドヴィークが傷ついている女の子を放っておけない性格だと、わかっていたのに。

　きっとテレーゼを慰なぐさ

 めているうちに気持ちが高まって、そうした流れになってしまったのだろう。

　それに、エヴァリーンのことも。

（エヴァリーンの想い人がルディだったなんて）

　てっきり騎士団の同どう
 僚りよう

 か、城内で働いている別の部署の人だと思い込んでいて、職場結婚なんて素敵だわ、などと能天気なことを語っていた。

　恋に臆おく
 病びよう

 なエヴァリーンをあおって、告白の練習にまでつきあって、失敗しては落ち込むエヴァリーンを、

『まだまだやれるわ！』

　と励はげ

 まして、奮ふる

 い立た

 たせて。

　エヴァリーンの恋が叶かな

 うよう作戦を練って。

（わたしってば、なにをしていたのかしら）

　庭で抱き合ってキスしているルドヴィークとテレーゼを見て、エヴァリーンはひどく動どう
 揺よう

 していた。

　眉根をぎゅっと寄せて、唇を引き結んで、感情があふれ出しそうなのを必死に耐えている顔で、テレーゼと視線を合わせるのを避けていた。

　いつものエヴァリーンなら、テレーゼに詰め寄って、

『おまえは、国王様になにをしているんだ！』

　と怒りそうなものなのに、それも一切なく、ひたすら苦しそうに、切なそうに、堪え忍んでいて。

　その様子を見ていて、エヴァリーンがこれまで頰を染めて嬉うれ

 しそうに語っていた、『あのかた』が、誰なのか気づいた。





　──たいへんご立派なおかたで、若くして重要な地位につかれたのに少しもおごったところがなく、謙けん
 虚きよ

 でいらっしゃって。





　それは素晴らしい美点だと褒ほ

 めると、頰を生き生きと輝かせて嬉しそうに、





　──そうなのだ、素晴らしいかたなのだ！　下の者にも気配りができて誠実で、それでいて気品があって堂々としてらして、城の娘たちにも大人気で。





　恋する乙女の瞳で話していた。

　あのとき、エヴァリーンの一途な気持ちが相手に伝わればいいと思った。





　──頑がん
 張ば

 って！





　──わたしも協力するわ！





　朗ほが

 らかに伝えた言葉に、ひとかけらの噓うそ

 もなかった。





　──あ、ありがとう。





　真剣に握り返された手を、さらに強く握りしめたことも。

　こんなに素敵な女の子が片想いのままだなんて、もったいなさすぎだわ。わたしが絶対に両想いにしてあげよう。

　能天気に、そんな決意をして。





　──結婚したら、ただ見ていることさえ、できなくなるのだな……。





　哀しそうな眼差しに、一緒に切なくなって、





　──失敗しても、あきらめずにまたチャレンジするさ。





　エヴァリーンがそう言って笑ったときも、一緒に笑顔になって。

　なのに、テレーゼのことも、エヴァリーンのことも、カテリナ王妃の行動は全部裏目に出てしまった。

（余計なことを、しなければよかった）

　ルドヴィークとテレーゼの浮気を疑ったりせず、エヴァリーンの恋愛問題にも首を突っ込まず、おとなしくしていたら、ルドヴィークがテレーゼに惹ひ

 かれることも、エヴァリーンが想い人と幼なじみが口づけを交わす現場に居合わせて、哀しい顔をすることもなかったのだろうか。

（テレーゼのことも、ミーネのためだなんて言って……本当はわたしが、ルディが他の女の人によそ見をするのが嫌だったんだわ）

　自己嫌悪でいっぱいで、このまま地の底に沈んでしまいたかった。

「ボル……（バカ……）」

　お忍びで町へ出たルドヴィークから、カテリナ王妃とは気づかれないまま告白されたあとに繰く

 り返かえ

 した言葉を、今は自分に向かって繰り返す。

「ボル……（バカ……）、ボル、ボル、ボル（バカ、バカ、バカ）」






　　　　　◇　◇　◇







　サロンでテレーゼがカテリナ王妃にプライドを打ち砕かれ、そのあと城の庭でルドヴィーク陛下がまた王妃様のペットの猿に、顔を引っ掻かれる事件があった翌日。

　カテリナ王妃の悪名が城内でかつてなく高まり、侍じ
 従じゆう
 長ちよう

 のアーデルハイドに困ったものだと溜ため
 息いき

 をつかせていたが、同じ頃、フォルマ公こう
 爵しやく
 家け

 の邸宅では、テレーゼが部屋に引きこもって、子供の頃に読んだ絵本をめくっていた。

　頭に煙えん
 突とつ

 のついた兜かぶと

 をかぶり、ストーブを分解して作ったつぎはぎの鎧よろい

 をまとったストーブの騎士の絵を、憂うれ

 いのにじむ瞳で見下ろす。





『われこそは、ストーブの騎士なるぞ！　愛いと

 しい王女のために、ドラゴンでも倒してみせよう！』





　煙突から煙を吐いてドラゴンに立ち向かう騎士を、ページをめくる手を止めて、じっと見つめていたとき。ドアがノックされ、廊ろう
 下か

 から声が聞こえた。

「テレーゼ様、仕立屋がまいっておりますが」

「仕立屋……？」

　呼んだ覚えはないのだけれど、出入りの仕立屋が日にちを間違えたのだろうか。

「失礼いたします。新しいドレスの寸法をいただきにまいりました」

　職人の服装をして腰を低くして入ってきたのは、顔を引っ掻き傷だらけにしたルドヴィーク国王だった。

「！」

　思わず、国王様、と口にしそうになるテレーゼに、ルドヴィークが目で『僕に合わせて』と合図をよこす。

　前に、取り巻きの令嬢たちと一緒に廊下で話していたとき、テレーゼにだけわかるように目め
 配くば

 せしてきたことを思い出して、ルドヴィークの顔は引っ掻き傷だらけなのにもかかわらず、あのときと同じように鼓こ
 動どう

 が高鳴った。

「ご、ご苦労様……でしたわね」

　ぎこちなく答え、家の者を下がらせる。

　足音が遠ざかるまでのあいだルドヴィークはかしこまったまま黙っていて、テレーゼも絵本を見下ろしていた。

　やがて足音が完全に途と
 絶だ

 えると、テレーゼは目の前の半分庶民の血を引く国王と視線を合わせないまま、尊大な声で言った。

「なにをしにいらしたんですの」
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　いきなり険けわ

 しい声で、なにをしに来たのかと問われて、仕立屋のふりをしてテレーゼの部屋に入り込んだルドヴィークは、たじろいだ。

「それは……きみにその、あんなことをしてしまったから」

「あれは事故です」

　また、きっぱり断言されて、声をつまらせる。

　テレーゼは国王ではなく仕立屋と話しているような愛あい
 想そ

 のない表情で、ツンとそっぽを向いて、さらに言った。

「あんな不ふ
 慮りよ

 の衝突
 は、数に入りません。わたくしの唇は純じゆん
 潔けつ

 のままです」

「そ、それはその通りだけど、でも」

　昨日、庭で体を丸めて泣いていたテレーゼと、今の尊大なテレーゼとのあいだにギャップがありすぎて困こん
 惑わく

 してしまい、

（あれ？　本当に、僕はなにしに来たんだろう）

　ルドヴィーク自身も混乱してきた。

　仕立屋を装よそお

 いフォルマ公爵家を訪ねたことがカテリナ王妃に知られたら、また怒ってキーキを投げつけられるだろうに。

　そんな危険を冒おか

 してまで、会いに来た理由は……。

「きみのことが……気になって、なんだか放っておけなくて」

　ルドヴィークの口から率直な言葉がこぼれた。

　テレーゼはもしかしたらルドヴィークの王妃になっていたかもしれない子だったと知って、気になっていた。

　その前に、壁かべ

 の隙間に挟まってもなお尊大に振る舞いながら、一方で下着姿を恥ずかしがって真っ赤になっていたことも。

　ルドヴィークに向かって、わたくしは王妃になる身なのだからと、すでに確定した未来であるかのように宣言したことも。

　おもしろい子だな……と気になって、可愛いところもあるのだなと、また気になり、アーデルハイドからテレーゼの不遇な運命を聞いて、もっと気になって、カテリナ王妃にへこまされたと知って、放っておけなくなった。

（僕には王妃もいるし、ミーネもいる。こんなふうに彼女に関わっても、僕が彼女のためにできることがあるのかさえわからないのに……）

　でも、放っておけない。

　胸が疼うず

 いて、気になってしかたがない。





「僕に、できることはある？」





　心細い気持ちのまま、絞り出すような声で真剣にルドヴィークは尋ねた。

　きつい表情でそっぽを向いていたテレーゼが、その顔をルドヴィークのほうへ向け、驚いている様子でつぶやく。

「国王様に……できること？」

「言って、なんでも」

　テレーゼの顔が少しだけ崩くず

 れた。

　一瞬、テレーゼが泣いてしまいそうに見えて、ルドヴィークが息を止めかけたとき、テレーゼがまた顔をそむけ、そのあとキッとした顔つきになり、敷しき
 物もの

 の上に広げた絵本を見下ろしながら言った。

「わたくしには女らしさのかけらもない、幼なじみがいるのですわ」

「え」

　ルドヴィークが思わず聞き返す。

　幼なじみ……？

　それが、今、なんの関係が？

「あの子とは子供の頃から喧けん
 嘩か

 ばかりで。わたくしは彼女を、ストーブさんと呼んでおりましたの。あなたはお伽とぎ
 話ばなし

 の『ストーブの騎士』のようだからと」

『ストーブの騎士』の話は有名なので、ルドヴィークも知っている。テレーゼが広げている絵本が、まさにその『ストーブの騎士』の物語だ。

「あんな頭に煙突をくっつけた、ガチャガチャした不格好な騎士に似ているだなんてと、あの子はたいそう怒って、お返しに、わたくしのことを『豚を飼った伯はく
 爵しやく

 』に出てくる高こう
 慢まん

 ちきな王女のようだと言っておりましたわ」





　──単にわたくしが、『豚を飼った伯爵』に登場する愚おろ

 かな王女であることが、証明されただけです。





　昨日、城の庭で、テレーゼはそう口走っていた。

『豚を飼った伯爵』の内容を、ルドヴィークは詳しく知らない。

　けれど、その物語を口にするとき、テレーゼがひどく自じ
 嘲ちよう
 的てき

 で淋さび

 しそうなのが気になる。

「子供同士の、他た
 愛わい

 のない言い合いだったのですわ……」

　遠い日を思い返しているように、テレーゼの瞳が揺れる。

　ルドヴィークの唇がふれた薔ば
 薇ら
 色いろ

 の唇に、ふっ……と苦い笑みを浮かべて、言葉を続けた。

「社交会にデビューして、わたくしが着飾ってサロンで遊びほうけているあいだ、彼女は毎日剣や馬の稽けい
 古こ

 をしていて、努力を重ねて、国王様にお仕えする騎士になりました。その仕事に、うっとうしいほど誇ほこ

 りを持っていて──もうじき結婚するのですけれど……そうなれば騎士も辞や

 めさせられてしまうのでしょうね……。本人は生しよう
 涯がい

 国王様にお仕えしたいと願っておりましたのに」

　騎士……？

　テレーゼの幼なじみというのは、ではエヴァリーンか？　二人は仲が悪くて、よく口喧嘩をしていたようだが。

　エヴァリーンが結婚するというのも、騎士を辞めるというのもルドヴィークには初耳で、けれど何故、テレーゼが今そんな話をしているのか、やっぱりよくわからず、

「え？　え？」

　と、何度も素す

 っ頓とん
 狂きよう

 な声を発していると、憂い顔で絵本を眺めていたテレーゼが、突然ルドヴィークのほうへ視線を向けた。

　ルドヴィークの背筋が反射的に伸びるほど毅き
 然ぜん

 とした眼差しと、はっきりした声で、テレーゼが言う。





「エヴァリーンを、国王様の愛あい
 妾しよう

 に迎えていただけませんこと」





「ええっ！」

　ルドヴィークは驚きの声を上げた。

（ちょっと待って、エヴァリーンはじきに結婚するんだろう？　なのに僕に愛妾にしてほしいなんて）

　そもそも、いつからそういう流れになったのか？

　エヴァリーンが仕事を続けたいのに騎士を辞めなければならないという話は、気の毒だし、ルドヴィーク個人としても、エヴァリーンがきびきびと働く姿を見られなくなるのは残念に思う。

　が、それとテレーゼの頼みのあいだに、どういう関係性が？

　言葉を探しあぐねるルドヴィークに、テレーゼは尊大な口調で──けれど、なにかにせかされるように早口で話し続けている。

「わたくしは正妃でなければ絶対にイヤですし、愛妾になるくらいなら一生優雅な独身でおりますけれど、あの子はバカみたいに一途で献けん
 身しん
 的てき

 で、ストーブみたいに頑がん
 丈じよう

 でお勧めですから。でも、デリケートで面めん
 倒どう

 くさい部分もあって……先日城内で開かい
 催さい

 された〝お嫁さんにしたい子番付〟でも、自分に一票も票が入らないことを気にしていて、遠くから何度も広場のボードを眺めて、肩を落としたり溜息をついたり、いいや、わたしは国王様にお仕えする騎士なのだから、嫁になどゆかなくてもいいのだから、なんてつぶやいたりして……」

　あきれてしまいますでしょう、とテレーゼが微笑んだ。

　普段の高慢なテレーゼからは想像できない、ルドヴィークもはじめて見る優しい微笑みだった。

「そんなのただの強がりなんですわ」

　つぶやく声も、優しく切ないもので……。

「笑ってしまうことに、あの色気のない幼なじみは、本当は女らしくなりたいし、愛らしく装って、想うかたに嫁とつ

 ぎたいと夢見たりしているんですのよ。だから、好きなかたに求められたら天に舞い上がるほど喜んで、決して裏うら
 切ぎ

 ることのない感謝と愛情と忠誠をその相手に注そそ

 ぎ、立派に務めを果たすことを保証いたしますわ」

　だんだんとテレーゼの表情が、また硬くこわばってゆき、途中でルドヴィークから視線をそらして顔をそむけてしまった。

「わたくしが、あなたに望むのは、それだけです」

　他にはないので帰ってください、怖い王妃様に意地悪されるのはもうたくさんですからと言われて、ルドヴィークはなにも言えないまま、公爵家の邸宅をあとにしたのだった。
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（テレーゼが、国王様とああいう関係だったなんて……少しも知らなかった）

　人通りの少ない廊下を、騎士の制服に身を包んだエヴァリーンは、うなだれて歩いていた。

　皆の前ではきびきびと振る舞い、通常の倍近い仕事を猛スピードでこなしていたが、一人になると昨日のことを思い出して、暗い気持ちになってしまう。

（確かにテレーゼは国王様の有力な花嫁候補だったけれど、それは以前の話で、テレーゼがいくらカテリナ王妃が実家に帰ったあとの王妃の座を狙っていても、そうそう離縁などできるものではないし……テレーゼの一人ひとり

 相撲ずもう

 だとばかり思っていた……）

　そもそもテレーゼは、〝国王の正妃〟になりたいのであって、ルドヴィーク陛下個人に恋愛感情を抱いているわけではないと。

　だからこそ、カテリナ王妃を押しのけて、自分こそが国王様の正妃になるべき高貴な身だと主張するのを、再三たしなめていたのだ。

（だが昨日、庭で国王様と、く……口づけを……交わしていたときのテレーゼは、国王様に本気のように見えた。でなければ、あのテレーゼが、あんなにしおらしくしているはずがない）

　いつものテレーゼなら、国王との情事を鼻高々で周りにふれまわり、すでに正妃に迎えられたかのように振る舞っただろう。

　なのに昨夜は、エヴァリーンと話すのを避けるように帰ってしまい、今日もサロンに姿を見せてないという。

　なにより、テレーゼがカテリナ王妃にやりこめられた件や、カテリナ王妃のペットが国王に無体を働いた件は、城内のそこかしこで噂うわさ

 になっているのに、テレーゼと国王がデキているという話は、まったく聞こえてこない。

　昨日あの場所にいたのは、エヴァリーンとフロリン、それに当事者であるルドヴィークとテレーゼの四人で、ルドヴィークとフロリンが沈黙を守っているのはともかく、テレーゼも口を閉じていることになる。





　テレーゼは、ルドヴィーク陛下に恋をしている。





　そんなふうに考えたとき、心しん
 臓ぞう

 がドキンと跳ね上がり、そのあと息がひどく苦しくなった。

（国王様は一時の遊びで、女性に不ふ
 埒らち

 な振る舞いをするかたではない。ましてや三大公爵家の姫に手をつけたことが公になれば、騒ぎになることはご承知のはずだ。なのにテレーゼにああした行為をされたということは、国王様のほうでもテレーゼを憎からず思ってらっしゃるということだ）

　カテリナ王妃が皆の前でテレーゼに恥をかかせたのも、ルドヴィークのそうした気持ちを知っていたためだったのではないか。

　テレーゼがルドヴィークに本気で恋をしていて、ルドヴィークのほうでもテレーゼを愛しく思っているならば、自分の出る幕はない。

　フロリンに励まされて、これまでずっと胸の奥に抱えてきた気持ちだけでも伝えられたらと思っていた。

　結婚前の、最後のチャンスだと。

（けれど、テレーゼが国王様の想い人になったのなら、わたしは……）

　そのとき、静せい
 寂じやく

 を打ち破る声が廊下にとどろいた。





「これはこれは、我が花嫁殿！」





　ガチャガチャと甲かつ
 冑ちゆう

 の音を鳴らして、廊下の向こうからやってくる巨体の男性は、エヴァリーンの婚約者のグスタフだ。

　ローデシア一の勇者を決める武ぶ
 闘とう

 大会で十年間王者の座を守り続け、生ける伝説と讃たた

 えられる彼は、日頃から輝く鎧で全身をおおっている。

　それがガチャガチャとにぎやかな音を立てるので、遠くからでも、あの伝説の王者が来たのだとわかり、皆、彼に注目するのだった。

　グスタフはことさら胸と顎あご

 をそらし、にやにやと顔をゆるめてエヴァリーンに近づいてきた。

「いよいよ来週は我らの結婚式だ。おそろいの甲冑をまとって、挑戦者たちに我ら夫婦の強さを見せつけてやろうではないか」

「は……はい」

　武闘派の父は、グスタフの鍛きた

 え上あ

 げられた体や勇ゆう
 猛もう

 さ、豪ごう
 放ほう

 な性格を褒めちぎっていたが、エヴァリーンはもう少し細身で優しげな男性のほうが好きだった。近くで聞いていると、耳がキン！　とするような声の大きさにも閉口してしまう。

　この声にも、吐き出される息の酒臭さにも、結婚して生活をともにするようになれば慣れるのだろうか。

　グスタフがエヴァリーンの肩に毛深い手を乗せ、顔を近づけ、

「我らのあいだに生まれる、最強の跡継ぎにも期待しているぞ」

　と言ったとき、背筋にさーっと悪お
 寒かん

 が走った。

「どうだろう、これから婚礼試合の作戦について、二人で打ち合わせをせぬか」

「えっ、わたしはその」

「仕事のことならば心配はない。私からエヴァリーン殿の上司に話しておくのでな。十年王者の私に敬意を払わない者など騎士団にはおらぬ」

「し、しかし」

「さ、エヴァリーン殿、こちらへ」

　腕をつかまれて、エヴァリーンがさらにぞわっとしたとき、





「エヴァリーン、ちょうどよかった。ひとつ用事を頼みたいのだけど」





　若々しい声がして、金髪のほっそりした男性が爽さわ

 やかな笑顔で現れた。

　ルドヴィーク国王だ。

　自分が話している途中で割り込んでこられて不ふ
 機き
 嫌げん

 な表情を浮かべたグスタフだったが、相手が国王だとわかると、開きかけた口を一度閉じ、頭を下げた。

「すまないね、グスタフ卿きよう

 。彼女を借りるよ」

「いいえ、どうぞ国王様」

　それでも耳がキンとする大声で答える。

　ぼんやりしているエヴァリーンを、ルドヴィークが優しい目で見て、

「一緒に来てくれるかな、エヴァリーン」

　と、うながす。

　エヴァリーンは即座に背筋を伸ばし、答えたのだった。

「はい、国王様」
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　言われるまま執務室に足を踏ふ

 み入い

 れる。

　こちらのお部屋で、国王様は毎日お仕事をされているのだな……と、茶色の机や、資料や歴史書でぎっしり埋まった本棚を見て感動していると、ルドヴィークが突然、ドアのほうへ向かって話しかけた。

「クラウス、きみが淹い

 れた美お
 味い

 しい紅茶を飲みたいのだけれど、二つお願いできるかな。彼女とはきみが止めに入るようなことはしないから」

「承知いたしました」

　ドアの向こうで、生真面目な声がした。

　今の声は一体？

　クラウスというのは、汚職で逮たい
 捕ほ

 されたヒンメル長官のお茶ちや
 汲く

 み係から、国王付きの官かん
 僚りよう

 に取り立てられた眼鏡の彼だろうか。

　とても優秀で、国王様自らが抜ばつ
 擢てき

 したという。

　エヴァリーンが目を丸くしてドアのほうを見ていると、ルドヴィークがおだやかな口調で言った。

「アーデルハイドは別の仕事で外出しているから、クラウスが戻ってくるまで、この部屋には僕ときみの二人きりだ」

　エヴァリーンの心臓がドキンと鳴る。

　緊きん
 張ちよう

 で声が震えそうになるのを必死にこらえながら、

「それはどのような意味でしょう」

　と尋ねると、申し訳なさそうな顔になり、

「用事を頼みたいと言ったのは噓なんだ。テレーゼのことで、きみと話がしたくて、ああいう言いかたをしたんだ」

　ほてっていた頰から、すーっと熱が引いてゆく。

（ああ、そうか……）

　国王様は、昨日のことを口止めしたかったのだな。

　そうでなければ、エヴァリーンとわざわざ二人きりになったりしないだろう。

　それはとても納得のゆくことだったけれど、哀しく感じて、そうした気持ちを表に出さないよう、エヴァリーンは落ち着いた声で伝えた。

「昨日見たことは誰にも話しておりませんし、この先も他言するつもりはありません。どうかご安心ください」

　ルドヴィークはまた優しい眼差しになった。

「ありがとう、助かるよ」

「いいえ、騎士として当然のことです」

「でも話はそれだけじゃないんだ」

（え……）

　ルドヴィークに勧められて、おずおずとソファーに腰を落とす。ルドヴィークはエヴァリーンの正面に座り、真面目な顔つきで言った。





「実は、テレーゼから、きみを僕の愛妾に迎えてほしいとお願いされたんだ」





「なっ！」





　エヴァリーンはソファーからずり落ちそうになった。

（テレーゼのやつ、なんてことを！）

　混乱のあまり頭の中が真っ白になる。

　いや、それよりテレーゼは国王様の恋人ではなかったのか？　何故、わたしを国王様の愛妾に推すい
 薦せん

 するんだ！

「申し訳ありません。状況が……よく飲み込めなくて……。テレーゼは何故、国王様にそのような無礼なことを申し上げたのでしょう」

　息をするのにも非常に苦心しながら、やっとのことで尋ねると、ルドヴィークも困っている顔になり、

「うん、そうだよね、きみも驚くよね。でもテレーゼは真剣だった。きみが騎士の仕事に誇りを持っていて生涯僕に仕えたいと思っているから、愛妾にして望みを叶えてやってほしいって」

「そ、それは……」

「自分は正妃でなければ独身でいたほうがマシだけれど、きみは想う人に望まれたら天に舞い上がるほど喜んで、決して裏切ることのない感謝と愛情と忠誠を注いでくれるはずだと」

「……」

「きみのことを、一途で献身的でデリケートなところもあるけれど、ストーブみたいに頑丈でお勧めだと言っていた」

「……」

「僕がきみを愛妾に迎えること以外で、自分が僕に望むことはないと」

　まさかそんなお願いをされると思わなかった国王様は、さぞお困りになったことだろうと、エヴァリーンは震える胸の内で考えた。

　それでエヴァリーンを部屋に呼んで、テレーゼの話をしたのだ。

　時折弱ったように眉を下げてみせるルドヴィークは、国王である前に一人の悩める青年に見えて、それがエヴァリーンには無性に嬉しくて、切なかった。

（テレーゼは……バカだな）

　こんなに想われているのに、身を引こうとするなんて。

　心の中でつぶやき、込み上げる熱い塊をぐっと飲み込んで、エヴァリーンは清すが
 々すが

 しく微笑んだ。

　ルドヴィークが目を見張る。

「国王様、ご無礼を承知で申し上げます」

　声はもう震えていなかった。

　その姿を遠くから見るだけで胸が高鳴り、どうしようもなく恥ずかしくて、緊張して、まともに話せる日が来るなんて思えなかった尊い人。

　その人に言えなかった言葉を──伝えたかった言葉を、今、伝える。

「わたしは国王様をお慕いしております。戴たい
 冠かん
 式しき

 のパレードで警けい
 備び

 をしていて、見物人に押されて通りに転げ出てしまったわたしを、国王様がわざわざ馬車から降りてこられて助けてくださいましたね」

　ルドヴィークが目を見張ったまま「ああ」と、つぶやく。

「あれはわたしにとって正式な騎士になってからの、はじめての仕事でもありました。だから失敗しないようにと何日も前からたいへん緊張していて、なのに当日あんな失しつ
 態たい

 をおかしたことが恥ずかしくて、顔を上げられずにいたわたしの手をとって、国王様は立たせてくださいました」





　──大丈夫？　怪け
 我が

 はない？





　金の縁取りをした白い馬車の扉が開いて、きらきら光る金髪の青年が降りてきて、エヴァリーンに向かって手を差し伸べ、優しく微笑みかけたときのことを、繰り返し、繰り返し思い出しては、胸をいっぱいにしていた。

　幸せにひたっていた。

　あのときエヴァリーンを気き
 遣づか

 って立たせてくれた若い国王に、自分のすべてをかけてお仕えしようと思った。

　それはさらに幸福なことだった。





　──それからずっと彼を想っていたのね。





　フロリンに訊き

 かれたとき、顔が熱く染まり、胸が甘い気持ちであふれた。

　そうだ、ずっとずっと、このかたを。

「あの日から、ずっと国王様を見てまいりました。これまで城下でごく普通の町人としてお暮らしだったかたが、いきなり国を治める立場になられて、本当にご苦労も多く、大変な日々だったと思います」

　庶民育ちの国王を、こころよく思わぬ家臣は決して少なくなかった。

　彼らが眉をひそめて、やっぱり庶民の国王なんてダメだ、国政というものがわかっていない、下の者に対して気軽に言葉をかけすぎる、笑顔を振りまきすぎる、調理場や工房や衣い
 装しよう

 部屋に予告もなしに足を運んで、話し込むのも論外だ、と口にするのを耳にするたび、エヴァリーンは自分自身のことを悪く言われるよりも胸を痛めた。

　たまに侍従長のアーデルハイドに注意されて、失敗してしまったな、というお顔をされて、けど暗く落ち込んだりせず、そのあとすぐに明るく笑われる。

　そんなとき、自分だけはどんなことがあっても国王様の味方だと、伝えたかった。

「──国王様は、皆の前ではいつも笑顔を見せられて、下の者にまで気さくに声をかけてくださって、皆が、そのことをどれほど喜んでいたか。わたしも国王様に『おはよう』とご挨拶をしていただくたび、背筋が伸び仕事に力が入りました」





　──おはよう、エヴァリーン。





　あの爽やかな笑顔に、どれほど心が浮き立ち、清められたか。





　──わ、わわわたしの名前を、ご存じでいてくださったのですかっ。





　あまりの栄誉に声を上うわ
 擦ず

 らせ目を白黒させるエヴァリーンに、どこまでも屈くつ
 託たく

 のない口調で、





　──お世せ
 話わ

 になっている人たちの名前だしね。城で働いている人たちの名前は全員知っておきたいんだ。





　と言われて、そのあと口元をゆるめて、





　──エヴァリーンは印象的だったから、すぐに覚えてしまったけどね。





　と言われたとき、このかたのためなら死ねるとさえ思った。

「新しい国王様が即位されてから、仕事が楽しくなったし、職場の環境も改善されて働きやすくなったと皆言っています。町にも活気があふれています。全部、国王様のお力です」

　ルドヴィークは、エヴァリーンの言葉に動揺しているようだった。目の下を赤くしたり、視線をそらしたり戻したり、何度も息を飲み込んだりして、

「僕は書類に判子を押しているだけだよ」

　と恥ずかしそうに言った。

「いいえ」

　とエヴァリーンは微笑んで、伝える。

「秋祭りで盗とう
 賊ぞく
 団だん

 が逮捕されたあと、町の犯罪防止の強化を命じられたのは国王様だとうかがっております。ヒンメル長官の汚職の発覚も、国王様がひそかに調査を進めさせていたのだと」

「それは……」

　ルドヴィークの顔が、また赤くなった。

「それに王室の庭園を、町の人々が自由に利用できるように開放したり、休日の劇場で子供料金を半額にしたり」

「あ、あれは、アーデルハイドには、利益を生むわけでもなく面倒くさそうですが、害にもならないし良いのでは、とかクールな対応をされて、庭園を管理する役人を増やしたり劇場への助成金の額を調整するのも大変だったみたいで、運営部署からは、あまり評判がよくなくて……」

「巡回警備中に、庭園でも劇場でも、町の人たちの楽しそうな顔をいくつも見ました。国王様への感謝の言葉も、たくさん耳にしました。そのたび、わたし自身も誇らしさでいっぱいになりました」

　ルドヴィークは唇を小さく開けたまま、驚きをいっぱいたたえた眼差しで、エヴァリーンを見つめている。

　どれだけ言葉を尽くしても足りない。

　あなたは、わたしに──わたしたちに、こんなに素敵なことをしてくださったのだと、ささやかなそのことが、こんなに嬉しかったのだと、ただただ伝えたい気持ちが次々あふれてくる。





　──小さなことをおろそかにせず大切にされるかたなのだ。そういうかただとわかって、ますますお慕いするようになって。





　──素敵だわ……。





　──あのかたのために働けるだけで幸せなことだと思っていた。城内でお姿を拝見できるだけで満足だと。





「そんなに立派な国王様にお仕えできることが、心から嬉しかった。臣下として
 、お慕いしておりました」

　臣下として、とエヴァリーンは言った。

　この日一番の笑顔で。

「わたしは、来週結婚するんです。花はな
 婿むこ

 とおそろいの甲冑を着て、町の闘とう
 技ぎ
 場じよう

 で結婚のお披ひ
 露ろ
 目め

 試合をするのですよ。家族も城のみんなも、花婿は、わたしにふさわしい相手だと言っています。わたしもそう思います。騎士は続けられなくなりますが、国王様にお仕えする気持ちは変わりません」

　この日一番晴れやかな声で。

　ずっと口にできずにいた言葉を、伝えることができた。

（全力を尽くしたぞ、フロリン）

　いろいろ励ましてくれた亜あ
 麻ま
 色いろ

 の髪の友人に、そっと感謝する。

（あとは……）

「きみの花婿は……グスタフ卿だっただろうか……」

　ルドヴィークは、なにか納得がゆかなそうにぼそぼそとつぶやいている。エヴァリーンは真剣な想いを込めて言った。

「最後にもうひとつだけ、ご無礼をお許しください」

　そう、自分のことでは、もう悔く

 いはない。

　気がかりなのは、浅はかで世間知らずな幼なじみのことで……。

「どうかテレーゼのことをよろしくお願いします。お嬢じよう
 様さま

 育ちなせいで、我わ

 が儘まま

 で尊大で常識なしで、お嫁さんにしたい子番付では、喧嘩ばかりしているわたしに向かって、『わたくしの応おう
 援えん

 をすることを許してさしあげてよ』などと扁へん
 平ぺい

 な胸をそっくり返して言い放つような、あきれた女ですが──」

　冗談じゃない、わたしが男なら、おまえだけは嫁にしない、と断ったら、たちまち憤ふん
 慨がい

 して、





　──わたくしだって、あなたのように女らしさのかけらもない乱暴者のお嫁さんは、お断りですわ！





　と叫んでいた。

「噓がなくて、可愛いところもあるんです。国王様の花嫁になることを、ずっと夢見てきた子なんです」

　エヴァリーンは、最高の笑顔を浮かべているつもりだった。

　大丈夫。

　笑えている。

　唇の端は引きつることなく、自然につり上がっている。

　目も、周りの筋肉も、やわらかだ。

　が、頰に冷たいものがぽたりとこぼれ落ち、ルドヴィークがはっと息をのんだとき、自分が笑顔のまま泣いていることに気づいた。











「仕事に戻ります。失礼いたします」

　それでも乱れのない口調と姿勢と、力いっぱいの笑顔でそう言い、国王の執務室を辞じ
 去きよ

 した。






　　　　　◇　◇　◇







　クラウスが、銀のティーポットと青い花模様のティーカップを載の

 せたトレイを持って戻ってきたのは、エヴァリーンとほぼ入れ違いだった。

　難しい顔でソファーに座っているルドヴィークを、眼鏡のレンズ越しに静かに見つめて、淡々と言った。

「ひとつは不要になったようですね」

「……」

　ルドヴィークは片手を顎の上に置いたまま、口をむっつりと閉じている。

　エヴァリーンの涙の理わ
 由け

 が気になる。夫になるグスタフは自分に似に
 合あ

 いの相手だと、エヴァリーン自身は笑顔で言っていたけれど。

　それに……。

「国王様？　お顔が赤いようですが」

　クラウスに指摘され、ほてった顔をおおい、天てん
 井じよう

 を仰あお

 いで唸うな

 った。

「っっ、まいったよ……。国王になって良かったと思ったの、はじめてだ」






　　　　　◇　◇　◇







　あふれ出る涙を、エヴァリーンは片手で何度もぬぐった。

　かつかつと凜り
 々り

 しい足音を立てて廊下を進みながら、握りしめたこぶしで目の下を、頰を、ごしごしとこする。

（国王様の前で泣いてしまうなんて）

　騎士なのに情けない。

　幾度もまばたきし、顔をこすり、歯を食いしばって、早足で歩いてゆく。

　大事な用事ができたので早退したいと上司に申し出て、エヴァリーンが城を出て馬を走らせ向かった先は、フォルマ公爵家の屋敷だった。

　召使いの案内で、子供の頃によく訪れたテレーゼの部屋へ行く。廊下からドアまでの光景は、飾ってある絵も彫像もそれほど変わらない。

　まるで小さいテレーゼやグレーテと一緒におままごとをしたり、雪で熊くま

 やうさぎを作ったり、パンケーキの上にクリームで絵を描き合ったりした日々に戻ったように錯さつ
 覚かく

 する。あの頃はまだ、エヴァリーンもスカートをはいていた。

　けれどドアが開かれると、そこにいたのは、すっかり大人の女性に成長したテレーゼで、部屋の中も子供の頃とはまったく違っていた。

　可愛らしいうさぎの絵のカーテンの代わりに、あでやかな薔薇の柄のカーテンが。たくさんのぬいぐるみの代わりに、陶器の人形や、きらきらしたオルゴールが。テレーゼが描いた家族の肖像の代わりに、著名な画家が描いたロマンチックな歌物語の一場面が、金の額がく
 縁ぶち

 に入って飾られている。

「エヴァリーン……」

　テレーゼが、ぼぅっとした顔でつぶやく。

「あなた、どうして……」

　エヴァリーンはテレーゼを睨にら

 みつけ、厳しい声で言った。

「国王様に、わたしを愛妾に迎えろと勧めたらしいな」

　テレーゼの肩がぴくりと揺れる。すぐに勝ち気な眼差しになり、言い返してきた。

「まぁ、それがなにか？　あなたがぐずぐずしてらして言い出せずにいたことを、わたくしが申し上げてさしあげただけですわ。あなたときたら、わたくしにはずけずけものを言うくせに、色恋に関しては田舎いなか

 から出てきたばかりの内気な女の子みたいになってしまうんですからね」

「それはおまえのほうだろう、テレーゼ！」

「なんですって、わたくしが田舎くさいとおっしゃるの！　フォルマ公爵家の長女であるこのわたくしが？」

「よその国から見たら、ローデシアは小さな領土にやたらと木ばかりがわさわさ生えている、未開の森が広がる田舎だ。その田舎の国で一番高貴な血筋だから、なんだというのだ。そんなのたいしたことではないし、そんなもので人の価値も女性としての魅力も決まらない」

「ええ！　そんなことはとっくに北の大帝国の皇女様に、思い知らされましたわよっ！　わたくしなんて『豚を飼った伯爵』の愚かな王女にすぎないって！　あなたも昔からそうおっしゃってらしたわよね、これで満足？」

「ああ、おまえは見栄っ張りで浅はかな、あの王女にそっくりだ！　だがなっ！　自分はこの国の王妃になる人間なのだと堂々と言い放つおまえは、ウザいほどに輝いていた！」

　エヴァリーンの叫びに、テレーゼが声をつまらせる。

「な──」

「騒々しくて尊大で、視界にも耳にも入れたくないのに勝手に飛び込んでくる。空気を無視して言いたいことを言って、やりたいように振る舞う。自分こそが誰よりも高貴で尊重されるべきだと、恥ずかしげもなく公言する。それでこそフォルマ公爵家令嬢テレーゼだろう！」

　おまえのほうこそ、ルドヴィーク陛下に恋をしたのだろう？

　他のどの王様でもない、半分庶民の──ローデシアの一番新しい、一番気さくで身近な国王である彼に。

　なのに別の女を愛妾に勧めている場合か！

　そんな殊勝なおまえは、気き
 味み

 が悪い！

「わたしはグスタフ卿と、来週結婚する」

　テレーゼの眉がキッと上がる。

「本気で言っておりますの？　あんなベッドでおやすみになるときも鎧を脱がなそうな、声の大きな筋肉もりもりのかた、あなたの好みではないでしょう」

　緑の目を怒りに燃え立たせて、テレーゼが挑いど

 みかかってくる。

「あなたが子供の頃、金髪で細身の王子様が出てくる絵本ばかり読んでいたの、知っておりますのよ！」

「ああ、おまえは派は
 手で

 なドレスを着たお姫様が出てくる絵本しか読まなかったな」

　エヴァリーンの口調が落ち着いていたからだろう。テレーゼが胸を突かれたように押し黙った。

「グスタフ卿は、確かにわたしの好みから少しばかり遠いが、貴族の結婚というのはそういうものではないのか？　夫婦になってからお互いに歩み寄ってゆくような」

　テレーゼがもどかしそうに、唇をきゅっと嚙か

 む。

「それに、グスタフ卿とわたしは似合いのカップルだそうだから、どうにかなるだろう。おまえも、おまえの望みを叶えろ。わたしは鎧を着て、グスタフ卿の妻になる。婚礼試合をするので、ぜひ見に来てくれ」

「……ゆきませんわ」

　うつむいて、肩をわななかせてつぶやいたあと、テレーゼは緋ひ
 色いろ

 の髪が飛び散るほどの勢いで顔を上げて叫んだ。

「あなたの結婚式なんてゆくものですか！」

　エヴァリーンは、

「そうか……」

　と、ほろ苦い顔でつぶやく。

「だが、わたしは昔なじみに、わたしの新しい門かど
 出で

 を祝ってほしい」

「イヤですわ」

「わたしは祝福する。おまえが望みをはたしたら」

「不要ですわ」

　声高に主張するテレーゼに別れの挨拶をして、エヴァリーンは部屋をあとにした。

　ドアが閉じてからも、テレーゼの声が背中から聞こえていた。

「鎧を着た花嫁の結婚式になんか、絶対に、絶対に、出席いたしませんわ！」
















（うーん……グスタフ卿きよう

 は、ローデシアの英雄賞と勇者賞と、ベスト守しゆ
 護ご
 者しや

 賞と、鎧よろい

 の似に
 合あ

 う男賞と、城内筋肉番付一位を受賞しているのか……体力系に関してはまさにカリスマだな……騎士団の名めい
 誉よ

 団長でもあって、弟子も大勢抱えているみたいだし、武勇で成り上がったエヴァリーンの父親が、愛娘をグスタフ卿と結婚させたい気持ちもわかるというか……けど……）

　アーデルハイドが別件で席をはずしている合間に、ルドヴィークがグスタフ卿に関する資料を読んでいると、執務室にお茶を運んできたクラウスが、

「また難しいお顔をされておりますね。そちらの資料で、どこかわかりにくい箇か
 所しよ

 がございましたか」

　と淡々と尋ねた。

　グスタフの資料を用意したのはクラウスだった。

「いいや、短い時間でこれだけの量を集めてくれるなんて、さすがだし、とてもわかりやすい。ただ」

「気になることでも？」

　クラウスの眼鏡めがね

 の奥の眼まな
 差ざ

 しは控ひか

 えめで冷静だが、おそらくルドヴィークの気がかりな点を、優秀な彼は察しているのだろう。

　昨日、エヴァリーンが執務室から出て行った直後に、二人分のお茶を持って現れた彼は、ルドヴィークたちの会話をしっかり聞いていたに違いないから。

「うん。グスタフ卿が十年間王者を守り続けている春の武ぶ
 闘とう

 大会の参加者一覧と対戦表がちょっと……それにエヴァリーンとの結婚も、いくらなんでも急ぎすぎじゃないか。早くに式を挙げなければならない理由があるんだろうか」

「まぁ、そうでしょうね。グスタフ卿については後ろ暗い噂うわさ

 も、ちらほら聞こえておりますから」

「後ろ暗い噂……」

「噂が広まりかけると、何故かその周辺で不ふ
 慮りよ

 の事故や、怪け
 我が
 人にん

 が続出するのですけれどね」

　クラウスが、あたためたカップに銀のポットからお茶を注そそ

 ぐ。高い位置から音を立てずに、まっすぐにこぼれ落ちてゆく様は熟じゆく
 練れん

 の腕だ。

　ルドヴィークはクラウスの言葉を思案していたが、

「どうぞ」

　と淹い

 れたての紅茶を差し出されるタイミングで言った。

「クラウス、国王の特命騎士になってみないか？」






　　　　　◇　◇　◇







（いよいよ、この日が来てしまったか……。このわたしが今日から人妻とはな）

　婚礼の当日。

　花はな
 嫁よめ

 のエヴァリーンは式が行われる町の闘技場の控え室で、椅い
 子す

 に座ってうつむいていた。

　花嫁といっても、裾すそ

 の長い白いドレスも、レースのヴェールも、季節の花々を集めてリボンを結んだブーケもない。

　エヴァリーンがまとっているのは、下にかろうじてスカートをはいた白銀の鎧で、膝ひざ

 にあるのはブーケではなく、鍛きた

 え上あ

 げられた剣だった。髪かみ

 もいつものように頭の上でひとつに結んでいる。

　式で誓ちか

 いの言葉を述べ夫婦になったあと、花はな
 婿むこ

 と花嫁の最初の共同作業である婚こん
 礼れい

 試合が行われる。そこでエヴァリーンは夫のグスタフとペアを組んで、挑ちよう
 戦せん
 者しや

 たちと戦うのだ。

　会場の観覧席には結婚式の招待客の他に、城下で暮らす町の人々がぞくぞくと集まっており、その入場料がえらい額がく

 になっているようで、さすがは十年王者のグスタフ卿のご婚礼だと、先ほど挨あい
 拶さつ

 に訪れた親しん
 戚せき

 たちが語っていた。

　エヴァリーンの父も機き
 嫌げん

 が良く、





　──よいか。絶対、優勝するのだぞ。もっともグスタフ殿と組んで、負けなどありえないが。おまえは本当に良いかたに望まれたぞ、エヴァリーン。これで成り上がりの三流貴族と心ない陰口を叩たた

 かれてきた我が家も、武の名門の縁えん
 戚せき

 だ。





　と感に堪えない様子で話していた。

（父に孝行もできるし……これで良かったのだろう）

　あとはテレーゼが結婚式に来てくれたら、さっぱりした気持ちで嫁とつ

 ぐことができるのだが……。

　先日、あれだけ怒っていて、この結婚にも反対していて、はたして来てくれるだろうか……とエヴァリーンが気をもんでいると、幼なじみが花嫁に挨拶にやってきた。

　ただしテレーゼではなく、同じ公こう
 爵しやく
 家け

 の令れい
 嬢じよう

 でもテレーゼとは正反対の聡明な淑しゆく
 女じよ

 と評判の、グレーテのほうだった。

「よく来てくれたな、グレーテ。そちらも春に、アルンベルクの貴族と結婚が決まったらしいではないか。アルンベルクならばローデシアの隣となり

 だから、いつでも訪問できるし、あちらはローデシアよりも、ぐんと都会だというから、きっと便利だぞ。まずは婚約おめでとう」

　エヴァリーンは明るく祝いの言葉を口にしたが、グレーテのほうは、おめでとう、とは言わなかった。甲かつ
 冑ちゆう

 をまとったエヴァリーンを、静かな表情で見つめている。まるで子供の頃、エヴァリーンとテレーゼが言い争っていたとき、グレーテだけが口を閉じておとなしく眺なが

 めていたときのように。

「どうした、わたしへの祝いの言葉はなしか？」

　笑って尋ねると、グレーテは細い眉まゆ

 を品良くひそめて尋ねた。

「本当に、グスタフ卿と結婚してもいいの？」

　ああ……テレーゼと同じことを訊き

 くな……。幼なじみたちから見て、わたしの結婚はそれほど不ふ
 憫びん

 なのか……？

　一瞬だけ気持ちがくじけかけたが、すぐにまた明るく答える。

「ああ。この白銀の鎧はわたしに似合うだろう。ストーブの騎士よりも豪華だぞ。そういえばテレーゼのバカは、まだ挨拶に来ないんだ。式にはぜひ来てくれと念押ししたのに、まさか出席しない気だろうか。しかたの無いやつだな。もっとも、わたしとテレーゼは喧けん
 嘩か

 ばかりだったから。わたしのことをストーブの騎士などと呼んで、色気のない男みたいな女だとバカにして」

「……あのね、エヴァリーン」

　グレーテが静かに口を開いた。

「あなたはずっと誤解をしていたけれど、テレーゼがあなたをストーブの騎士みたいだと言ったのは、そういう意味ではないのよ」

「え」

「体をつぎはぎの鉄の板でおおって兜かぶと

 に煙えん
 突とつ

 を立てたストーブの騎士は、みんなから笑われていたけれども、ドラゴンから国を守ってくれたでしょう？　王様はドラゴンを退治した勇者にお姫様をお嫁さんにあげるという約束を、破ろうとするけれど、お姫様が自分からストーブの騎士に会いにゆき愛を誓うと、鎧がばらばらとはがれ落ちて、中から若く美しい騎士が現れて、二人は末永く幸せに暮らすでしょう？」

　グレーテはどうしたのだろう。

　急に『ストーブの騎士』の内容を語りはじめたりして……。

「熱くて勇ゆう
 敢かん

 で無骨なストーブの中には、美しく輝く騎士がいるって、テレーゼは言いたかったのよ」

　エヴァリーンは笑い飛ばそうとした。

「まさか、テレーゼはわたしのことを、いつも色気がない、女らしくない、だからあなたはダメなんです、と言いまくっていたぞ」

「それは、あなたが他の女の子たちみたいにお洒落しやれ

 をせずに、動きやすい格好で飛び回っているのを、成り上がりの家の子はガサツだとか品がないなんて悪口を言う子や、その親たちがいたからよ。テレーゼは、あなたが悪く言われるのを、いつもとても悔くや

 しがっていたわ」





　──エヴァリーンはストーブの騎士みたいに、見かけは粗そ
 末まつ

 でガチャガチャしているけれど、中身はこちらが迷めい
 惑わく

 してしまうくらい熱くて勇敢なのに。もっとお洋服にも気をつかえば、ストーブの中から輝く美青年が現れて、みんながびっくりしたみたいに美人ですのに。





　自分のことのように、悔しそうに言っていたのだと。

　きっとテレーゼのことだから、そのあと、





　──もちろん、誰より一番美人なのはわたくしだけれど。





　と、付け加えたのだろうが。

（テレーゼが、わたしを、そんなふうに……）

　いつもエヴァリーンの簡素すぎる服装に眉をひそめて、エヴァリーンが馬や剣の稽けい
 古こ

 に熱心で、泥だらけの傷だらけで日焼けしているのをわざとらしい声で、





　──おお、いやだ。その農夫の作業着みたいなお洋服、どうにかなりませんの？　しかもお顔にまた傷を作って。これだから成り上がりの血筋のかたは。そんなんじゃ社交界に出てから笑われますわよ。高貴なわたくしをお手本にして、お勉強すればよろしいんだわ。





　と言っては、エヴァリーンと喧嘩になっていたのに。





　──余計なお世せ
 話わ

 だ。おまえみたいに外見ばかりちゃらちゃら着飾って、高貴な出自を鼻にかけて威い
 張ば

 り散ち

 らしている女を手本にしたら、それこそ笑われる。





　──なんですって！　だからあなたはストーブの騎士みたいに、あんな奇妙なやつに姫はやらんと、王様にも大臣にも言われてしまうんですわ。





　──そちらこそ、『豚を飼った伯はく
 爵しやく

 』の高こう
 慢まん

 ちきな王女みたいに、城から追い出されないように気をつけるんだな。





　最後は、いつも、ふんっ！　とお互いにそっぽを向いて……。

（テレーゼは……わたしを気き
 遣づか

 って、女らしくしないと周りにバカにされると忠告してくれていたのか……？　外見を変えて、しとやかに振る舞えば、ストーブの騎士の中にいた美青年になれるのだからと……。だとしても、もっと別の言いかたがあったと思うが……）

　本当に、あの幼なじみは──。

　空気を読もうとせず、言葉を選ぼうとせず、人を怒らせる名人で……。

　気持ちが込み上げてきて、エヴァリーンは喉のど

 を震わせた。

　グレーテが言う。

「わたしは、あなたがストーブの騎士の意味を誤解していることを知っていて、そのままにしておいたの……。あなたとテレーゼが本当は仲良しで、わたしが入る隙間がないことに、子供っぽい嫉しつ
 妬と

 をしていたから」

　グレーテが、そんなふうに考えていたとは思いもしなかったので、エヴァリーンはまた驚おどろ

 いた。

　エヴァリーンとテレーゼの争いに巻き込まれないように、賢かしこ

 いグレーテは距きよ
 離り

 を置いて眺めていたのではなかったのか？

　さらに、

「城内お嫁さんにしたい子番付で、最終日にエヴァリーンに二票入っていたでしょう？　あのうちの一票を入れたのはわたしで、もう一票はテレーゼが、あなたの名前を書いてリボンを入れたのよ」

「なんだって」

　今日ここまで、さんざん驚きの事実を聞いたが、一番びっくりした。

「それはさすがにグレーテの想像だろう」

「いいえ、テレーゼが夜にこっそり左右を見渡しながら投票箱にリボンを入れるのを、わたしは見たもの」

「自分の名前を書いて入れたんじゃないのか」

「わたくしが入れてさしあげなくては、あんな色気のない女に投票する物好きはおりませんからって、誰もいないのに言い訳していたわ。わたくしには他に投票してくださるかたが大勢おりますけれど、って」

「全部口に出していたのか……恥ずかしいやつだな」

　エヴァリーンの頰ほお

 も熱くなる。

（けど……そうか……そうだったのだな）

　あのふたつのリボンは、幼なじみの彼女たちがエヴァリーンを気遣って、投票してくれたものだったのだな……。

　しかも、グレーテはともかく、あのテレーゼが。

　夜に、こそこそと投票用の箱に近づいてゆく、派は
 手で

 な薔ば
 薇ら
 色いろ

 のドレスを着て、くるくるに巻いた緋ひ
 色いろ

 の髪を揺らした──人目をはばかっているのに、まったくはばかれていないテレーゼが、赤い顔でリボンを投入する様子が浮かんで、エヴァリーンはまた喉が震えた。

「あなたの結婚を一番気にかけていて心配しているのは、きっとテレーゼよ」

　グレーテのその言葉にも。

　会場係が、式がはじまることを伝えに来た。

　グレーテは気がかりそうに来らい
 賓ひん
 席せき

 に誘ゆう
 導どう

 されていった。





　──本当に、グスタフ卿と結婚してもいいの？





　闘技場のゲートに向かって、重たい鎧をがちゃがちゃと鳴らして進むエヴァリーンの耳に、様々な声が聞こえた。





　──わたしは、来週結婚するんです。花婿とおそろいの甲冑を着て、町の闘技場で結婚のお披ひ
 露ろ
 目め

 試合をするのですよ。家族も城のみんなも、花婿は、わたしにふさわしい相手だと言っています。わたしもそう思います。





（本当にそうか？　わたしは心から、そう思っているのか？）





　ゲートの出入り口の向こうから、グスタフを讃たた

 える大歓声が聞こえる。花婿が入場したのだろう。

　たくましい体たい
 軀く

 をきらびやかな鎧に包んだグスタフは、大きな剣を高々とかかげ、声せい
 援えん

 に応えているのだろう。岩のようにごつごつした顔いっぱいに、愉ゆ
 悦えつ

 にあふれた俗っぽい笑みを浮かべて。





　──あんなベッドでおやすみになるときも鎧を脱がなそうな、声の大きな筋肉もりもりのかた、あなたの好みではないでしょう。





（わたしは……）





　──あなたが子供の頃、金髪で細身の王子様が出てくる絵本ばかり読んでいたの、知っておりますのよ！





（父上も他の家族も、わたしがグスタフ殿の妻になることを喜んでいる。いまさら結婚をやめるだなんて言ったら、各方面に大迷惑だ）





　──グスタフ卿とわたしは似合いのカップルだそうだから、どうにかなるだろう。





（そうだ、やめられない）





　──鎧を着た花嫁の結婚式になんか、絶対に、絶対に、出席いたしませんわ！





　ゲートを抜けたとたん、まばゆい太陽の光がエヴァリーンの目に突き刺さり、嵐のような大歓声が耳に押し寄せてきた。





「花嫁の登場だ！」

「さすがグスタフ卿の花嫁だ。なんて凜り
 々り

 しい姿だ」

「エヴァリーン様、素敵！」

「おめでとうございます！」





　闘技場の周りにぐるりと設置された観客席は、聞いていたとおりみっしりと人で埋めつくされている。

　観客の多さと日差しのまぶしさに目め
 眩まい

 を覚えながら、エヴァリーンは来賓席に目をこらした。

　嬉うれ

 しそうな親族たち。

　あたたかな目で見守る上司。

　祝福の言葉を投げかけてくる同どう
 僚りよう

 たち。

　無む
 邪じや
 気き

 に婚礼を楽しむサロンの令嬢たちの中に、憂うれ

 い顔がお

 のグレーテがいる。

　テレーゼは、いない。





（あんな派手な女がいれば、すぐに目に入るはずなのに……。やはり……来てくれないのか）





　テレーゼがいないということや、この結婚がテレーゼに祝福されていないことが、エヴァリーンをたまらなく心細い気持ちにさせている。

　土を敷し

 きつめた闘技場の中央にステージが設置され、そこまで真っ赤な絨じゆう
 毯たん

 が伸びている。花婿のグスタフはすでにステージの上に足を広げ、胸をそらして立ち、花嫁を待っている。

　臆おく
 病びよう

 な気持ちがますます高まり、エヴァリーンは逃げ出したくなっていた。

　無論そんなことはできない。

　胸がつぶれそうな思いで、ステージへの階段をのぼる。

　足を動かすたび、甲冑ががしゃん、がしゃん、と鳴る。





（わたしは、化け
 粧しよう

 もお洒落もろくに知らない色気のない女だったけれど……結婚するときは白いドレスを着てヴェールをかぶるのだと思って、ドキドキしていたな……。花嫁はドレスを着て美しく装よそお

 うものだから、わたしも一生に一度くらい、そういう格好をしてみてもいいだろうと……）





　胸が苦しくて、足が重い。

　グスタフが差し伸べた太い手に、エヴァリーンが自分の手を重ねる。

　汗ばんでごつごつした手のひらと指で、ぎゅーっと握りしめられたとたん、城の廊ろう
 下か

 で彼に肩を抱かれたときと同じように、全身がさーっと粟あわ
 立だ

 った。

　そのまま腕を組んで、本日の式を執と

 り行おこな

 う司祭の前に立つ。

「この女を妻とし、生しよう
 涯がい

 変わらず愛し尊敬すると誓うか」

　司祭が尋ねると、花婿のグスタフがご満悦の表情で、

「誓う」

　と答える。

　次はエヴァリーンが答える番だ！





「この男を夫として、生涯変わらず愛し尊敬すると誓うか」





「ち……」





　言葉が喉で止まり、そのまま喉がきゅーっと引き絞られるように苦しくなった。

　誓わなければ。

　どうした、ひるむな。

　エヴァリーンが必死に声を押し出そうとしたとき。





「誓いませんわっ！」





　観客のあいだから、いきなり尊大な叫びが響きわたった。

　それが誰の声なのか見なくてもわかった。

　来賓席ではない、一般の見物人たちのために設もう

 けられた席で、木綿の服を着た町人たちに混じって、町娘のような格好をしたテレーゼが立ち上がり、手すりから身を乗り出さんばかりにして叫んでいる。






　　　　　◇　◇　◇







　テレーゼは立ち上がった拍子に帽ぼう
 子し

 からこぼれ落ちた緋ひ
 色いろ

 の髪を、風になびくに任せたまま声を張り上げた。

「誓いませんわ！　絶対に誓いませんわ！　誓ってたまるものですか！」

（わたくし、一体なにをしているんですの）

　こんな町娘のお洋服を着て、みんなの前で髪を振り乱して、大声で、はしたなく叫んだりして。

　あなたの結婚式になんか出るものですか、とエヴァリーンに言った手前、フォルマ公爵家の令嬢として参列するのはバツが悪かったし、プライドが許さなかった。

　だから、ルドヴィークが選んでくれた町娘の服に着替えた。

　この服ならばエヴァリーンにも見つからず、周りにもフォルマ家のテレーゼ姫とバレることはないだろうと。

　それに、大胆に足をさらしたこの服が、テレーゼに勇気をくれるような気がした。

　目立つ髪も帽子で隠し、来賓席ではなく一般席で身をひそめていた。

　なのに周りから聞こえてくる、

「グスタフ卿とあの女騎士様との子供なら、きっと最強だ」

「ああ、グスタフ卿とお似合いの凜々しい花嫁だ」

「花嫁は男勝りのじゃじゃ馬だそうだから、グスタフ卿でなければ御ぎよ

 しきれないだろう。そのへんの普通の男相手だと、嫁のもらい手がなかったんじゃないのか」

　という言葉におなかの中が煮えくり返って、グスタフと並んでおとなしく誓いの言葉を述べようとしているエヴァリーンにも腹が立ってたまらず、どうしても我が
 慢まん

 ができず、気がつくと立ち上がっていたのだった。





「誓いません！　この婚礼は無効です！」





　貴賓席に居並ぶ貴族やその令嬢たちは、みんなテレーゼのほうを見て仰ぎよう
 天てん

 している。

「あれは、フォルマ家の令嬢では」

「ええ、テレーゼ様ですわっ」

「なんだ、あの格好は！　国王様のお妃候補だった姫が、人前で、あ、足を、あんなにさらして」

　一般席の町の人々にも、どよめきが広がってゆく。

「誰だ、あの娘は」

「町娘っぽくない派手な娘だな」

「あの足がむき出しの服はあれか？　国王様の愛あい
 妾しよう

 のミーネ様が、お披露目のときに着ていたとかいうドレスの真ま
 似ね

 か？　ああいうのが最近のはやりなのか？」

　そのうち、王城やフォルマ公爵家に出入りしている商人や職人たちのあいだから、テレーゼの名前がささやかれはじめ、それが一般席にも大きな波紋を描くように伝わっていった。

「ええっ、三大公爵家の令嬢！」

「あの国王様の花嫁候補だった？」

「亡くなった前国王のミルトリアス様とは、婚礼寸前までいったはずよ。ミルトリアス様が女性がお嫌いで拒んでいたらしいけど」

「そんな身分のある姫君が、なんであんな奇抜な格好で、グスタフ卿の結婚に反対しているの？」

「まさか彼女がグスタフ卿の恋人だとか？」

　貴賓席からも、

「行き遅れが決定的になって、ついに爆発したのか」

「なにかやらかしそうな姫だと思っていた」

　という声が上がる。

　テレーゼの耳にも、周りのそうした言葉は届いており、

（誰がグスタフ卿の恋人ですか！）

　と怒りで目の裏が赤く染まりそうだったし、自分の名前が聞こえてくるたび、羞しゆう
 恥ち

 と屈くつ
 辱じよく

 で息が止まりかけた。

　丈たけ

 の短い服も、てっきり町の娘たちは、このくらいの長さの服を着ているのかもですわ、でしたら丈はこのままのほうが浮きませんわね、と思っていたのに、スカートから伸びる足に注目されまくっている。

　もうテレーゼを妻に望む貴族はいないだろう。

　これからは、町娘の格好で人前で足をさらし大声でわめき散らした令嬢だと、変人扱いされるに違いない。

　けれど、そんな屈辱の未来よりも、もっと必死で、もっと強い感情が、テレーゼをつき動かしている。

　エヴァリーンが、グスタフの腕からほどけた腕をだらりと下げて、なんて愚おろ

 かな女なのだろうというように、泣きそうなあきれ顔でテレーゼを見つめている。





（この先一生、売れ残りの変わり者の令嬢と笑われてもかまいませんわ！）





「婚礼は無効ですし、誓いの言葉もいたしません！　エヴァリーンには、そちらの毛深くてお顔と声が暑苦しくて息が臭そうな花婿より、もっとふさわしい相手がいるのですから！」





　さすがにこの発言は、グスタフを激怒させたようで、

「聞き捨てならんな！　十年間王者を守り続けているこの私よりも、ふさわしい相手がこの国にいるのなら、今、この場へ連れてきてほしいものだ！　決闘を申し込んで、私のほうが優れていると、たちまち証明してみせよう」

　と会場を揺るがすような大声で吠ほ

 える。

　観客たちが、それに乗っかって、

「そうだ！　相手を呼んで決闘して決めろ！」

「グスタフ卿よりふさわしい男なら、当然グスタフ卿以上の勇者のはずだ！」

「決闘だ！」

「相手を連れてこい！」

　強気に叫んでいたテレーゼも、さすがに言いよどむ。

　男を呼んで決闘させろ、という声はますます高まり、グスタフが、

「さぁ！　相手の名前を言っていただこうか！」

　と凄すご

 み、見かねたエヴァリーンが、そんな男はいない、とグスタフを止めようとしたとき──。





「私では、不足だろうか」





　爽さわ

 やかな声が闘技場に流れた。

　テレーゼが、

　エヴァリーンが、

　グスタフが、

　貴賓席の貴族や、一般席の町人たち、会場にいるすべての者たちが、声の主を見て驚きに息をのんだ。

（国王様！）





　そして、もう一人──。





　亜あ
 麻ま
 色いろ

 のかつらをかぶり、町娘の服に身を包み、一般の観客たちに混じって、もどかしく成り行きを見守っていたカテリナ王妃も、ゲートから毛皮のマントをまとった金髪の青年が現れステージに上がってゆくのを、息を止めたまま見つめた。

　エヴァリーンのことが気になって結婚式に来てみたけれど、なにもできずにいたら、いきなりテレーゼが叫び出して、今度はルドヴィークが！

（あなたはなにをするつもりなの？　ルディ！）






　　　　　◇　◇　◇







「何故国王陛下が、こちらに──」

　よもや自分の花嫁と国王のあいだに、けしからぬことがあったのか？　男っ気のまったくない身持ちの堅い娘だと聞いていたのに、不貞を働いていたのか？　と気色ばむグスタフに、ルドヴィークは笑顔で言ってみせた。

「とりあえず結婚おめでとう、グスタフ卿」

「え、あ……はぁ」

　国王としての品格を保ちつつ、適度な親しみを込める──そんな笑いかたにもだいぶ慣れたし、それがルドヴィークを批判的に見ている相手の敵意や戦意を、そぐことも知った。

　身構えていたグスタフが惚ほう

 けた顔になるのを確認し、ルドヴィークはますます朗ほが

 らかに続けた。

「エヴァリーンは真ま
 面じ
 目め

 で優秀な得がたい騎士なので、そのエヴァリーンと、王国最強との誉ほま

 れの高い十年連続王者が結ばれるのは目め
 出で
 度た

 いことだし、国王として大いに祝福したい」

　一般席で茫ぼう
 然ぜん

 と突っ立っていたテレーゼが眉をつり上げて、また身を乗り出した。





「祝福なんて──」





　わたくしがあなたにお願いしたのは、そんなことではありませんわ！　とテレーゼは叫ぼうとしたのだろう。

　テレーゼが口を開いたタイミングで、ルドヴィークはすっと片手を上げた。

　僕を信じて、おとなしくそこで見ているように、と伝えるために。

　国王の威い
 厳げん

 をこめて、力強く。

　テレーゼがドキリとしたように肩をすくめ、そのあと口の端をきゅっと下に向け、そのまま押し黙る。

　まだ目は不安そうだ。

　エヴァリーンもまた、テレーゼと同じ不安と混乱の瞳で、ルドヴィークを見つめている。

　この場の主役である二人の女性だけではない。

　会場中の視線が、臣下の婚礼のステージに突然現れた若い国王に集中する中、ルドヴィークは花婿のグスタフに向かって尊大に告げた。





「ただし、グスタフ卿。きみの輝かしい栄誉の数々が、すべて事実であるならば」





　グスタフの顔つきが、また変わる。

　太い眉を持ち上げ、赤く染まった顔をこわばらせ、唸うな

 るように言う。

「どういうことですかな、国王様」

　目が、ぎらぎらと光っている。

　百ひやく
 戦せん
 錬れん
 磨ま

 の武人の睨みはさすがに強烈で、服屋の若わか
 旦だん
 那な

 をしていた頃のルドヴィークなら、誰かにこんな目で睨にら

 まれたら、これはヤバイ、と身の危険を感じて、なるべく早くに遠ざかろうとしただろう。

　が、その凶暴な獣のような視線をルドヴィークは真っ向から受け止め、そのまま見つめ返した。

　背筋が伸びていること、余裕のある表情に見えることを意識しながら、ゆっくりと語り出す。





「我が国でもっとも権けん
 威い

 のある春の武闘大会で、グスタフ卿がはじめて優勝したのは十年前で、そのとき優勝候補と目されていたのは、騎士団にグスタフ卿と同期入団したシュミット・ベルグだった」





　シュミットは若いうちから剣の才能を知られ、本人も努力家であったので稽古を積み、ますますその才を伸ばしてゆき、当時の若手の中でも飛び抜けていた。

　グスタフは代々続く武の名門の跡取りであり、それなりに腕も立ったが、同期にシュミットがいたために目立たなかった。

　むしろ、なまじ武の名門の出であるがゆえに、文官の家系のシュミットと比べられ、血筋よりも本人の資質が重要なのだな、と言われることもあったらしい。





「十年前、誰もがシュミット・ベルグの優勝を確信していた。実際、四回戦の準決勝までは、彼は圧倒的な強さで勝ち上がってきた。ところが、準決勝でグスタフ卿──きみと対戦したとき、シュミット卿は急に調子を崩くず

 した」





　それまでの好調が噓うそ

 のように、シュミットの動きは重く、針の穴をも貫くと言われた正確無比の突きも、的まと

 をはずして、よろけるばかりだった。

　そんなシュミットに力ちから
 自じ
 慢まん

 のグスタフは猛もう
 攻こう

 をかけ、打ち倒した。

　続く決勝戦でも、グスタフが勢いに乗って勝利をおさめ、その年の優勝者はグスタフとなったのだ。





「シュミット卿は準決勝で負った怪我がもとで、剣の世界から退くことを余よ
 儀ぎ

 なくされたが、グスタフ卿は十年間王者の座を守り、ローデシアの生ける武神と呼ばれるまでになった」





　ルドヴィークの話を最初は落ち着かなそうに、しだいに苦々しげな顔で聞いていたグスタフが、

「国王様は、なにをおっしゃりたいのだ」

　と声を荒らげる。

「私がシュミットにわざと大怪我を負わせて、引退に追いやったと？　あれは正当な試合だったのだ。シュミットは強敵で、私も必死で、手て
 加か
 減げん

 をする余裕などなかった」

　ルドヴィークが、さらりと切り返す。

「それはおかしなことだ。調子を崩して立っているだけでも精一杯だったシュミット卿に、手加減をする余裕がなかったとは」

　グスタフの目が、またギラリと光る。

「はためから弱っているように見えても、実際に対戦してみると、そうでもないものだ。戦略として調子が悪いフリをして油ゆ
 断だん

 を誘う輩やから

 もおるので、どんなときも油断はできん。また、武人として、たとえ実力差がある相手にも全力で向かってゆくのが礼れい
 儀ぎ

 だと、私は心得ておる」

　ルドヴィークは涼しげに笑った。

「大変ご立りつ
 派ぱ

 だ。だが翌年の大会でも、優勝候補の剣士が大会直前に怪我をして、それを押して出場したものの初戦で敗退したのは、どういうわけだろう。その翌年はグスタフ卿と、大ベテランのラング子し
 爵しやく

 と、急成長した若手のマルティン卿の三大決戦と言われていたが、三人のうちラング子爵は急性の腹痛で出場辞じ
 退たい

 、マルティン卿も準決勝が終了したあと急に体調の不良を訴えてリタイア。あの年は、グスタフ卿が不戦勝で優勝されたのだったな」

　四年目も、五年目も、その次の年も、優勝候補者が怪我や急な病気で本来の実力を発はつ
 揮き

 できなかったり、出場を辞退することが続いた。

　周りに理由を語ることなく突然出場を辞退したある若い剣士は、グスタフの弟子だった。彼の家は貧しく、病気で寝たきりの母親に良い治ち
 療りよう

 を受けさせるための金が必要だったとか……。

　もっとも、昨年の大会で、出場者の大半が国内で猛もう
 威い

 を振るった悪性の風か
 邪ぜ

 で次々倒れ、出場者自体が大幅に不足する中、一人血色もよく意い
 気き
 揚よう
 々よう

 としていたのは、たまたまだろうが……。

「国王様は、この私が大会で不正を行ったと、皆の前で辱はずかし

 めるおつもりか！　武人に怪我はつきものだし、運もまた実力のうちだ！　私には戦いの女神がついているから、ローデシアの生ける武神と呼ばれるまでになったと自負しておる。それは女神を惚ほ

 れさせる剣の腕が私にあったということで、なんら恥じることはない」

　グスタフの堂々とした声が、とどろき渡る。

　見物人たちも、

「そうだよなー、グスタフ卿が十年間王座を守り続けたのは、事実だし」

「去年の大会でも、お一人だけぴんぴんしてらしたし、一流の武人の条件は、まず怪我をしないことだというしなぁ」

　と、グスタフ寄りだ。

　彼らにとってグスタフは人気者の英雄で、たとえ国王であるルドヴィークが疑ぎ
 惑わく

 を語っても、すぐには信じられないのだろう。

　グスタフの隣であっけにとられていたエヴァリーンでさえ、伝統ある大会でそのような不正が行われるというのはありえるのだろうか？　というような困こん
 惑わく

 の表情を浮かべている。エヴァリーンの場合は、なまじ本人が企たくら

 みや不正と無縁なまっすぐな性格のため、余計に受け入れがたいのだろう。

　グスタフは大衆の支し
 持じ

 に自信を得たのか、自らもいっそう声を張り上げた。

「お若い国王陛下が、国への忠誠を誓っている家臣を憶おく
 測そく

 で貶おとし

 めるのは、感心いたしませんな」

　国王様の勘違いでは、という流れになりかけたとき。





「憶測では、ない」





　ルドヴィークの声が、凜と響いた。





「ひそかに調査を進めさせた結果、とても運や偶然では片付けられない事実
 が、いくつも報告されている」





　グスタフが嘲あざけ

 る。

「はは、誰がそんな虚きよ
 偽ぎ

 の報告を」

　その者にも決闘を申し込むので、名を公開してほしいと言わんばかりの態度で。

　ルドヴィークは国王の眼差しで告げた。

　会場にいるすべての人々に聞こえるように、はっきりと。





「私の優秀な特命騎士が」





　見物席が、またどよめいた。

　貴賓席の貴族も一般席の町の住人たちも、祭りで荒あら
 稼かせ

 ぎしていた盗とう
 賊ぞく
 団だん

 の逮たい
 捕ほ

 や不正を行い私腹をこやしていたヒンメル長官の摘てき
 発はつ

 に、重要な役割を果たしたとささやかれる特命騎士の名を、耳にしている。

「特命騎士だって！」

「あの国王様の勅命を受け事件を解決する、謎なぞ

 の騎士たちが？」

「知ってるわ！　商人のエドモンドが盗賊団と癒ゆ
 着ちやく

 していたことも、特命騎士が突き止めたんでしょう！」

「そのとき、盗賊たちの隠れ家に乗り込んで、大立ち回りの末に一いち
 網もう
 打だ
 尽じん

 にしたらしいぞ！」

「ヒンメル長官の不正も、特命騎士が暴あば

 いたそうだ」

「特命騎士は一人ではなく、各分野の優秀なエキスパートたちで構成されていて、武闘の達人や、語学の天才や、魔術博士や、七つの顔を持つ美女がいるって」

「特命騎士、すげぇぇぇ！」






　　　　　◇　◇　◇







　周りが特命騎士の名を聞いて盛り上がる中、まさにその特命騎士の片割れであるカテリナ王妃は、愕がく
 然ぜん

 としていた。

（特命騎士って誰のこと？　ルディは誰と
 、グスタフ卿の過去を調べたの？　わたしは、ルディからなにも相談されてない）

　そもそも特命騎士は、カテリナ王妃のもうひとつの姿である『フロリン』が、ルドヴィークを巻き込んではじめたことだった。

（いつも、わたしがルディを事件に引っ張り込んで、ルディは渋々だったのに）

　なのにルディが自分から、特命騎士として行動したの？

　わたしには知らせずに？






　　　　　◇　◇　◇







　流れがこちらへ向きはじめたことを肌で感じながら、ルドヴィークはいっきに追い込みをかけた。

「特命騎士が当時の大会出場者や関係者に会い、この場へ出て証言してくれるよう手を尽くしてくれた。皆、入場してくれ！」

　ルドヴィークがゲートのほうへ呼びかける。

　そこから出てきたのは、かつて武闘大会で優勝候補と期待されながら、突然の怪我や体調不良で敗北したり、出場を辞退したりなどし、表おもて
 舞ぶ
 台たい

 から消えていった剣士たちだった。

　歳を経ているものもいるが、まだ若いものも多い。

「あれは、シュミット・ベルグじゃないか！」

「引退したラング子爵もいるぞ！」

　彼らがステージへ行進してゆくのを見て、貴賓席からも、一般席からも声が上がり、グスタフは眉をつり上げ目をむいて、鎧をガチャガチャと震わせている。

　まず、試合中にグスタフに右足をつぶされ剣の道を断たれたシュミット・ベルグが怒りに燃える目でグスタフを睨み、その悪行を語った。

「準決勝の直前におまえから渡された飲み物に、体を痺しび

 れさせる薬が入っていた。おまえは私にそれを飲ませるとき、同期である私とは、お互い万全の状態で対戦したいので遠えん
 慮りよ

 するなと言ったな。あのとき私の水筒が空になっていたのは、おまえが中身を捨てたからだと同僚から聞いて、おまえの企みを知ったのだ。おまえを同期の仲間だと思っていた私が愚かだったのだと、この十年間思い続けてきた」

　続いて、古老の騎士ラング子爵が、

「儂わし

 も健康にだけは自信があったのだがなぁ。よもや差し入れの饅まん
 頭じゆう

 に、腹をくだす薬を盛られるとは。出場を辞退した言い訳と思われるのが情けなくて、これまで誰にも話さなかったが、国王様の特命騎士から、他にもおまえの被害者が大勢おると聞いて、黙っているわけにはいかなくなってな」

　他の剣士たちも、グスタフに薬を盛られたり、その配下に大会の前に襲おそ

 われ、怪我を負わされたり、大会への出場を辞退すれば望みの部署へ配属されるよう口をきいてやると言われ、その誘ゆう
 惑わく

 に乗ってしまったことなどを、次々と証言する。

　そのたび観客席から驚きの声や、怒りの声が上がる。

　エヴァリーンも騎士として、グスタフの行いを許しがたく感じているようで、険けわ

 しい表情を浮かべている。

　グスタフは、試合のあとでもないのに汗をだらだらとかきながら肩で息をしており、瀕ひん
 死し

 寸前だ。

　ルドヴィークが告げる。





「グスタフ卿が自らの身の潔けつ
 白ぱく

 をかけて決闘を望むなら、彼らが相手をしてくれるだろう」





　この言葉に、不遇の剣士たちが闘気をみなぎらせ、次々言う。

「おまえにつぶされた足は以前のようには動かんが、私の突きは、あの頃より鋭するど

 くなっているぞ」

「儂の剣も、まだまだなまっておらん」

「卑ひ
 劣れつ

 な手段で追いやられたこの三年、おぬしへの恨うら

 みを胸に、ひたすらに修行に励はげ

 んできた成果を見せるときがきたようだな」

「さぁ、五年前の決勝戦の続きをしようじゃないか」

　おのおのが抜き放った剣が、グスタフに一斉に突きつけられ、グスタフが青ざめきった顔で唸る。足ががくがく震えていて、今にも崩れ落ちそうだ。

　ルドヴィークがまた声を上げた。





「もうひとつ！　グスタフ卿は誠実にして貞てい
 淑しゆく

 な花嫁に対しても、許しがたい不正を行っている」





　エヴァリーンが目をわずかに見開く。それがさらに大きくなったのは、ゲートから大きなおなかを抱えた女性が現れたためだった。

　頰がぽっちゃりとした、唇くちびる

 の厚い、色気のある、二十代後半ほどの女性は、ステージの下からグスタフ卿を指さし、言った。

「あたしのおなかにいるのは、この人の子供に間違いありません！　彼には、愛人として贅ぜい
 沢たく

 な暮らしをさせてやるから、結婚式が終わるまでおとなしくしていろと言われました。結婚さえしてしまえば、仕事一筋で男とつきあったこともないクソ真面目な成り上がり貴族の娘なんて、自分の言いなりにできるからって」





「なにぃ！　貴様、うちの娘をなんだと思ってるんだ！」





　親族席から飛び出し、すごい勢いでステージに突入してきたのは、エヴァリーンの父親だった。

　あとを追ってきたその息子たちと、ステージにいた娘の三人に、

「落ち着け、父上」

　と抱きついて止められながら、

「剣を貸せ！　私がこの偽王者を叩たた

 き切き

 ってやる！」

　と、吠え叫ぶ。

　他の剣士たちも、

「いや、私が頭ず
 蓋がい
 骨こつ

 を貫く」

「いいや、儂が心しん
 臓ぞう

 に風穴を開けてやる」

「そいつの喉を十字に切き

 り裂さ

 いて血まみれにするのは、私の役目だ」

　と言い合いをはじめる。

　グスタフは猛獣の群れに投げ込まれた愚ぐ
 鈍どん

 な牛のように、ひたすら怯おび

 えるばかりである。誰がグスタフにとどめを刺すかで決闘をはじめそうな勢いの男たちを制止し、ルドヴィークは言った。





「以上のことから、グスタフ卿を、私の大事な騎士の花婿とは認められない。彼には退場していただこう」





　兵士に連行され、グスタフ卿がうなだれて去る。

　続いて、グスタフに因いん
 縁ねん

 を持つ剣士たちも、グスタフの愛人の女性も、ゆっくりと退場してゆく。

　彼らとグスタフ、それにグスタフの子を宿す女性とのあいだでは、このあと過去の罪状や、その償つぐな

 いと対価の話し合いが行われるだろう。流りゆう
 血けつ
 沙ざ
 汰た

 になっては困るので、それぞれが納なつ
 得とく

 のゆく形で、なるべく穏おん
 便びん

 にまとめてほしいとクラウスに言ってある。

　新しい特命騎士は有能なので、なんとかしてくれるだろう。

　ステージの上には、甲冑を着た花嫁と、その父と二人の弟たち、国王であるルドヴィークが残された。

　観客席から投げつけられるグスタフに対する罵ば
 詈り
 雑ぞう
 言ごん

 はまだ止まらず、興こう
 奮ふん

 する町の住民たちのあいだで、町娘の服を着たテレーゼが両手を胸の前でぎゅっと組み、硬い表情でルドヴィークたちを見ている。

　エヴァリーンの父が嘆なげ

 く。

「なんてことだ。最強にして最高の花婿を迎えたつもりが、はりぼての勇者だったとは──ようやくエヴァリーンの夫が決まったと安あん
 堵ど

 しておったのに。私が、あやつの卑劣さを見抜けなかったばっかりに、可か
 愛わい

 い娘をさらし者にしてしまった。結婚式で花婿が逮捕されて取り残された娘を、この先、誰がもらってくれるのか。本当にすまない、エヴァリーン」

「父上、わたしは嫁には行かなくとも……」





「いや、エヴァリーンの嫁ぎ先に関しては、私から提案がある」





　エヴァリーンが頭の上でひとつに結んだまっすぐな黒髪を振って、ルドヴィークのほうへ驚きの表情を向ける。

　エヴァリーンの父親が、とたんに明るい顔つきになり、

「国王様が、娘の縁談を世話してくださるのですか」

　と尋ねるのに、

「そのつもりで、あれこれ候補を選定してみたが」

　とルドヴィークは、おだやかに言う。

　エヴァリーンが暗い表情になる。

　国王から持ち込まれた縁談を断ることなど、エヴァリーンの立場ではできない。嫁ぎ先が変わるだけで、やはり結婚は避さ

 けられないのだと、しょんぼりしているのだろう。

　観客席のテレーゼが手すりから身を乗り出して、すがるような眼差しでルドヴィークを見つめている。

　ルドヴィークは微笑ほほえ

 んで、続けた。

「弱ったことに、いっこうに決まらなくて。なにしろエヴァリーンは滅めつ
 多た

 な相手には添そ

 わせられないほど素晴らしい騎士で、彼女のまっすぐな心根と忠誠は国の宝だから」

　エヴァリーンの表情が、ゆっくりと変化してゆく。

　驚きから戸と
 惑まど

 いへ、恥じらいから喜びへ、また戸惑いへ──頰を娘らしく染めたまま、茫然とルドヴィークを見つめている。

　その顔を見て、ルドヴィークは、





（ああ、可愛いなぁ）





　と、さらに口元がゆるんだ。

　彼女のことを、色気がなく男みたいだなんて、それは周りの男たちの見る目がなかっただけだ。

　さらさらと流れ落ちる艶つや

 のある黒髪も、驚くと飛び出しそうなほど大きく見開かれる表情豊かな青い瞳も、しゃんとした首筋も、力強く突き出た胸も、しなやかな体つきも、こんなに女らしくて、愛らしいのに。

　きっと白や青の爽やかな色合いのドレスが、とても似合う。

　ほんの少し手をかけてあげさえすれば、城の男性たちが振り返って見惚れる美女になるだろう。





（今だって、こんなに素敵な子なんだから）





　まっすぐで、誠実で、凜りん

 としていて。侍じ
 女じよ

 たちから、あれこれ頼まれて頼られても、嫌な顔をせずに力になろうとする。

　いつも自分のことよりも、他人のために動き回っている。

　そんな彼女が、国王であるルドヴィークのことをずっと見ていたと言ってくれた。

　国王としてのルドヴィークを、認めてくれた。





「エヴァリーンは、私に得難い言葉をくれた」





　国王になんてなりたくなかったし、自分はそんな器うつわ

 でもないと思っていたルドヴィークに、城で働く者たちがルドヴィークが国王になってから、働きやすくなって喜んでいると教えてくれた。

　町で暮らす人々が、ルドヴィークが開放した庭園や、子供料金のサービスをはじめた劇場で楽しんでいると。

　ルドヴィークへの感謝の言葉を、いくつも耳にしたと。

　そのたび、そんなルドヴィークの騎士として仕えていることに、誇ほこ

 らしさでいっぱいになったと。

　庶民の身から、いきなり国王になったルドヴィークの悩みや困難を『本当にご苦労も多く、大変な日々だったと思います』と理解し、気遣ってくれた上で、ルドヴィークが成したささやかな仕事を認めて、褒ほ

 めてくれた。





　──新しい国王様が即位されてから、仕事が楽しくなったし、職場の環境も改善されて働きやすくなったと皆言っています。町にも活気があふれています。全部、国王様のお力です。





　まっすぐな瞳でそう告げられて、顔が熱くなって、恥ずかしくて照れくさくて、そわそわと目を泳がせてしまった。





（きみが僕にどれほどのことをしてくれたのか、教えてあげたい。あのとき僕は本当に嬉しかったんだ）





　エヴァリーンが出ていったあと、ほてりきった赤い顔を片手でおおい、ソファーに沈み込み天てん
 井じよう

 を仰あお

 いで、遅いお茶の用意を終えて戻ってきたクラウスに向かって、思わず唸ったこと。





　──っっ、まいったよ……。国王になって良かったと思ったの、はじめてだ。





　あのときの胸のとどろきを、教えてあげたい。

　笑いながら、泣きながら去ったきみを心配しながら、どうしようもなくときめいていたことを教えてあげたい。

　人は一瞬で強く惹ひ

 かれ、恋してしまうことがあるのだと。

　それほどに、きみは魅力的だったのだと。

　エヴァリーンは、あのときのルドヴィークのようにほてった顔で、混乱して立っている。

　男性からの褒め言葉に慣れていない様子に、また笑みこぼれる。

　兵士に持ってこさせた箱から、真っ白なレースを贅沢に使った冬の淡雪のようなヴェールを出し、エヴァリーンの頭にふわりとかぶせる。

　艶やかな黒髪の上に、固い甲冑の上に、可か
 憐れん

 なヴェールがさらさらと重なり、足まで落ち、そこからまた後ろのほうへ、しとやかに流れてゆく。

　真っ赤に染まったエヴァリーンの頰と、見開かれた青い瞳とこぼれる黒髪が、ヴェールによくはえる。

　驚きでいっぱいのその顔を見て、ルドヴィークは優しく微笑んだ。





「思ったとおり最高に似合っている。とても綺き
 麗れい

 な花嫁さんだ」





　エヴァリーンの肩が小さく揺れる。

　恥ずかしくて、目をそらしたいのにそらせない。そんな顔でルドヴィークを見つめ続けている。





「国王として望む。騎士エヴァリーン、私の寵ちよう
 姫き

 になってくれないだろうか」





　グスタフへの罵声で騒然としていた会場が、思いがけないロマンチックな展開にわいた。

「国王様、素敵！」

「あたしも、あんなふうにプロポーズされたい！　うらやましい！」

「なんと、女騎士様の大逆転！　玉の輿こし

 だ！」

　エヴァリーンの父親はあまりの栄誉に腰を抜かし、息子たちに支えられ、そこで男泣きしている。

　エヴァリーンも涙でいっぱいの瞳で、





「わ、わたしは、もとから国王様のもので……」





　と言いかけて、はっとしたように一般席のほうを振り向いた。

　エヴァリーンの幼なじみの公爵令嬢が手すりから身を乗り出し、切ない瞳で、こちらを見つめている。

　ルドヴィークも振り向き、もう一人の花嫁に向かって
 呼びかけた。





「そして、フォルマ家の令嬢、テレーゼ姫。私は、あなたもエヴァリーンとともに、私のもとへ迎えたい」





　テレーゼがぎょっとし、

「な、ななななな
 にをバカなことを言ってらっしゃるんですか！　今、エヴァリーンを寵姫に迎えたばかりですのに」

　と、うろたえながら叫ぶ。

　ルドヴィークがステージをおり、テレーゼのほうへ近づいてゆくと、さらに慌あわ

 てて、逃げ道を探すように顔を後ろへ向けたが、そこには興味津しん
 々しん

 の町の住人たちで、みっしりと埋めつくされ、どこへもゆけない。

　ルドヴィークは歩を進めながら言った。

「公爵家の令嬢の身でありながら、自らの評判が傷つくこともかえりみず、友のために真実を伝えようとした。その心根もまた、エヴァリーンと同様に素晴らしい。最初に私を動かしたのは、テレーゼ姫の熱意だった」





　──エヴァリーンを、国王様の愛妾に迎えていただけませんこと。





　テレーゼがいきなりそんなことを言い出したとき、本当に驚いた。

　城の庭で、壁の隙間に挟まっていたテレーゼを助けたときから、彼女はルドヴィークを何度も驚かせ、戸惑わせた。

　尊大で自己主張が激しいくせに、赤い顔でおろおろしたり、恥じらいながら怒ったり、頭からマントをかぶって一人きりでぽろぽろ泣いていたり、仲の悪い幼なじみのために国王に直訴したりする。

　うろたえながら強がる姿を、可愛く感じた。

　誇り高くて、純粋で、おもしろい子だな……と思ったら、どんどん気になって。

　もしかしたら、お嫁さんになっていたかもしれない子だと知って、弱い部分やいじらしい部分があることも知って、ますます気持ちが彼女のほうへ傾かたむ

 いて、放っておけなくて……。

　テレーゼを王妃に迎えなかった自分では、彼女になにもしてあげられないのではないかとも思った。

　テレーゼに向かって踏ふ

 み込こ

 むことを、躊躇ためら

 っていた。





（でも──）





　一番目の恋人であり寵姫であるミーネが、内気でやわらかな微笑みとともに語ってくれた言葉を、ルドヴィークは思い返す。





　──あなたは……おばあさんから聞いた楽園ハレム

 のご主人様みたいに、広くて大きなかただから。





　そこでは、たくさんの美しい女性が、たった一人のご主人様に仕えていたのだと。

　良いご主人様がいるハレムは本当に楽園のようで、彼に愛され守られた女性たちは、みんな幸せだったのだと。





　──あなたがハレムのご主人様なら、きっとそのハレムは楽園のように、おだやかで幸福です。





　買いかぶりだというルドヴィークに、つつましく首を横に振り、信頼に満ちた優しい口調で言ってくれた。





　──もし、他のかたを好きになられても、わたしへの気持ちも変わらないということも、信じられるから……。





　だから、二人きりのときにルディと呼ばせてもらえるだけで満足だと、頰を染めて恥ずかしそうにつぶやいていた。





「テレーゼ姫と騎士エヴァリーン、二人一緒でなければ意味がない。私は、二人がそろって私のもとへ来てほしい」

「なんて欲張りですの！」

　テレーゼが眉をきりきりとつり上げて叫ぶ。身を乗り出しすぎて、手すりから転げ落ちそうだ。

　ルドヴィークは朗らかに答えた。

「国王だから、欲張りでもしかたがない」

　国王だから、うかつに恋をしてはいけないと思っていた。

　テレーゼにも、してあげられることはなにもないと。

（でも、違った）

　真っ赤な顔で絶句しているテレーゼを観客席の下から見上げて、晴れやかな笑顔で両手を広げる。

（国王だからこそ、できることがある）





「テレーゼ姫。どうかエヴァリーンとともに、私のもとへ来てほしい」





　テレーゼのエメラルドの瞳が震える。

　眉を一瞬下げ、そのあと慌てたように上げ、

「わ、わたくしは正妃でなければ……」

　嫌ですわと、この期ご

 に及んで精一杯の抵抗をしようとするのに、ステージから、

「お受けします！」

　と高らかな声が響いた。

　花嫁の白いヴェールを冬の澄んだ風になびかせたエヴァリーンが、どこまでも明るい表情をルドヴィークたちのほうへ向け、叫んでいる。

「わたしもテレーゼも、喜んで国王様のもとへまいります！　一生涯、お仕えいたします！」

「え、エヴァリーン……あなた勝手にっ」

　テレーゼが文句を言おうとするが、その声が、今度は周りでわきおこった大歓声にかき消えて、もごもごしてしまう。

「寵姫を一度に二人も、お迎えになるなんて！」

「さすが国王様だ！」

「テレーゼ姫まで引き受けるなんて、まったく度量の広いかただぜ！」

　テレーゼが、

「まぁ、なんて失礼な」

　と怒りかけて、ルドヴィークが笑顔のまま両手を広げているのを見て、目と目が合ったとたん、また真っ赤になり、

「ぅぅ……」

　小さく唸り、

「わたくし……この国の王妃になる身でしたのよ」

　と、か細い声で言った。

　ルドヴィークが屈くつ
 託たく

 なく、

「うん、王妃にはしてあげられないけれど、お嫁さんにはできるから、なってほしい」

　と伝えると、またそわそわしたあと、目を伏せて、消え入りそうな声で、

「し……しかた、ありません、わね」

　と言ったあと、

「……はい」

　と、答えて、丈の短いスカートの下から大胆に足を振り上げて、手すりを越えて、ルドヴィークの腕に飛び込んできた。

　転びそうになりながら男の意地で踏みとどまり抱きしめると、テレーゼもぎゅっとしがみついてきて、耳元で恥ずかしそうにつぶやいた。

「よかった……いつものドレスだったら、重くて乗り越えられませんでしたわ」






　　　　　◇　◇　◇







　闘技場が祝福の声で、埋めつくされる。

　庶民出身の国王が、鎧の花嫁と、町娘の服を着た公爵令嬢を、そろって寵姫に迎えたのだ。盛り上がらないはずがない。

　ルドヴィークがテレーゼの手をとってステージに戻り、もう片方の手をエヴァリーンに差し伸べ、そこにエヴァリーンが嬉しそうに手を乗せると、両方の手を高々とかかげて、二人の新しい寵姫をあらためて観衆に紹介する。

　テレーゼとエヴァリーンが、腰をかがめる。

　テレーゼは華やかに。

　エヴァリーンは凜として。











「こうして見ると、女騎士様はお綺麗なかたじゃないか」

「ああ、公爵令嬢も、頰を染めているのが可愛らしいな」

　どちらの寵姫も、国王に手をとられて嬉しそうにしている様子が初うい
 々うい

 しく、愛らしく、見ているほうも顔をゆるめずにいられない。

　貴賓席では、テレーゼとエヴァリーンの幼なじみのグレーテが微笑んでいる。

「おめでとう……、テレーゼ、エヴァリーン。二人そろってお嫁にゆくなんて、本当にあなたたちは仲良しね」

　優しい声で、つぶやいた。





　けれど──。





　喜び合う観衆の中に、一人、大きな紫色の瞳から、ぽろぽろと涙を流している若い娘がいた。

　亜麻色の髪をふさふさと肩にたらし、質素な町娘の服に身を包んだ美しい娘は、白い頰を涙で濡ぬ

 らしながら、ひどく哀かな

 しそうな、苦しそうな眼差しで、ステージを見つめている。

　誰も彼女が泣いていることを、不ふ
 思し
 議ぎ

 に思わなかった。

　きっとハッピーエンドのお伽とぎ
 話ばなし

 のような顚てん
 末まつ

 に感動して、涙をこらえられなかったのだろうと考えて。

　彼女がつぶやいた言葉も、誰にも聞こえなかった。
















　ルドヴィークが闘とう
 技ぎ
 場じよう

 で、二人の寵ちよう
 姫き

 をお披ひ
 露ろ
 目め

 した三日後の夜。

　おそろいの絹の寝間着に着替え、綺き
 麗れい

 にとかした髪かみ

 をおろしたテレーゼとエヴァリーンは、国王の寝所のベッドの端に、背中合わせに腰かけていた。

　広々とした豪華なベッドは、三人でもじゅうぶん休めそうだ。そんなことをどちらも考えて、

（はしたないですわ）

（い、いや、それはどうなんだ）

　と赤くなった顔を、手のひらでおおったり、ぺしぺし叩たた

 いたりしている。

　それからまたもじもじして、テレーゼが落ち着かなげに寝間着の裾すそ

 を引っ張りながら、小声で言った。

「……この寝間着、布地が薄すぎじゃありませんこと」

「そうだな、胸の谷間がすーすーするな」

　エヴァリーンも胸元の布をしきりに引き上げながらつぶやく。が、張りのある大きな胸が邪じや
 魔ま

 をして、すぐに布がまた下がってしまう。

　テレーゼが反射的に両手をばってんにし、自分の胸をおおい、

「お、お胸のことは、いいんです。ご自分は大きいからって、さりげなく自じ
 慢まん

 しないでください」

「すまない。おまえの胸が扁へん
 平ぺい

 だと言うつもりはなかった」

「言ってるじゃありませんか、今っ」テレーゼが振り向いて叫ぶ。「エヴァリーン、あなた、こ、国王様との大事な初夜から、喧けん
 嘩か

 を売るつもりですの」

　エヴァリーンもベッドに手をついてテレーゼのほうへ身を乗り出し、身を低くして、

「そんなつもりはない。むしろその……今夜はテレーゼに助けてもらいたいと……その、わたしは剣の稽けい
 古こ

 ばかりしていたから、こうした場合の作法を知らなくて……だからとんでもない失敗をしないかと心配で……」

　そのまま真っ赤に染まった顔を伏せてしまう。

　テレーゼも同じくらい赤くなり、

「し、しかたありませんわね。わたくしがお手本を見せてさしあげますわ」

「頼む」

「そのかわり、わたくしが国王様の二番目の寵姫で、あなたは三番目ですわよ。わたくしのほうが本来高貴な身なのですから」

「ああ、それでいい。テレーゼのほうが年上だしな」

「い、いちいち気に障さわ

 る言いかたですわね。ええ、わたくしは十八歳ですわよ。あなただってもうじき十八歳になるんですから。そのときは、うんと盛大にお祝いしてさしあげて、あなたが十八歳になったことを、みんなに広めてやりますわっ」

「……ありがとう。どうしたんだ、テレーゼ！　今日は別人のように優しいじゃないか。やっぱりテレーゼでも、は、初めては……緊きん
 張ちよう

 するのか」

「嫌みも通じないんですか！　そ、それに、緊張するのは、あたりまえですっ」

「そうか、わたしがついているからな、怖かったら、わたしが手を握っていてやるから、落ち着いて」

「あなた、さっきわたくしに、知識ゼロの初心者だから助けてほしいとおっしゃっておりませんでした」

　そんな言い合いを続けているところに、寝間着姿のルドヴィークが入ってきた。

　とたんに二人ともぴたりと黙り、両手を膝ひざ

 に乗せてうつむいてしまう。

「テレーゼもエヴァリーンも、こっちを向いてくれるかな」

　ルドヴィークが優しく声をかけると、同時にぱっと顔を上げ、わたわたとベッドの上で膝をそろえ、ルドヴィークのほうへ向き直る。

　二つの赤い顔が並ぶのを微笑ほほえ

 ましく見つめて、ルドヴィークも二人と向かい合わせに膝を折る。

　緊張する二人に、誠意を込めて言った。

「二人とも、僕の寵姫になってくれてありがとう。僕の気持ちは闘技場で語ったとおりです。精一杯大切にしますので、よろしくお願いします」

　テレーゼとエヴァリーンが感動の面おも
 持も

 ちで、またわたわたしはじめる。

「そ、そんなっ、わわわたしのような無骨で色気のない女に、そのようにご丁てい
 寧ねい

 に」

「違うよ、エヴァリーン。きみはとても女性らしくて魅力的だよ」

　エヴァリーンの頰ほお

 をそっと手のひらで撫な

 でて、薄い寝間着に包まれた肩にすべり落とすと、エヴァリーンはびくっと体をこわばらせた。

「こ、こここ国王様」

「目を閉じて」

「は、はい」

　目と一緒にぎゅっと引き結ばれた唇くちびる

 に、キスを落とす。

　はじめは軽く。

　次に少し長く。

　そのあいだエヴァリーンはずっと唇を固く結び、息を止めていて、その真ま
 面じ
 目め

 さがルドヴィークにはとても可か
 愛わい

 く思えて、ずいぶん長く唇を合わせていた。

　テレーゼが横からルドヴィークの寝間着の裾を引っ張って、頰をふくらませて見上げてこなければ、エヴァリーンは窒ちつ
 息そく

 していたかもしれない。

　ルドヴィークが唇をはなすと、ベッドに顔から倒れ込み、ぜはぜは喘あえ

 ぎながら肩を上下させた。

「わたくしを無視しないでくださいね」

　テレーゼがすねている口調で言う。

「わたくしが二番目
 なんですから」

　ルドヴィークは一瞬目を見張り、それからまた笑みくずれた。

「そうか……きみが二番目か」

　ルドヴィークの胸に嬉うれ

 しさが込み上げ、テレーゼがびっくりするほど性急に引き寄せて、唇を合わせた。

　きゃっと叫んで開かれた口に舌をさし入れると、負けず嫌いなものだから自分から一いつ
 生しよう
 懸けん
 命めい

 にからめてこようとして、舌の先がふれあった瞬間、びくっとして引っ込めて、それでもまた頑がん
 張ば

 ってからめてくるのが、おかしくて可愛らしくて。

　テレーゼはルドヴィークの胸に必死にしがみつき、耳まで赤くしていた。顔がはなれると、そのままルドヴィークの胸にがくりともたれ、ぷるぷる震えている。

　幼なじみのそんな姿を、ベッドから半分身を起こしたエヴァリーンが驚おどろ

 きのまなこで見つめている。その形の良い顎あご

 に手をかけて、

「そしてきみが、三番目
 だね」

　幸福な気持ちでささやくと、エヴァリーンも、

「はい、国王様」

　と肩にもたれてくる。ルドヴィークが腰に手を回してさらに引き寄せると、そのままうっとりと身を任せて──。





「本日は、そこまでです」





　お約束のクラウスが、制服をきっちり着込んだ真面目な姿を現す。

「きゃっ、なんですの！」

「賊ぞく

 か！　わたしが国王様をお守りして──」

　テレーゼが乱れた胸元を手で隠し、エヴァリーンが片足を素早く立てて、ルドヴィークの前に出るのを、

（あー、今日はだいぶ待ってくれたなー。初夜だからサービスしてくれたんだなー）

　と感謝しつつも、がっくりしたあと、

「いいんだ、彼はこれが仕事
 なんだ」

　と苦い声で言うと、エヴァリーンもテレーゼも困こん
 惑わく

 の表情で、眼鏡めがね

 の官かん
 僚りよう

 とルドヴィークを見比べた。

「国王様？」

「どういうことですの？」

「えーと」
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　カテリナ王妃は、あざやかな木や花が茂る温室でキーキを抱きしめ、うなだれていた。

　青白い月光が、冷たい空から静かに地上を照らしている。

　いつもいたずらに飛び回っては城の人たちの眉まゆ

 をしかめさせているキーキは、カテリナ王妃の切ない胸の内を察して、おとなしく抱かれている。

（今頃ルディは、テレーゼとエヴァリーンと三人で、ひとつのベッドで過ごしているのかしら……）

　三人で、どんなことを語り合っているのだろう。

　寵姫として城に部屋を与えられ、同じ日に引っ越してきたテレーゼとエヴァリーンは、どちらも頰を生き生きと染めて幸せそうだった。

（わたしが、ルディにぴったりのお嫁よめ

 さんを見つけてあげると言ったとき、ルディは特命騎士のときみたいに乗り気じゃなかったわ……）

　ミーネのときは、二人で夜通しミーネを可愛くする計画を練って、楽しかった。

（なのに今度は、ルディはわたしに相談せずに一人で決めて、一人で行動して、一人で寵姫を二人も迎えた……）

　闘技場のステージで、ルドヴィークがエヴァリーンの頭に花嫁のヴェールをかぶせたとき──。

　観客席のテレーゼに向かって両手を伸ばし、テレーゼが飛び降りたとき──。

　どちらも胸が痛くて、張は

 り裂さ

 けそうだった。

　ルドヴィークが両手に二人の花嫁を従え、この上なく晴れやかな顔で、みんなに紹介したとき、祝福にわき返る観衆の中で、カテリナ王妃はぽろぽろ泣きながらつぶやいていた。

　そのときのようにまた涙が頰を伝って、キーキの上にも雨を降らせ、キーキが心配そうにカテリナ王妃を見上げる。

　北の祖国からついてきてくれた友達をぎゅっと抱きしめて、カテリナ王妃は闘技場でつぶやいたのと同じ言葉を口にした。





「フェア　エストラン　ルディ　エル　ダスティー（もうルディにわたしは、いらないんだわ）」



















「どうしたの、ルディ？　急に黙ってしまって」

　スザンカに問われて、ルドヴィークはドキリとし、慌あわ

 てて、

「あ……うん、ちょっと」

　と、つぶやいた。

　年の暮れが押し迫り、ローデシアにも雪がちらつく日が多くなった。明日は大雪になりそうだという予報があり、そうなればバイオリン弾きのヤンとその家族が暮らす森の家にも、また遊びにゆけなくなるので、今日は早めに政務を片付けて、久々に森を訪れたのだった。

　パーティーが増える年末は、ヤンにとって稼かせ

 ぎ時どき

 で忙しいらしく、ちょうど留る
 守す

 にしていた。が、双子のテオとシェナに、ルドヴィークがデザインして実家の服屋で仕立ててもらった子供服を渡すことができて、二人とも丈夫であたたかな素材を使った可か
 愛わい

 い服に着替えて、

「おかあさん、このおようふく、軽～い」

「ぬくぬくするー、ありがとう、ルディ」

　と、はしゃいでいた。

　赤ん坊のコリンも、ルドヴィークが贈おく

 った毛け
 織おり
 物もの

 にくるまれて、スザンカの腕の中ですやすや眠っている。

　ルドヴィークはスザンカが焼いた香辛料入りのパンに砂糖衣をかけたお菓か
 子し

 を食べながら、近況を語っているところだった。

　恋人と、うまくいっていること。とても可愛くて、ちょっとした言葉や笑顔に癒い

 やされるし、見ているだけでも、話していても、楽しいと。

　さすがに恋人が三人できたとは、ルドヴィークが国王であることを伝えていないスザンカたちには言えなかったが。

　そう、寵ちよう
 姫き

 とはうまくいっているのだ。

　高貴な出自を誇ほこ

 るテレーゼが、異国人の祖父母を持つミーネに不用意な発言をしやしないか。テレーゼとエヴァリーンの喧けん
 嘩か

 にミーネが巻き込まれて困ってしまうのではないか、また逆に幼なじみの二人が親密すぎて、ミーネが疎そ
 外がい
 感かん

 を抱くのではないかと、最初のうちはルドヴィークも心配して、なにかあったらすぐにフォローできるよう、注意深く見守っていた。

　が、テレーゼとエヴァリーンが城で暮らしはじめてから二週間目に突入した今現在、三人のあいだにトラブルは起こっていない。

　控ひか

 えめなミーネは、テレーゼとぶつかることはなかったし、テレーゼがいつもの調子でミーネに、

『まぁ、あなたのご先祖様は異教徒なんですの！　砂漠の国ではサソリを唐から
 揚あ

 げにして食べるというのは本当ですの？』

　などと言おうものなら、エヴァリーンがすかさず、

『テレーゼっ、おまえは少しものの言いかたを考えろ！　すまない、ミーネ、この女は空気を読まないバカなだけで、悪気はないんだ』

　とテレーゼをたしなめつつミーネに謝り、それに対してテレーゼが、

『あなたこそ、なんですの、その言いかたは！』

　と怒り、喧嘩になりそうなのをミーネが、

『あの……わたし、気にしてませんから』

　と仲ちゆう
 裁さい

 に入り、二人が気恥ずかしそうに口をつぐみ、それから何事もなかったようになごやかに話しはじめるといったふうで。

　テレーゼとミーネのあいだに、エヴァリーンが。

　エヴァリーンとテレーゼのあいだに、ミーネが入ることによって、良い感じのバランスができあがっているようだった。





　問題は妻
 のほうで……。





「彼女は、これまでなんでも僕に話してくれたんだ。その日見たことや耳にしたこともいちいち報告してくれて、思ったことや考えていることも、なんでもかんでも言い過ぎなくらいぽんぽん口にしていたのに、最近は黙っていることが多くなって……それが気になってて」

　一度に寵姫が二人も増えたので、カテリナ王妃と会話をすること自体が減へ

 ったというのもある。

　城の誰も、カテリナ王妃がお転てん
 婆ば
 娘むすめ

 のフロリンであることを知らない。

　田舎いなか

 の小国に嫁とつ

 がされたことを不満に思っている北の大帝国出身の、高こう
 慢まん

 で冷れい
 酷こく

 な皇女様──それが皆にとってのカテリナ王妃だ。

　特にテレーゼは、カテリナ王妃に手て
 酷ひど

 くいじめられた。

　なので寵姫たちの交流に、カテリナ王妃が加わることはないし、周りも王妃と寵姫が顔を合わせないよう気を配くば

 っている。

　このところカテリナ王妃は食事の時間さえ自分の部屋にこもりっきりで、『プライドの高い皇女様は、万が一にも愛あい
 妾しよう

 と同じ空気を吸いたくないんだろうな』と噂うわさ

 されていた。

　ルドヴィークがミーネを寵姫に迎える前は、よく夜ふけにカテリナ王妃が、ルドヴィークの部屋の窓から、ひょいひょい訪ねてきて、明け方まで話し込んでいったものだった。

　それもなくなって、ルドヴィークとカテリナ王妃の仲は妙にぎくしゃくしている。

　王妃の了承を得る前に、テレーゼとエヴァリーンの二人をルドヴィークの判断で寵姫に迎えたことを怒っているのかと思いきや、





　──あなたが決めたことなら、それでいいわ。





　と、視線をそらして、素そ

 っ気け

 なく言う。

　てっきりまたキーキを投げつけられると身構えていたルドヴィークは、拍子抜けしたほどだ。

　とにかくカテリナ王妃は、元気がないのである。





「どうして彼女は、僕になにも話してくれなくなったんだろう」





　いつもスザンカに悩みを聞いてもらうと、自分では気づかなかったことに気づかせてくれたり、暗い道に、ほのかな明かりが見えたりする。

　だからつい、スザンカには個人的なことまで打ち明けてしまう。

　ルドヴィークが黙ると、スザンカはひどく真ま
 面じ
 目め

 な表情を浮かべて、

「それは大切なサインよ」

　と、ほんの少し気がかりそうな声で言った。

「きっと彼女の中で、あなたへの気持ちが変わろうとしているんだわ」

「って、どんなふうに？」

「それはわからないけれど、でも彼女がルディにとって大切な人なら、ルディはこの先彼女に対して注意深く行動しなければならないわ。小さな間違いが、取り返しのつかない後悔になってしまわないように」

　スザンカの言葉にドキンとする。

　小さな間違いが、取り返しのつかない後悔にならないように……？

　何故だかその言葉が、忠告ではなく予言のように聞こえた。

　この先カテリナ王妃に対して、自分は取り返しのつかない間違いをしでかしてしまうのではないかと。

　胸が苦しくなり、ルドヴィークは思わず言った。

「スザンカ、またおまじないをしてくれないか。前に僕の胸のポケットに木の葉を入れてくれただろう。お守りだって。あれ、すごくきいたから」

　ミーネのところへ向かう途中、森の入り口で。あのときスザンカはルドヴィークに小さな明かりをともしてくれた。

（だから今度も、僕が間違えないように）

　スザンカがあたたかく微笑ほほえ

 み、小さな皮袋から料理に使う良い匂いのする木の根を出し、ルドヴィークの胸のポケットに入れ、そこに両手をあてたまま目を伏せ、優しい声でささやいた。

「ルディが大切な人たちを失わずにすみますように、幸福な楽園の主あるじ

 として、賢く誠実に行動できますように」






　　　　　◇　◇　◇







　帰り道。

　まだ日が落ちる時刻ではないのに、森の中は薄暗く、底冷えがするほど寒かった。明日は本当に雪になりそうだ。

「あれ？」

　白い息を吐きながら歩いている最中、ふと、妙なことに気づいた。

　さっきスザンカは、大切な人『たち』と言わなかっただろうか？

（それに……楽園の話をスザンカにしたことがあったっけ？）

　考えに沈んでいると、ふいに周囲の木々が、風も吹いていないのにざわざわと鳴った。

「え？」

　顔を上に向け、ぐるりと見渡す。

　密集した木の枝が、生き物のようにざわめいている。

　ローデシアは国土の多くが森におおわれている。森の奥まで入り込みすぎて、帰れなくなる者もいる。緑の森の奥には妖精の女王が治める異界があるのだと、それにまつわるたくさんの伝説とともに、ローデシアの国民に広く信じられている。

　ルドヴィークは森の外へ出ようとしているのに、まるで内側へ向かっているように錯さつ
 覚かく

 したとき。

　不ふ
 思し
 議ぎ

 な声が響いた。





「人の子の王よ。どうやら三番目までは手に入ったようだな」





　空気は凍りついたように動かないままなのに、木々がいっそうざわざわと音を鳴らす中、ルドヴィークの目の前に、青い髪かみ

 の少女が立っていた。

　華きや
 奢しや

 な体に透す

 ける素材の布をまとい、その上に青く長い髪をマントのように広げた少女は、猫の瞳のようなアーモンド型の金色の目でルドヴィークを見つめている。

　彼女と会うときは、いつも現実と幻想の境さかい
 目め

 が曖あい
 昧まい

 になり、起きたまま夢を見ている気持ちになる。

　実際、夢なのかもしれない。





「おまえが楽園の主となるためには、残る四番目と五番目、六番目が必要だ。四番目と五番目は、じきに手に入る」





　あらたな予言を語る少女に、ルドヴィークは溜ため
 息いき

 をついて言った。

「寵姫を二人迎えたばかりなのに、あと二人も増やしたら、王妃が今度こそ激怒して一生口をきいてくれなくなってしまうよ。それに七番目は絶対に手に入らないんだろう？　ならもう三番目まででいいよ」

　今いる三人だけで、じゅうぶん満足だ。

　あとは王妃と、以前のように気兼ねなく話すことができれば……。

　もしかしたら手に入らない七番目とは、カテリナ王妃のことなのだろうか？

　そんな考えが頭をよぎった瞬間、胸がぎゅっとしめつけられ、ひどく焦あせ

 った。

　いいや、そうとは限らない。

　そもそも目の前の彼女の予言も、どうとでも解釈できる曖昧で不確実なものなのだから。





「四番目も五番目も、六番目も、いらないよ」





　ルドヴィークはもう一度、強い口調で言った。

　四番目から六番目までを得ることがなければ、予言ははずれたことになり、七番目は決して手に入らないという予言も実現しないように思えて。

　青い髪の少女は、ルドヴィークの精一杯の抵抗をさめた眼まな
 差ざ

 しで見つめて言った。





「それでも四番目と五番目は、このあとおまえのもとを訪れる。六番目もいずれはおまえのものになる。そして七番目だけは、永遠に手に入らないだろう」





　永遠に？

　どうして七番目だけは手に入らないんだ。僕はすべてを手に入れると言ったのに。七番目だけが楽園に存在しないなんて、そんなおかしな話があるか。

　文句を言おうとしたけれど、気がついたら、ざわざわと木の枝が鳴る音はおさまり、静かな森の中に立ちつくしていた。

　耳の奥で、

『四番目と五番目は、このあとおまえのもとを訪れる』

　という淡々とした声が残っていた。





　そして、ルドヴィークが帰城するなり、予言は現実になるのだった。






　　　　　◇　◇　◇







「国王様に個人的に大事なご相談があるのですが、私を国王様の愛妾に加えていただけませんか」

「は？」

　男装の侍じ
 従じゆう
 長ちよう

 の顔を、ルドヴィークは目を見開けるだけ見開いて見つめ直した。

　今、彼女はなんと言った？

　私を愛妾に？

　私を？　って──。

「僕が
 、きみを
 、愛妾に迎えるのっ!?
 　えええええええええええ
 ！」

　執務室の椅い
 子す

 でのけぞって絶叫する。アーデルハイドのほうは眉まゆ

 ひとつ動かさず涼しげな声で淡々と、

「そこまで仰ぎよう
 天てん

 されると、私も女性として、いささか傷つくのですが」

「ごめん。てか、全然傷ついているように見えないけど──いや、それより、きみが僕の愛妾にって、どういうこと？　き、きみ、僕のこと、その、好きだったの？」

「怯おび

 えたお顔でストレートに尋ねられるのも、良い気分ではないのですが」

「す、すまない」

「まぁ国王様を男性として意識したことは、皆無なのですが」

「きみも、はっきり言い過ぎだ。僕の男としてのプライドが、今、へこんだよ。それならどうして僕の愛妾になんかなりたいんだ？」

　困こん
 惑わく

 を深めるばかりのルドヴィークに、アーデルハイドが冷静な顔つきで言う。

「責任をとっていただきたい、と思いまして」

「責任？」

　国王様のお子様がおなかにいるので、責任をとってこの子ごと私をもらってくださいと衝しよう
 撃げき

 発言をされようものなら、またのけぞるところだが、ルドヴィークとアーデルハイドのあいだに、そうした不適切な関係は一切ない。

「国王様が騎士エヴァリーンの婚こん
 礼れい

 をぶち壊したせいで、私は近々結婚することになりました」

「へ？　なんで？」

「相手はハーゲル家の次男で、国王様がご自分の特命騎士とやらに私に内ない
 緒しよ

 でこそこそ調査させた犯罪行為を観衆の前で大々的に暴ばく
 露ろ

 し、もろもろの役職やら権利やらを剝はく
 奪だつ

 して失脚させた、グスタフ卿きよう

 の弟です」

「グスタフの！」

「ハーゲル家は武の名門でしたが、当主があんなことになり、文系で温和と評判の次男を新しい当主に立て、これまでの方針を一新することにしたのです。その一環として、私の家に縁談を申し込んできました」

　ハーゲル家の次男って、いくつだったっけ？　二十代後半のグスタフとは、かなり歳が離れていたような……ひょっとして僕より年下？

　アーデルハイドの年齢を、ルドヴィークはいまだに知らない。ハーゲル家の次男とアーデルハイドの年齢差が非常に気になる。

「ハーゲル家が窮きゆう
 地ち

 にある今であれば、婚こん
 姻いん

 によって我がジークリンデ家はハーゲル家をそっくり取り込めるということで、昨夜、父からハーゲル家の当主夫人になるよう命じられました」

「それはその、結果的に、きみにとばっちりがいってしまって申し訳なかったね。でも、きみが結婚を望んでないなら、父上を説得できるんじゃ」

　国王のルドヴィークにさえ涼しい顔で理路整然と意見し、さらりと提案を通してしまう。根回しも計略も、お手のもので──そんな彼女ならば、結婚も軽々と回かい
 避ひ

 できるだろう。

　が、アーデルハイドは真顔で答えた。

「それは無理です」

　ルドヴィークが一瞬言葉を失うほど、はっきりした物言いだった。

「父は、私の十倍は老ろう
 獪かい

 です。私は幼少のみぎりから父の権けん
 謀ぼう
 術じゆつ
 数すう

 を近くで見て学んできましたが、まだまだ父には及びません。私が父の域に達するには、あと二十年は必要でしょう」

　そんなにすごいの！　きみのお父さんは！

　アーデルハイドにここまで言わせるだなんて、どんな妖怪変化だ！

　同時に、以前アーデルハイドとテレーゼの話をしたときのことが思い出された。

　あのときアーデルハイドはやけに辛しん
 辣らつ

 で、王妃になれなかったテレーゼの残りの人生が、すでに終了したように決めつけるのはどうかと庇かば

 うルドヴィークを、今のように真顔で見つめて言ったのだ。





　──名家の息女だからこそ、ですよ。





　──高貴な身に生まれた者ほど不自由が多いものです。それは国王様ご自身もよくご存じのはずですが。





　あれはもしかしたら……アーデルハイド自身のことでもあったのかもしれない。

（いつも涼しい顔をしているから、悩みなんてない人かと思っていたのに……）

　特に、『結婚』に関する悩みなんて──彼女はいつまでも年齢不詳で独り身で、国王の冷静な侍従長なのだと思っていた──と口にしたら、また女心が傷ついたと無表情で責められるだろうか。

「事情はわかった。それは確かに大変そうだ。けど、そこから何故、僕の愛妾に加えてほしいという発言になるんだい？」

　アーデルハイドは、さらりと答えた。

「私がハーゲル家を蹴け

 って嫁とつ

 ぐ相手として父の了りよう
 承しよう

 を得られるかたが、国王様しかいらっしゃらないからです」

「だからって、いきなり愛妾というのは。それにきみは、僕が愛妾を持つのは反対じゃなかったか？」

　ルドヴィークが寵姫たちと親密になりすぎないよう、クラウスに見張らせることまでしているのに。

「王妃様以外のかたに世継ぎの王子様がご誕生されるのが、政策上不ふ
 都つ
 合ごう

 なだけで、愛妾自体は国庫を圧迫しないかぎりは何人お持ちいただいても問題ありませんし、私個人としても爪の先ほども気にいたしません。むしろ国王様のそうした欲望は、他の愛妾のかたがたに発散していただければ好都合です」

「よ、欲望って！　僕はそこまでがっついてるわけじゃ……」

「無論、国王様が私に愛妾としての義務をお求めでしたら、それなりに善ぜん
 処しよ

 いたしますが」

　事務的な口調でそんなことを言われても……。

「また国王様の愛妾になれば、影から国を掌しよう
 握あく

 し、自分は裏に徹てつ

 したまま国政を振るうという私の野望を叶かな

 えるにも、最適と判断いたしました」

　そんな野望が!?


「夜のおつとめは一切なしの、名のみの愛妾で結構です。甘い言葉も愛情も求めません。生しよう
 涯がい

 、国王様の影に徹し、この国をよりよく治めるお手伝いをいたします。ですから今すぐ私を国王様の四人目の愛妾にしてください」





　まさか！　アーデルハイドが四番目
 ！





　ルドヴィークが息をのんだとき。

　騒さわ

 がしい足音が近づいてきて、いきなり執務室のドアが開いた。





「お兄ちゃん！　ボクをお兄ちゃんの愛妾にして！」





　とんでもないことを叫びながら飛びついてきたのは、義理の妹のロッティだった。

　亡くなった母親の再婚相手の娘で、服屋を営いとな

 む父親と弟のマルティンと城下で暮らしている。血の繋つな

 がりのない妹は、ルドヴィークの専属モデルでもある。幼い頃から、お兄ちゃん、お兄ちゃん、とルドヴィークのあとをついてまわって、ルドヴィークがデザインしたスカートの丈たけ

 が短い服も、





　──お兄ちゃんのお洋服が、一番ボクらしいでしょう？





　と喜んで着てくれる、可愛い妹だ。

　今日も、膝ひざ
 丈たけ

 のふりふりのワンピースに、レースつきの長いソックスをはき、さらさらの短い髪にリボンのついたヘッドドレスをつけている。どれもルドヴィークがデザインしたものだ。

　ロッティは、ルドヴィークがミーネを愛妾に迎えたことを怒っていて、





　──お兄ちゃんの噓うそ

 つき！　もう知らないんだからっ。





　と、先月からずっと城へ顔を出さなかった。

　テレーゼとエヴァリーンの二人を愛妾に加えたことで、ますますすねているだろうから、折りを見て里帰りして機き
 嫌げん

 を直してもらわなければと思いながら、なかなか機会を作れずにいたのだった。

　それが、いきなりやってきて、愛妾にしてくれとは！

　アーデルハイドの〝ご相談〟にも驚おどろ

 いたが、ロッティの衝撃発言にも口があんぐり開いたまま固まってしまった。

　ロッティを追いかけるようにクラウスが顔を出し、謝る。

「申し訳ありません。国王様はお仕事中だとお止めしたのですが、わずかに目を離した隙に駆け出してしまわれて」

　十二歳のパウラ姫を天使と呼び、献けん
 身しん

 と忠誠を捧ささ

 げまくっていたクラウスは、パウラと歳の近いロッティにも甘かったのだろう。また、いつもロッティが城へ遊びに来るときはお行ぎよう
 儀ぎ
 良よ

 くしていたので、油ゆ
 断だん

 したに違いない。

　ロッティは、ルドヴィークの腰に両手を回してぎゅーっとしがみつき、おなかに小さな顔をこすりつけて、

「お父さんがボクを、超ー厳しい全ぜん
 寮りよう
 制せい

 の女学校に入れるって言うの！　いつまでも『ボク』なんて言ってたら、お嫁よめ

 さんのもらい手がなくなるから、学校へ行って花嫁修業しなさいって。ボクは、お兄ちゃんと同じ『ボク』がいいのに！」

　と叫ぶ。

「ボクなんか服屋の娘なのに、お兄ちゃんが王様になって、町の偉えら

 い人たちから、ぜひ娘さんをうちの息子の嫁にいただいて国王様のご実家とご縁えん
 戚せき

 に──なんて打診されて、舞い上がっちゃってるんだよ！　ボクに、嫁ぎ先に恥ずかしくないように、女らしくなれ、女らしくなれって──しまいには勝手に女学校への入学手続きをしちゃうし。お兄ちゃんのせいだよ！」

　なんてことだ。ロッティにも、アーデルハイドと同じことを言われてしまった。

　ルドヴィークのせいだから、責任をとれと。

「お兄ちゃんの愛妾になれば女学校へ行かなくていいし、お嫁さんにもならずにすんで、ずっとお兄ちゃんのお洋服のモデルもできるでしょう？　だからボクはお兄ちゃんの愛妾になる！」

　ロッティはルドヴィークの腰にしがみついて、離れない。

　お嫁に行きたくないから愛妾になるというのは、なにか根本的に間違っている気がする。愛妾を、お城の割のいいバイトと勘かん
 違ちが

 いしてないか？

　それをロッティにどう問と

 い質ただ

 し、どう話せば納なつ
 得とく

 して家に帰ってもらえるかと悩んでいると、ルドヴィークたちのやりとりを灰色の瞳で冷静に眺なが

 めていたアーデルハイドが、涼しげな笑みを浮かべて言った。

「それは国王様は、妹君に責任をとらなければなりませんね。幸さいわ

 い妹君と血の繋がりはないのですし、問題ありません」

「って、アーデルハイド！」

　今度はなにを言い出すんだと焦るルドヴィークのかたわらを、男装の麗人は、すっと通り過ぎ、ロッティの顔を笑顔のままのぞきこんだ。

　黒い男性の服に身を包んだ中性的な美女にそんなふうに間近で見つめられて、顔を赤らめているロッティに、優しげに告げる。

「実はこの私も、国王様の四番目の愛妾に加えていただくことになりました。妹君は五番目というわけですね。愛妾同士仲良くいたしましょう」





　五番目
 って、ロッティが!?
















「てかアーデルハイド！　僕はきみを愛妾にすると許可した覚えは」

　ルドヴィークの反論を、ロッティの声が押しのける。

「はい、先せん
 輩ぱい

 ！　お兄ちゃんの愛妾として、こちらのお城で今日からお世せ
 話わ

 になります。よろしくお願いします」

「いえいえ、城の決まり事や、他のかたがたとのおつきあいなどについては、おいおいお教えいたしますね」

「って、そこで引っ越しの挨あい
 拶さつ

 とか交わしてるんじゃない！」

　ルドヴィークが叫んでいるところに、

「失礼いたします」

　主だった大臣や長官たち、それに城に出入りしている家具職人やカーテン職人、その他職人や商人たちが、ぞろぞろと部屋に入ってきた。

「国王様が新しい愛妾をお迎えするとうかがって、お部屋割りやお引っ越しや、国民への周知の件について、ご相談にうかがいました」

「僕は呼んでないぞ！」

「私が呼んだのですよ」

　アーデルハイドが涼しげに言う。

　ルドヴィークが大衆の前で寵姫を大々的に紹介することによって、アーデルハイドたちの反対を封じ込めたように、今度はアーデルハイドに同じことをやり返されたと気づいたときには、〝四番目〟と〝五番目〟は関係者に愛妾就しゆう
 任にん

 の挨拶を終えており、部屋割りや家具の選定について、仲良く話し合っていたのだった。






　　　　　◇　◇　◇







　その頃、ルドヴィークの三人の寵姫たちは、テレーゼの部屋でお茶会をしていた。

「まぁ、この林りん
 檎ご

 のケーキ、あなたが作ったんですの？　ミーネ。うちのシェフよりも美お
 味い

 しいかもですわ」

「ああ、林檎の甘あま
 酸ず

 っぱさとカラメルソースの苦さが混じり合って、なんともいえん。どうしたら、こんなに上う
 手ま

 く作れるんだ」

　テレーゼとエヴァリーンに褒ほ

 められて、ミーネが嬉うれ

 しそうに頰ほお

 を染める。

「ありがとう……ございます。とても簡単なんですよ。材料をきちんと量れば、どなたでも作れます」

「わたしでもか？」

「はい。あの……よろしかったら、今度ご一緒に作られて、みますか」

　ミーネの提案に、ドレスを着て髪を結ったエヴァリーンが身を乗り出す。

「教えてくれるのか？　頼む。わたしも、その……せっかく国王様にもらっていただいたのだから、女性らしいことを少し、してみようかと……。おまえも一緒にどうだ、テレーゼ」

「わたくしは、このとおり女性らしさのかたまりですから、そちらの方面を磨みが

 く必要はまったく感じておりませんことよ。で、でも、国王様は庶民的なのがお好みのようですから、あなたを参考にさせていただくのは、いいかもしれませんわね、ミーネ」

「おまえは、またそう上から目線で！」

　エヴァリーンがすかさずたしなめるのもすでに恒こう
 例れい

 で、テレーゼが気にしないのも毎度のことで、

「代わりにわたくしが、ミーネに宮廷式の礼れい
 儀ぎ
 作さ
 法ほう

 を教えてさしあげますわ。ミーネも国王様の寵姫なのですから、これからはそうしたことも必要でしょう」

　尊大に言うと、目を丸くしていたミーネがしだいに微笑んで、

「は、はい……ありがとうございます。テレーゼ様に色々教えていただけたら……嬉しい、です」

　と答えて、エヴァリーンのほうへもそっと視線を向けた。

「あの、エヴァリーン様にも」

「わたしに!?
 　い、いや、弱ったな。わたしはごらんのとおりガサツな女だから、教えられることといったら剣や馬くらいしか──そうだ！　馬の乗りかたを教えよう。この先、狩りなどで馬に乗る機会があるかもしれんからな。テレーゼ、おまえも乗馬は苦手だっただろう。子供の頃、馬に人にん
 参じん

 と間違えられて髪をむしゃむしゃ食べられて、『王妃になるわたくしに、なにをするんですの』と、馬に向かってべそをかきながら叫んでいて、乗馬の稽けい
 古こ

 もやめてしまったのだったな。わたしが、おまえの馬嫌いを克こく
 服ふく

 してやろう」

「む、昔のことを持ち出さないでくださいませ！　馬なんか乗れなくても、貴婦人は馬車を使うからよいのですわ」

「そうか、なら教えるのはミーネだけでいいか」

　エヴァリーンがそう言うなり、テレーゼが「お待ちなさい！」と止める。

「やらないとは言っておりませんでしょう。あなたが、ミーネと一緒にわたくしの行儀作法のレッスンを受けたいとおっしゃるのでしたら、わたくしもお返しに、あなたに乗馬を教わってさしあげてもよろしくてよ」

「わたしも……テレーゼ様がご一緒のほうが、心強いです」

「ほら、ミーネもこう言っておりますわ」

　そんなふうに、お互いの得意分野を教えあうことになり、ミーネのお手製の林檎のケーキに舌した
 鼓つづみ

 を打ちながら、なごやかな会話が続いていたのだが──。

　テレーゼが急に眉まゆ
 根ね

 を寄せ、しかめっ面になった。

「ところで、あのフロリンとかいうかたは、国王様とはどういったご関係の、どういうおうちのかたですの？」

　国王であるルドヴィークに猿を投げつけ暴言を吐きまくるだなんて、通常なら厳げん
 罰ばつ

 ものだ。

　なのにお咎とが

 めなしどころか、その存在が城内で噂にのぼることもない。町娘のように装よそお

 っているが、顔立ちは非常に美しく気品がある。あれほどルドヴィークの近くにたびたび出現するのも、単なる町娘の身では、あり得ないことである。

　エヴァリーンも、テレーゼと同じことを気にしていたようで、

「うーむ……フロリンか。わたしは彼女には、だいぶ世話になったし、互いの意中の相手について恋バナまでした仲なのだが。フロリンがどういった立場で城に出入りしているのかは、尋ねても、うまくはぐらかされていたなぁ。わたしもグスタフ卿との婚礼が迫っていたので、いろいろテンパっていてそれどころではなかったし。だが、あらためて考えると、彼女は何者なのだろうな。ひょっとしたら国王様の特命騎士ではないかとも思ったのだが……」

「特命騎士ですって？」

「ああ、だが、それにしてはフロリンの国王様への態度は、お仕えしている臣下のものではないし」

　ミーネがおずおずと加わる。

「わ、わたしも……フロリンには、たくさん助けてもらったんです」

　仕立屋の青年とその助手の女の子が、ある日目の前に現れて、煤すす

 かぶりのミーネに魔法をかけてくれた話をすると、二人ともますます驚きの表情になった。

「それって国王様とフロリンが、よほど親密でなければできないことではなくて？」

「もしかしたら国王様にはロッティ様の他にもう一人妹君がおられて、それがフロリン……とか」

　そうでもなければ二人の密接すぎる関係が、説明できない。

　ミーネがまた遠えん
 慮りよ

 がちにつぶやく。

「……フロリンは、エンドラの人なのかも、しれません」

「エンドラ帝国ですって？」

「カテリナ王妃のご実家のか？　どういうことだ？　ミーネ」

「フロリンが、わたしの家を訪ねてきてくれたことがあって、そのときわたしが、国王様とフロリンは恋人ではないのと尋ねたら、エンドラ語で答えたんです……多分エンドラ語だと……思います。王妃様がお話しされていたときと、同じように聞こえたから……まるで王妃様が、お話ししているみたいで……」

　テレーゼとエヴァリーンが、ぎょっとしたように顔を見合わせる。

「カテリナ王妃……まさか」

「ありえない。フロリンとあの王妃とでは、まるきり別人……いや……背格好は……同じくらい、か？」

「フロリンも、整った綺き
 麗れい

 なお顔をしていましたわね……それに瞳の色が、どちらも紫で……。国王様にうなぎのパイをぶつけて喧嘩をされたときも、とっさにエンドラ語で『ノイ（いいえ）！』と叫んでおりましたわね……」

　ミーネも二人のつぶやきから、はじめてその可能性に気づいたようで、小さく息をのんだ。

「もしかして、フロリンは……」






　　　　　◇　◇　◇







（とんでもないことになったぞ！　こんなめちゃくちゃな話、王妃にどう話せばいいんだ！）

　ルドヴィークは非常に焦りながら、カテリナ王妃の部屋へ向かっていた。

　侍従長のアーデルハイドと義理の妹のロッティが、今しがた四人目五人目の愛妾に加わっただなんて。

　アーデルハイドの根回しは完かん
 璧ぺき

 で、ロッティもアーデルハイドの策略に便乗して、一緒に楽しそうに家具やカーテンを選んでいた。

（弱った。本当に弱った）

　二人目三人目の愛妾は優しく受け入れてくれたミーネも、こんなに短期間であらたに二人も愛妾が増えたら、さすがに困惑するだろう。

　愛妾には迎えたものの、アーデルハイドの厳命で子作りに繋がる一切の行為を禁止されているという無茶な状況を許してくれた、テレーゼとエヴァリーンの二人もあきれるだろう。

　彼女たちに、なんと言ったらいいのか……。

　いや、まずは王妃だ！

　王妃の耳に入る前に、ルドヴィークのほうから、どうにか説明するしかない。

（ただでさえ王妃とは微妙な空気だっていうのに）

　森の家でスザンカに、彼女が大切な人ならば、この先あなたは注意深く行動しなければならないわ、と助言されたことを思い出し、胸が苦しくなった。

　カテリナ王妃の部屋のドアをノックするが返事がない。そのまま開ける。

「王妃、大事な話があるんだ」

　部屋の中は空っぽだった。

　温室だろうか？　それともまたフロリンの姿で城内を探索しているのだろうか。

　嫌な予感がして部屋の中を見渡していると、王妃が実家から持ってきた本が、数冊まとめて棚から抜け落ちていることに気づいた。

　不穏な予感がいっそう高まり、汗まで出てきた。

　机の上に、一枚の紙切れがある。

　エンドラ語で書かれた文字を、辞書で単語を確認しながら読んでゆくうち、動どう
 悸き

 が高まり、目眩がしてきた。

















『ケセラ　テール　ドミノリーチェ　テラ　ロージア（わたしの役目は終わったので、実家に帰ります）。エルバ　クリステーラ　フォルト　デルフォルト　サティス　クチュリア（あとは何人でも何十人でも愛妾を迎えてくださいませ）』



















「お兄ちゃんの噓うそ

 つき！　もう知らないっ」

　そんなふうに叫んでお城から帰宅したのは、二週間近く前だった。

　十二月の現在、ロッティはルドヴィークが家にいた頃に使っていた部屋のベッドに横たわり、シーツをぎゅっと握って兄の残り香をかぎながら、じれじれする想いをもてあましている。

「会いたいよぉ、お兄ちゃん。どうして来てくれないの～。王様のお仕事が忙しいのかな。それとも寵ちよう
 姫き

 の人といちゃいちゃしてて、ボクのこと忘れちゃったのかなぁ」

　父の再婚相手の連れ子で義理の兄のルドヴィークが、実は王様の隠し子で、この国の新しい国王になってから、そろそろ半年になる。





　お兄ちゃんが国王様に!?






　父もロッティもあのときは仰ぎよう
 天てん

 し、また大好きなお兄ちゃんがお城へ行ってしまうのが哀かな

 しくて淋さび

 しくて、ルドヴィークが家を出る前の夜は、このベッドでルドヴィークと一緒に眠り、涙で濡ぬ

 れた頰ほお

 をルドヴィークの胸に押しつけて、

『ボクのこと忘れないでね』

　と別れを惜しんだ。

　ルドヴィークもロッティのさらさらの短い髪かみ

 を撫な

 でながら、

『ロッティは、ずっと僕の可か
 愛わい

 い妹で、一番の専属モデルだよ。お城へもいつでも遊びにおいで』

　と言ってくれた。

　ルドヴィークのほうも泣きそうで、洟はな

 をちょっとすすったりしていて、ロッティは、お兄ちゃんもボクと離れるのを淋しがってくれているんだ、とますます胸がしめつけられ、ルドヴィークのあたたかな体にぎゅっとしがみついたのだった。

　ルドヴィークは即位してすぐ、北の大帝国から皇帝の娘をお妃に迎えたが、国王と正妃の不仲は城下でも評判だったので、ちょっぴり安心していた。

　それでも、お兄ちゃんに奥さんがいるなんて本当はイヤでしかたがなくて、王妃様が早く離婚して自分の国へ帰ればいいと思っていたし、北の皇女様がまた国王様に冷れい
 酷こく

 な仕打ちをした、王妃様はご寝所に国王様を決して入れないらしい、国王様を聖書で殴なぐ

 り倒たお

 したそうだ──そんな話を耳にするたび、嬉うれ

 しくて、にこにこしてしまったのだけれど。

　そんなことはまったく口にせず、お城へ遊びに行くときはいつも、可愛い妹として無む
 邪じや
 気き

 に振る舞っていた。

　城内で〝お嫁よめ

 さんにしたい子番付〟が開かい
 催さい

 され、ルドヴィークが優勝者を愛あい
 妾しよう

 に迎えると評判になったときも、とてもショックで、けれどルドヴィークが、それはただの噂うわさ

 で、愛妾を持ったりしないよ、と否定してくれたのでほっとした。

（なのに、優勝した人を、みんなの前で寵姫にするって宣言するなんて！　話が全然違うよ、お兄ちゃんの噓つき、噓つきっ）

　しかも寵姫になったミーネは、お披ひ
 露ろ
 目め

 のとき、丈たけ

 の短いドレスをそれは可か
 憐れん

 に着こなしていたという。

　それはルドヴィークが自分でデザインし、実家の服屋のお針子たちに大急ぎで縫ぬ

 わせていたものだ。

　王妃に贈るのだと言っていたけれど、王妃様のイメージではないし、体型も少し違うんじゃないかと怪しんではいたのだ。

　愛妾のためのドレスだったなんて！

　服屋の若わか
 旦だん
 那な

 時代から、ルドヴィークは職業柄いつも店で女性に囲まれていたし、彼女たちからモテモテだった。

　けど、ルドヴィークがデザインした丈の短い服は、彼女たちにも抵抗があったようで、それを進んで着るのはロッティだけだった。

　お兄ちゃんのお洋服を、こんなに素敵に着られるのはボクだけ！　というのはロッティの自じ
 慢まん

 だった。

　ルドヴィークにも繰く

 り返かえ

 し、





　──お兄ちゃんのお洋服、大好き！





　──お兄ちゃんのお洋服が一番ボクらしいでしょう！





　と笑顔で伝えた。

　そうするとルドヴィークがとても喜ぶことがわかっていたし、ルドヴィークにとってロッティが特別な存在だと認識させたくて。

　それが、裾すそ

 の短いドレスをミーネが素敵に着こなして絶賛されたと聞いて、単にルドヴィークが愛妾を迎えたというだけよりもショックを受けた。

「ボクだけがお兄ちゃんのモデルだったのに」

　ベッドに顔を埋めて、シーツをきつくつかんで、細い足を何度もじれじれと動かす。

　二週間経た

 っても、いまだに胸の痛みは消えない。

　お兄ちゃんに会いたい。

　やっぱり僕の服が似に
 合あ

 うのはロッティだけだよ、と言って抱きしめて、頭を撫でてほしい。

　ううん、それだけじゃもうおさまらない。

　キスして、愛していると言ってほしい。





「お兄ちゃん……好き、大好き」





　妹としてだけではなく、それ以上に。

　ロッティがとっくに〝女〟になっていることを、ルドヴィークは知らない。

　ルドヴィークにとってロッティは、兄のあとを追いかけて、なんでも兄の真ま
 似ね

 をしたがる幼い妹のままで、だからロッティが夜中にベッドにもぐりこんだり、膝ひざ
 枕まくら

 をしてあげたり、抱きついて胸に頰をぐりぐりしても、あたたかな眼差しで見つめているだけだった。





「好き……お兄ちゃんに、ボクの全部をもらってほしい……お兄ちゃんのものになりたい」





　小さな頃、ルドヴィークの膝で読んでもらった絵本に出てきた女の子は、赤いずきんをかぶっていて、狼おおかみ

 にダマされて食べられてしまった。





　──おれの口が大きくて、牙も鋭いのは、おまえを食べるためさ。がぉー。





　あのとき、きゃー！　と無邪気な声を上げてルドヴィークの胸に顔を埋めて怖がっているふりをしながら、お兄ちゃんが狼さんなら食べられてもいいかもしれないと考えたことを、今でも鮮明に思い出す。

　あの頃からお兄ちゃんが大好きだったし、ルドヴィークに対してはずっと、ロッティの意識は〝女〟だった。





「狼さんに食べられたい……食べられたいよ、お兄ちゃん」





　兄のベッドに体や顔をすりつけて、抱きしめられたときのぬくもりや香りを必死に思い返しながら、切ない声でつぶやく。

　ルドヴィークに会いに行かずに我が
 慢まん

 しているのは、ささやかな策さく
 略りやく

 だった。

　そうすればお兄ちゃんにも、ボクが本当に怒っていることがわかって、だんだんボクのことが気になって、自分からボクに会いにきてくれる。

　会わないあいだ、ボクのことだけ考えてくれる。

　お兄ちゃんが家に来てくれたら、そのときはこの部屋でお兄ちゃんに告白するんだ。

　妹ではなく、お嫁さんとして結ばれることもできる女としてお兄ちゃんが好きだと。

　切なく、甘く、懇こん
 願がん

 するように、誘ゆう
 惑わく

 するように。

　実際は洟をすすりながら、非常に気弱につぶやいた。

















「くすん、ボクを食べて……お兄ちゃん」




























あとがき







　こんにちは、野の
 村むら

 美み
 月づき

 です。

『楽園ハレム

 への清く正しき道程ルート

 』の三話目は、二番目と三番目の同時攻略ですよー。なのでサブタイトルも、二巻までと少し変えてみました。

『楽園』はヒロインごとに、ひとつお伽とぎ
 話ばなし

 を入れています。基本的には、有名なお伽話や童話の原型を残したまま、この世界で語られている風にアレンジしているのですが、エヴァリーンの『ストーブの騎士』だけは、元ネタの『鉄のストーブ』から大幅に変えておりますのでご了承ください。こちらは、どうしても『ストーブ』を使いたかったのですよね。『鉄のストーブ』も興味深いお話ですよ！





　さて、今回はあとがきのページ数が多いので、お姫様に関する昔話でもしてみましょう。一話目で、私がどれだけ金髪さんが好きかを熱く語りましたが、お姫様はさらにさらに大好きです。幼少時から『～姫』というタイトルにひたすら弱く、世界の民話や童話にどっぷりはまったのは、私が好きな金髪＋お姫様が登場する頻ひん
 度ど

 が高かったからでした。

　当時は、和物にはあまり惹ひ

 かれず、とにかくひらひらのドレスを着て金髪であることが重要でした。さらに綺き
 麗れい

 な響きのお名前などがついていると完かん
 璧ぺき

 で、その流れで園児の頃からシェイクスピア全集を読みあさりました。内容を理解していたわけではなく、コーデリアやオフィーリアやロザリンドといったきらきらした名前の、心清らかなお姫様が出てくるだけで満足だったのです。

　そんな私に、はじめてお姫様を演じる機会がやってきたのは、小学一年生のときでした。西洋のお姫様ではなく和物のお姫様なのが残念でしたが、役名に『～姫』とついているだけで嬉うれ

 しくて、意欲満々でした。

　ところが、劇の脚本をめくってもめくっても姫の出番がありません。

　さらにめくってめくってめくって、最後の最後にようやく登場したと思ったら、台詞せりふ

 はたったのひとこと──「わたしは大おお
 国くに
 主ぬしの
 命みこと

 様のお嫁よめ

 さんになります」だけでした。

　そんな劇のタイトルは『因幡いなば

 の白うさぎ』で、私の役は八や
 上かみ

 姫でした。

　どうにも不完全燃焼だったこの翌年、またお姫様の役が回ってきました。しかも今度は西洋のお姫様です！　ドレスに金の冠かんむり

 です！

　わくわくと脚本をめくると、中ちゆう
 盤ばん

 からしっかり登場します。よし頑がん
 張ば

 ろうと、さらにめくってゆくと……あれ？　なにかおかしいです。舞台には存在しているのに台詞がありません。そんなはずは、と、さらにさらにめくってゆくと──ありました！　「まぁ、素敵なお城ですこと」の、ひとつだけ。

　そう、またしても台詞がひとつでした。

　この台詞だけでタイトルがわかったかたは、すごいです。絶対にわからないと自信を持って断言できます。そのタイトルは──『長なが
 靴ぐつ

 をはいた猫』でした。

　お姫様というのはしゃべらないものなのだろうか……と肩を落とした翌々年。三度目の正直のお姫様役がやってきました。

　今度はタイトルロールです！　主役です！　冒頭からしっかり登場します。

　ただし声だけで「おぎゃーおぎゃー」と泣いています。いえ、主役なのですから、これから台詞もたんまりあるに違いありません。気を取り直して脚本をめくります。

　次のシーンでは成長していて、ほっとしたのでしたが──「まぁ、これはなにかしら」「あ、痛い！」と倒れて、そこから先はぐーぐー寝ているだけで、やっと目覚めたと思ったら、あっという間に劇は終わってしまいましたよ！　目覚めたあとの台詞は、「私のお妃になってください」を受けての「はい」だけで──タイトルはすでにおわかりかと思いますが『眠り姫』でした。

　お姫様であるかぎり活かつ
 躍やく

 はできないのでしょうか。

　これまで出た劇で一番台詞が多くて、最初から最後まで出ずっぱりだったのは、茶色のタイツに鳥のかぶりものの椋むく
 鳥どり

 の役でした。（※『むくどりのゆめ』泣ける傑けつ
 作さく

 です。ただかぶりものが……タイツが……。二番目に台詞が多かった『スイミー』も、かぶりものに黒タイツでした）と、もやもやを残して小学校を卒業し、中学生になった翌年。新入生の歓迎会の学年劇で、最後の正直のお姫様役がやって来ました。

　和物で『浦島太郎』です。『浦島太郎』のヒロインといえば乙姫様です。実は乙姫様には苦い思い出があります。小学二年生のとき、クラス劇で乙姫様をやることになりました。歌って踊るオペレッタで、私は微妙～に音痴でしたが、歌はクラスで一番上手な子が吹き替えることになっていて、そこは問題なかったのです。

　が、踊りのほうは大問題でした。何故なら微妙に音痴な私は、きっぱり運痴で、何度やってもダンスシーンが決まりません。また担任の先生がそれは厳しくて、やり直しを延々繰く

 り返かえ

 したあと、たいそう渋い顔で「やっぱりＡさん（吹き替え担当の子）に、全部やってもらいましょう」と一日にして役をおろされてしまったのでした。

　当時小学二年生ですよ！　シビアすぎです、先生！

　そんなわけで、心の傷になっていた乙姫様が中学二年生にして再び巡ってきたのには因いん
 縁ねん

 を感じました。「相手役は×組のＢくんだよ」と実行委員の子に言われて、まぁ、あの背が高くて格好いいサッカー部のＢくん？　と、ときめいていたら、「男女逆転だからＢくんが乙姫様で、野村さん（仮）が浦島太郎ね。主役だよ、頑張ってね」と続けられ、「う、浦島、太郎……？」と腰にミノを巻いて釣り竿を持った己の姿を想像して、愕がく
 然ぜん

 としたのでした。

　タイツどころか、生足！

　小学生ならまだしも、中学生でそれは……。

「えーと、ごめんなさい。春休みは忙しくて、稽けい
 古こ

 に参加できない、かも……」と、どうにか理由をつけて、出演を断りましたよ。

　こうして最後のお姫様は、幻に終わったのでした。

　清らかでしとやかなお姫様に萌も

 えつつ、私の書くお姫様が、やけに行動的だったり、おしゃべりだったりするのは、がっかりだったお姫様たちの反動のような気がするのですが、どうでしょう。





　最後に宣伝です。講談社タイガ文庫様から『晴はれ
 追おい
 町ちよう

 には、ひまりさんがいる。』の二巻『恋と花火と図書館王子』が先月から発売中です。志し
 村むら

 貴たか
 子こ

 さんの表紙がとても綺麗なので、ぜひお手にとってみてくださいませ。『楽園』の四巻も執筆中です！

　来週から手術のため、また入院します。再発や転移ではありませんので、そこはご心配なく。ただ、実際自分が体験してみてわかったのですが、医療ドラマなどと違って、手術は終わりではなく、はじまりなのですよね。手術で悪い部分をとって、それを病理に出して結果を見て、あらためて治ち
 療りよう

 がはじまって、それが長期間にわたることもあるし、副作用が出たらその対応もしなければなりません。残念なことに手術をすることで、不健康になる場合もあるのですよ。不安がってもしかたがないので、ストレスをためず、のんびりゆきたいなと思います。できれば最後の手術になるとよいです。

　それでは、また『楽園』の四巻でお会いできますように。


二〇一六年四月一五日　野村美月
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